















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ラフラ・リフラは月を見ていた。

　この大地、クロスカディアを巡めぐる月。虚こ空くうにかがやく神しん秘ぴの光。

　見るたびに、ラフラ・リフラは思い出す。子供の頃ころからの夢。一度は手が届とどきかけた願いのことを。

　それが潰ついえた時のことを。

　あの日。

　はぜるたき火のその前で、長老ネネス・トトルはおごそかに言った。

　──道が凍こおった。ラフラ・リフラよ、お前の儀ぎは執とり行えなくなった──

　一いつ瞬しゆん、言われたことの意い味みがわからなかった。それが夢の終わりだと理り解かいした時、目の前で燃えさかっていたたき火すら色を失った。

　絶ぜつ望ぼうにくらむラフラ・リフラに、しかしネネス・トトルは言った。

　──しかし聞け。ラフラ・リフラよ。運命は閉とざされてはおらぬ。南のヒュームたちの大陸へと赴おもむき、風を聴きき、においをとらえよ。さすればあるいは、氷の溶とける時も来るやもしれん──

　その言葉に支えられ、ラフラ・リフラは地を駆かけ続けた。

　あれからどれくらい経たったのだろう。月は大地を幾いく度ども巡った。

　今。

　ラフラ・リフラの頭上には、虚空そら高くかがやく五つの月。

　そして眼がん下かにはヒトヒユームの街が生む明かりが在あった。

　朧ろうぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぅ──

　天に向かって少女は吠ほえた。その身を歓かん喜きにふるわせて。

　そして、ラフラ・リフラは月夜を駆ける。







　こんな嵐あらしの夜になると、老人はいつも思い出す。

　子供の頃に聞いた話を。五十年前のあの戦争を。

　──嵐の夜には悪あく魔まがやって来る──

　子供の頃。祖そ母ぼから聞いた、たあいもないおとぎ話。

　しかし青年となり、あの戦争に駆り出され──やはり、嵐の夜。

　戦せん闘とうが、あった。

　いや。あれを戦闘と呼よべるのかどうか。

　激はげしい雨と風の中、敵てき襲しゆうを告つげる喇叭ラツパが鳴った。

　兵士たちはてんでばらばらに、兵舎から嵐の中へ飛び出して──

　風に。雨に。悲ひ鳴めいが混まじった。

　閃ひらめく光は雷らい光こうか。あるいは何者かの放つ攻こう撃げきか。

　一体何が起こっているのか。それを理解することすらできなかった。

　やがて夜が明け、嵐が去ったそのあとに。

　残ったのは、わずかな仲間と、大量の、仲間だったものたちの屍かばね。

　──それが、嵐で部隊からはぐれた、たった一人の『敵』がもたらした被ひ害がいだと知ったのは、ずいぶんあとになってからのことだった。

　老人は、その『敵』を直接見たわけではなかった。

　しかしそのイメージは、幼い頃に聞いた、物語に出てくる悪魔の姿すがたと重なり、胸に刻きざまれることとなった。

　以来──

　嵐あらしの夜が来るたびに思い出す。あの夜のことを。妄もう想そうする。物語の中から抜ぬけ出してきた悪魔が、自分の前に現れるのではないかと。

　戦後、ちょっとした財ざいを成し、街まちの片かた隅すみに屋や敷しきを構かまえ。静かな時を刻んでこの歳としになった今でさえ、それは変わらない。

　豪ごう邸ていというほどでもないが、ただ、家、と呼ぶには大きすぎる屋敷。

　若い頃はそうも思わなかったが、歳を重ね、子供たちも巣す立だってゆくと、使用人と自分しかいないこの場所が、むやみに広く感じてしまう。

　居い間まの暖だん炉ろに火は燃えて、天てん井じようにも明かりが灯ともる。

　しかし窓を叩たたく雨と風とは、老人の心をかき乱し、その奥おく底そこに、澱おりのように沈しずんでいた不安を浮うかび上がらせる。

　いつもにも増ます昏くらい予よ感かんは、遠い昔の記き憶おくだけが理由ではない。

　しばらく前、この街で、大きな事件があった。

　犯はん人にんは、かつての戦いで、老人の部隊をほぼ全ぜん滅めつに追いやった『敵』と同じ連中だったのだ。

　事件では、警邏隊員ガーデイアンが何人も命を落としたとも聞く。

　そんな事件と、忌いまわしい記憶とが結びつき、いつになく、老人の心をざわつかせる。

　老人は、サイドテーブルの上のコールベルを取り、指先で軽く振ふった。

　風雨の音を貫つらぬく、澄すんだ金きん属ぞく音おん。

　別室で控ひかえる使用人に、酒でも持って来させよう。ついでに淋さびしさまぎれの、年寄りの昔語りにつきあってもらうとでもしよう。

　しばし待ち──

　しかし、使用人は現れない。

　聞こえなかったのか？

　思って、老人は再びコールベルを鳴らし、さらに待ち──

　窓の外に雷らい鳴めいが閃ひらめく。

　使用人はやって来ない。

　まだ若い使用人だが、教育は行き届いている。いつもなら──たとえ嵐であっても、ベルの音を聞きつけて、必ずすぐにやって来るはずだった。

　だが今日は──

「──イリス！」

　老人は、使用人の名を呼んだ。

「イリィィィィス！」

　応こたえはない。

　どうしたというのだ？　珍めずらしく怠なまけているか、疲つかれて寝ね込こんででもいるのか？　それとも何かあったのか？

　老人は、ひじかけ椅い子すから立ち上がり、ドアへと歩む。両開きのドアに手をかけ、押おし開く。

　窓の外で閃く雷かみなり。

　光は、扉とびらの先にいたものを刹せつ那な、照てらし出す。

　人に似た──人ならざるものの姿すがたを。

　子供の頃に抱いだいた不安が。妄もう想そうが。現実となって追いついてきたかのような、その姿。

　老人は思い出していた。子供の頃の、祖そ母ぼとの会話を。

　──なんで悪あく魔まは、嵐の夜に来るの？──

　聞かれて祖母は、こう答えたのだった。

　──嵐の中なら、助けを呼ぶ悲ひ鳴めいが誰だれにも聞こえないからだよ──




　雷鳴が、轟とどろく。



















　その日も、シンは不ふ機き嫌げんだった。

　通っている修しゆう練れん学がつ校こうで、同級生のお調ちよう子し者ものがひろめたアホな噂うわさのせいで、さんざん周しゆう囲いにからかわれているのも気に入らないし、苦手な戦せん略りやく論ろんのテストが午後に控ひかえているのも原げん因いんの一つ。

　しかし何より気に入らないのは──

　今のうちに教科書でも読んでおくべきだと知っていながら、噂を流した当のお調子者と、バカ話に興きようじている自分だった。

「しっかし面めん倒どうだよなーテスト」

　そのお調子者──マークは、二階にある教室の窓まどから、校庭を眺ながめながらつぶやいた。

　窓からさし込む朝の光が、その髪かみをはちみつ色に輝かがやかせるが、さすがにテストを控えてか、瞳ひとみには憂ゆう鬱うつの色が濃こい。

「だよな。教科書通りに答えなきゃあ不正解、なんて教科書戦略丸暗記すんのに、何の意味があるんだか」

　マークのそばで窓まど枠わくにもたれ、やはり外を眺めながら、シンも吐はき捨すてた。

　外には、朝の校庭。モノトーンの地じ味みな制服を着た生徒たちが登校して来るのが目に入る。

　いつもと変わらぬ、おせじにも彩いろどり豊かとは言えない光景だった。

　……まあマークやシンにしてみても、彼らと同じ制服なのだが。

　シンは黒い髪かみに長身。整った顔立ちなのだが、やや目つきが強いせいか、こうやって不機嫌な顔をしていると、むやみに恐こわがられたり、やたらとインネンをつけられたりすることもある。

　むろんここにいるのは、気心知れた連中ばかり。こんな程てい度どでいちいち反はん応のうされることはないが。

「──そう毛け嫌ぎらいするものでもないですよ」

　言った三人目の声は、二人のすぐ後ろ、机つくえに腰こしかけた相手の発したものだった。

　驚おどろいてふり向く先に佇たたずむのは、金色の髪と瞳の留りゆう学がく生せい。

　最初はどうもとっつきにくい印いん象しようがあったのだが、最近は、めっきり普ふ通つうの友達扱あつかいである。

　驚いた理由は、急に声をかけられたから、ではない。

　彼がそこにいることは知っていた。ただ、テストに対する余よ裕ゆうの答えが意外だったのだ。

「ってことはレゼルド、お前、戦略論とか得とく意いなのか!?　ひょっとして!?」

　驚いて問うシンに、留学生──レゼルドは悟さとりきった笑えみを浮うかべ、

「いえ全く」

『待て』

　同時に突つっ込むシンとマーク。

　レゼルドは指先で髪かみをかき上げて、

「何しろ、僕の故郷くにとこちらとでは、戦略論が全く違ちがいますから。

　この前のテストでも、飛行小隊の投とう入にゆうで片づく、と答えたら、人間ヒユームは空を飛べない、と、説せつ教きようをされてしまいましたから」

「……なるほど……」

　目を点にしてマークがつぶやいた。

　レゼルドは、別の国からの留学生だった。いろいろなことが、こちらとは違う。

「その割には余裕じゃねえか」

　つっかかるシンに、レゼルドは落ち着いた口く調ちようで、

「焦あせっても仕し方かたないことは事実ですから。

　試験などというものは、死と同じで、必ずやって来るものです」

「死とまで」

「なんだよ。やっぱり嫌いやなんじゃねーか」

　言ってマークは苦く笑しようして、

「けどよ、何か事件とかあって、急に中止、ってセンはあるよな。

　……あーあ。またディーヴァとか来ねえかな」

『オイ。』

　今度はシンとレゼルドがツッコミを入れた。

　ディーヴァ──そう呼ばれるものの一人が、この街で騒さわぎを起こしたのは、今からひと月ほど前のことだった。

　何人もの死者と、何人ものケガ人が出て──シンやレゼルドもまた、その事件に巻き込まれ、大なり小なり被ひ害がいを受けている。

　いずれにしろ、さすがにその冗じよう談だんは笑えない。

　言われてマークは、あわててぱたぱた手を振ふって、

「じょ、冗談だって。そう恐こわい顔すんなよお前ら。

　ほら、テストなんてもので人間の価値を安あん易いに評ひよう価かするのは間ま違ちがってる、ってことを、ちょっと詩的に表現しただけじゃねーか。悪かったって」

「こちらの詩は変わってるんですね」

　本気か皮ひ肉にくか、レゼルドがつぶやく。

　マークは視し線せんを再び窓の外に向け、

「まあ、ディーヴァっていうのは言い過すぎだったけどよ。

　なんていうか、いつもと違う何かが起こって、テストが中止になる、とかっていうのはアリだろ？」

「それならまあ、アリだとは……」

　言いかけたシンの言葉を中ちゆう断だんしたのは、校門の前に見えた黒い影かげだった。

　黒くろ塗ぬりの術動車くるまが、一台。

　最近では、街の中で術動車くるまを見かけることも珍めずらしくなくなってきたとはいえ、依い然ぜん、庶しよ民みんが気安く持てるシロモノではない。

　いかにも高こう級きゆうそうな黒塗りの術動車くるまが、ボンネットに刻きざまれた金色の呪キヤスト環リングを朝あさ陽ひにきらめかせながら、登校中の生徒たちをかきわけて校庭へと入って来るのは、ちょっとした事件ではあった。

　術動車くるまはやがて、校舎の前で、ゆるり、と停とまった。

　二階にあるシンたちの教室からは、ほとんど真下に見下ろす形になる。

　ドアが開くと、まず運転手が降おりた。紺こん色いろの制服じみたスーツに白い手て袋ぶくろをつけた黒くろ髪かみの運転手は──女だった。

　術動車くるまはわりと見かけるが、女の運転手というのを見るのは、少なくとも、シンはこれがはじめてだった。

　運転手が開けたドアから、次に降りたのは、黒いスーツを着た老人。

　シンたちのいる所からだと、銀ぎん髪ぱつが薄うすくなりはじめているのが目立つ。

　そして三人目は、ブラウンの髪をした青年。

　彼は、シンたちと同じ──修しゆう練れん学がつ校こうの制服を着ていた。

　マークが、つぶやきを舌したに乗せる。

「……転校生？……って、そんなのでテスト中止にはならねえよな……」

　突とつ然ぜん。

　まるで何かに呼よばれたかのように、その三人が一いつ斉せいに、こちらを見上げた。

　目が、合った。




　ラフラ・リフラにはわかっていた。

　今の自らの行いが、決して誉ほめられたことではないと。

　だが──生きるためには、時として、それもまた必要なことであると。

　今はその時か？──イエス。

[image: ]

　ならば、戦うべきか？──イエス。

　ラフラ・リフラは、故こ郷きようを遠く離はなれたこの地に、自らの運命を探し出すためにやって来たのだ。こんな所で倒たおれるわけにはいかない。

　送る視し線せんに力を込める。

　自分を睨ねめつける相手の目には、敵てき意いの光。

　手に入れるべきものは、その足あし下もと。

　二者は、じわりっ、と、互たがいの間合いと呼こ吸きゆうを計る。




「を？」

　少女は声を上げ、歩みを止めた。

　小さく首をかしげた拍ひよう子しに、頭の上で、赤い髪かみ飾かざりが、ひょこんっ、と揺ゆれる。

　見た目は十三、四といったところだろうか。短くまとめた赤い髪が、しっくりと似合っていた。

　買い物からの帰り道。そろそろ家が見えて来ようか、といったあたりにさしかかった頃ころのことである。

　家──といっても、正せい確かくに表現するなら、少女のいそうろう先である。

　彼女には、ふた月ほどより以前の記き憶おくがない。

　まあ、彼女自身はなぜか、あまりそのことを気にしてはいないのだが。

　中ちゆう途と半はん端ぱな時間ゆえか、人通りのない住じゆう宅たく街がい。

　──生ゴミ目当てに、よくノラ犬とか来やがるんだ──

　同どう居きよ人にんが言っていた、そんな言葉をふと思い出す。

　すぐ先にある家の、刈かり揃そろえられた芝しば生ふの上。

　そこで、一匹ぴきのノラ犬と、一人の女がにらみ合っていた。

　ノラ犬は、濃こいブラウンの体毛。大型犬とまではいかないが、がっしりとした体たい格かく。瘦やせてはいるが、筋肉まで衰おとろえてはいない。

　対する女は、たぶん十七、八だろう。

　すらりとした体たい軀くを、何かの紋もん様ようが縫ぬい取られた、ゆったりとした服で包つつみ、色とりどりのリボンのようなものを、体のあちこちに巻きつけている。

　長く伸のばした金色の髪は、後ろでざっくりとひと束たばの三つ編あみにまとめ、やはり、からみついたとりどりのリボンでまとめている。

　ノラ犬の足もとには、まだ肉のついた鳥の脚。たぶんその家の生ゴミだろう。

　少女は理り解かいした。犬と女は、その肉を巡めぐって争っているのだと。

　もちろん普ふ通つうの人間は、そんな理り解かいのしかたなどするわけはないのだが、まあとにかく、理解した。

「大自然の摂せつ理り？」

　少女は思わず言葉を漏もらす。

　それに反はん応のうしたのは、女。

　どうやらこちらの存そん在ざいに気づいていなかったらしく、驚おどろいた表情かおで少女の方をふり向いた。

　犬は、その機きを逃のがさなかった。

　身を翻ひるがえすとトリ肉をくわえ、雷らい光こうの速さで駆かけ抜ぬける！

「うあっ！」

　女が気づき、悔かい恨こんの声を上げた時にはもう遅おそい。犬は肉をくわえたまま、しげみの奥おくへと走り去った。

「うあああああああああああああああああああああああああッ！」

　絶ぜつ望ぼうの苦く鳴めいを上げて、女はその場に膝ひざをつく。

「……ひょっとして……ジャマした？」

　少女は気まずくつぶやいた。しかし女は答えない。屈くつ辱じよくにか。悔恨にか。両手を大地につき、落らく涙るいする。

「……えーっと……」

　少女は困こん惑わくし──そしてふと、思い出す。

　今、抱かかえている買い物袋ぶくろに入っているパンのことを。

　同どう居きよ人にんは、ドーブツにむやみにエサをやるな、と言っていたが……この場合、相手はドーブツとみなされるのだろうか。

「ま、いいか」

　いろいろなことを気にしないことに決めて、少女は紙袋の中からパンを取り出し──しばし考えてから半分にちぎり、片方を女にさし出した。

「食べる？」

　女は、顔をはね上げた。




　ラフラ・リフラは敗はい北ぼくした。

　明日の命を繫つなぐ糧かて。その奪うばい合いに敗やぶれたのだ。

　誰だれかが横から声をかけてきて、そちらに一いつ瞬しゆん気を取られた、そのスキを突つかれたのだ。

　むろん、敗北を他人のせいにするつもりはない。そんな甘あまえた愚ぐ行こうは、自身の誇ほこりが許さない。敗れたのはすべて、己おのれが未み熟じゆくゆえ。

　他のものの縄なわ張ばりを荒あらす、という行こう為いに走った上でのこの結けつ果か。

　残されたのは、ただ、絶望。

　地に伏ふして落涙するラフラ・リフラの耳に届とどいたのは──少女の声だった。

「食べる？」

　はじかれたように顔を上げる。

　そこにあったのは、さきほど声を漏もらした少女の顔。そして彼女がさしのべた、その手にあるのは──ひと切れのパン。

「………………」

　ラフラ・リフラは絶ぜつ句くした。

　パン。食べ物。明日への命を繫ぐ糧。絶望の中にさしたひと筋の光。与あたえてくれるというのか。それを。

　──これが──運命──

　ラフラ・リフラはそう感じた。

　ならば服ふく従じゆうしよう。すべてを賭かけて。

　パンに手を伸のばしながら、名乗る。

「ラフラ・リフラ」

「らふらりふら？　あ。名前。

　あたしメイ」

　言って少女は、ちぎったパンのもう半分をかじった。




　これが二人の出会いだった。

　そしてこの場に──

　二人にツッコミを入れる者は、誰一人として存そん在ざいしなかった。




「やあ」

　声をかけてきた青年の顔には、屈くつ託たくのない笑えみが浮うかんでいた。

　試験も済すんで授業も済んで。シンたちが帰り支度じたくをしていた時のことだった。

「よう転校生」

「リドニー、だよ」

　マークの呼びかけに苦く笑しようを浮かべ──

「それに、転校してくるって決まったわけじゃあない。試験転てん入にゆう、って奴やつさ」

　言ったのは、今朝、黒い術動車くるまに乗って現れた、あの青年である。

　街に住む退たい役えき軍人の縁えん者じやだということで、シンたちのクラスに入ってきたのだ。

　やわらかそうなブラウンの髪かみに甘あまいマスク。昼休みには、数少ない女子に囲まれて質しつ問もん攻ぜめにあっていたが、まあそれもうなずける。

「試験転入？　転入試験じゃなくてか？」

　と、今度はシン。

「ああ。なんでも……短期間の仮入学をして、それがそのまま転入試験のかわりになってる、ってことらしいよ。

　試ためしにしばらく通ってみて、生徒が学校を気に入って、学校の方も、生徒がちゃんと授業について来られるって判はん断だんすれば、めでたく入学」

「そんなシステムがあるんですか」

「いや、俺おれも初はつ耳みみ」

「オレも」

　感心するレゼルドに、シンとマークが続ける。

　まあ、最初から普ふ通つうに入学していた二人には、とりあえず関係のない制度ではある。

「で、さ。

　こっちからも、いろいろ聞きたいこともあるんだ。この街のこととか。

　術動車くるまでうちまで送るから」

『術動車くるまっ!?』

　そのひとことに、三人の瞳めが輝かがやいた。

　三人とも、実際に術動車くるまに乗った経けい験けんはない。友人知人親しん類るいに、そんなものを持っている者はいなかった。

　マークは満面の笑えみを浮うかべ、リドニーの肩かたを抱だいて、

「よーし！　決まりだな！　我わが友……えと、名前、なんつったっけ」

「リドニーだって」

　苦く笑しようしながら、彼。

「まあ、この街のことならなんでも聞いてくれ。答えられるかどうかは知らねえけど」

「では、なるべく無む駄だに遠回りをしながら帰ることにしましょう」

　リドニー以外は、盛もり上がる──というよりむしろ、半なかば舞まい上がりながら、一行は教室をあとにした。




「すっげぇ……」

　車内をぐるりと見み渡わたして、シンは感かん嘆たんのつぶやきを漏もらした。

　リドニーに誘さそわれるまま乗り込んだ、黒い術動車くるまの中である。

　運転席と後部座席がガラスで仕切られ、後部は座席が向かい合わせについている。

　いつもは何かにつけ、一歩距きよ離りを置いて見ているようなシンではあるが、どうやらこういうのには興きよう味みがあるようだった。

「なんか、普通の術動車くるまよりでかいよな」

「リムジン・タイプっていうらしいよ」

　シンの言葉に言うリドニー。

　全員が乗り込むのを待って──そして術動車くるまは動き出す。

　送る順じゆん番ばんは、マーク、シン、そしてレゼルド。

　修しゆう練れん学がつ校こうから一番近いのは、寮りように住むレゼルドなのだが、あまりに近いので、直行したらロクに話もできなくなる。そこで先に二人を送り、とって返してレゼルドを、という順になったのだった。

「けどこの術動車くるまというのは、どういうしくみで動いているんです？

　いや、もちろん、律崩術クランブルを使っているということはわかっているんですが」

　興味津しん々しん術動車くるまの中を眺ながめながら、レゼルドがリドニーに問いかける。

　──律崩術クランブル──そう呼よばれる技術が確かく立りつしたのは、一体いつの頃ころだろうか。

　因いん果が律りつを崩ほう壊かいさせ、さまざまな現げん象しようを起こす技ぎ法ほう。

　学校などではそう習う。

　ここ、人間ヒユームの社会では、呪じゆ紋もんと呼ばれる紋もん様ようを刻きざんだ、環かん状じようの道具──呪キヤスト環リングを使うことによって用いられることが多い。

　生き物の、魔ま力りよくだか精神力だかに反はん応のうし、例たとえば、石いし塊くれは石塊のままである、といった因果律を崩壊させ、あるいは形を変えさせ、あるいは砕くだき、あるいは別の物質へと変化させる。

　古くは戦いに利用されたこの技術も、いまや、家々に明かりを灯ともし、食べ物を冷やして保ほ存ぞんし、地下深くの水を汲くみ上げ……と、人々の暮らしになくてはならないものとなっていた。

　その技術を使い、馬車に代わるものとして開発されたのが、律崩術クランブルによって動く術動車くるま──正確には術式駆動車クランブリングワゴンと呼ばれるものである。

　それくらいのことはシンも知っている。最近できた横断鉄道の列車も、同じ技術で動いているらしい。

　しかし、具ぐ体たい的てきに、律崩術クランブルをどう使っているのか、ということまでは知らなかった。

　問われたリドニーも苦く笑しようしながら、

「僕も、詳くわしく原げん理りを知ってるわけじゃあないんだけどね」

「なんだよ知らないのかよ」

　自じ慢まんげにそう言ったのは──意外にも、マークだった。

「機関エンジンの中で、小さな爆ばく発はつを起こす律崩術クランブルが連続起き動どうしてて、その力で車軸シヤフトが回ってタイヤが回る……ま、簡かん単たんに言うとこうだな」

『おおおおおおおおおおお』

　感かん嘆たんの声を上げる一同。

「おい!?　どうしちまったんだマーク！　いつものお前じゃないぞ！……まさか……誰だれかに洗せん脳のうされて!?」

「ほー。それはどういう意味かな？　シンドレッド先生」

「ボケ役が急にまともなことを言うと反応に困る、って意味だよ」

　はしゃいだ会話を交かわすうちにも、外の景け色しきは流れゆく。やがて話題は術動車くるまのことから、修練学校のこと、そしてこの街のこととなり──

「──ところで……」

　リドニーがその話を切り出したのは、マークの家まで道半なかば、という頃のことだった。

「噂うわさで聞いたんだけど……ひと月ほど前、この街で、なんか事件があったんだって？」

「──！」

　のんきに窓まどの外を眺ながめていたシンは、はじかれたように視し線せんを移し──思わずレゼルドと顔を見合わせた。

「そう！　それそれ！」

　しかしマークは調ちよう子しづき、びっ！　と一本指を立て、

「どこまで聞いてんのか知らないけどよ、ひと月前、確かに事件はあった！　そしてその犯はん人にんは──」

　声を低め、充じゆう分ぶんもったいをつけてから──マークはその言葉を口にした。

「──ディーヴァ」

　魔妖族デイーヴア。

　西の大陸に住まう、強大な力を持つ者たち。

　その力ゆえ、五十年前の戦いでは──いや、いまだに、伝説にある悪魔セイタンになぞらえられることもあった。

　むろん彼らは、決して無む目もく的てきに邪じや悪あくな魔ま物ものなどではなく、この大地──クロスカディアに住む一種族である。

　しかし、最近の各国友好政せい策さくにも協力的とは言えず、その実体がわかりづらいゆえに、いまだヒトヒユームからは恐おそれられているのが実じつ状じようだった。

　そして、今からおよそひと月前。

　この街に現れた一人のディーヴァが騒さわぎを起こし、何人もの死者と負ふ傷しよう者しやとを出した。

「それは知ってるけど」

　マークが盛もり上げたわりには、リドニーの反はん応のうはあっさりしたものだった。

　まあ、大きな事件ゆえ、街がい頭とう新聞などでもずいぶん取り上げられていた。事件は当とう然ぜん、他の街にも伝わっていたのだろう。

　しかしマークはその反応にもメゲず、にやりっ、と笑えみを浮うかべると、

「じゃあよ……こいつは知ってるか？

　その時ディーヴァと戦ったのが、ここにおわすレゼルド先生だっ！」

　言ってマークは大おお仰ぎようなしぐさでレゼルドを指す！

「だろうね」

「リアクション薄うすっ！　てゆーか、知ってたのかよっ!?」

「まあね。前にいた街でも事件のことは話題になってたし、噂うわさも聞いたから」

　公式な発表では、ディーヴァを倒たおしたのは警邏隊ガードだ、ということになっている。

　しかし、留りゆう学がくしていた鱗王族ドラグノが、事件現げん場ばにいた、となると、──本当は──という憶おく測そくや噂も流れる。

　リドニーはレゼルドに笑みを向け、

「で……きみがそのドラグノだ、っていうことは、見ればわかったから」

　そう。このレゼルドは、ヒトヒユームに似た姿すがたこそしているが、北の大陸に住む、鱗王族ドラグノ、と呼ばれる種族だった。

　その力はディーヴァに比ひ肩けんするとも言われ、本来は別の姿をしている。

　しかし彼は、律崩術クランブルでヒトに近い姿に変身し、この修しゆう練れん学がつ校こうに留学している。なんでも、近年、各種族が推すい進しんしている友好政せい策さくの一いつ環かん、という奴やつらしい。

　ヒトに近い姿とはいえ、見ればその差さ違いはわかる。耳のあたりの形が違ちがうし、さらにま近で見たならば、その瞳どう孔こうが縦たてに裂さけているのも見て取れる。

　事件のことをある程てい度ど知り、レゼルドの姿を見れば、それをイコールで結びつけるのはたやすいだろう。

　──実じつ際さいの事件は、マークが語ったものとは少々状じよう況きようが違うのだが、そのあたりは、シンとレゼルドの秘ひ密みつ、ということになっている。

「……うぅん……」

　リドニーのリアクションに、マークはしばし、不満げに唸うなってから、

「──そうだ！　それじゃあこれは知らないだろう！」

　にやりっ、と、必勝の笑えみを浮うかべてから、シンの方を指し、

「その時ディーヴァに家を焼かれたのがこのシンドレッド先生だ！

　事件のしばらく前にロリロリ押おし掛かけ女によう房ぼうがいそうろうしてきて、いちゃいちゃラブラブだった天てん罰ばつが下ったってわけだ！」

「待て。それは。いろんな部分で」

　すかさずツッコミを入れるシン。しかし──

「なんだって！」

　リドニーは、腰こしさえ浮かせて驚きよう愕がくの声を上げた。

「お前もそこで驚おどろくな。リドニー」

「いや、これは重じゆう要ようなポイントだよシンドレッドくん」

「シン、って呼んでくれ。つか、何が重要なんだそれは」

「家が燃えたのはまあいいとして」

「よくねえ」

「後半は見み逃のがせないだろう！」

　リドニーは真顔でポケットから手て帳ちようとペンを取り出すと、

「……シンはロリロリ……」

「メモんなそんなもん！」

　一行を乗せて術動車くるまは街を行く。




　孤こ独どくが好きなわけではない。

　しかし、孤独が辛つらいと意い識しきしたことはなかった。

　物もの心ごころついた時にはすでに父はなく、母親も、二年前に他た界かいして──それからシンは、ずっと一人で、小さな家に住んでいた。

　しばらく前までは。

　変化が訪おとずれたのは、ひと月──いや、ひと月半ほど前のこと。

　記き憶おくを失なくした少女が一人、彼の家へと転がり込んで来たのだ。

　マークがことあるごとにシンをからかうネタにする、メイという名の少女である。

　……と、こう表現すれば、甘あま酸ずっぱい展開になったり心温まる物語がはじまったりしそうな予よ感かんがするのだが……いかんせん彼女、どうやらそういったタイプではなかったようである。

　性格はどこか変だし、記憶の失いかたは微び妙みように何か噓うそくさいし、居い候そうろうのくせをして、シンのことを勝手に部下呼ばわりするし、変な力は持っているし。何より彼女は、出会ったときからいきなり、ディーヴァに命を狙ねらわれていたのだ。

　ディーヴァ。

　そう。ひと月前に、この街で騒さわぎを起こした、あのディーヴァである。

　つまりシンは、事件のほとんど中心部にいたのである。

　結けつ局きよくそのディーヴァのことは──まあ、いろいろあってなんとかなったのだが、メイがなぜ襲しゆう撃げきされたのか、その謎なぞは解とけず終じまい。

　でもって彼女はそのままずるずると、シンの家に居い候そうろうを続けている。

　シンとて決して、暮らし向きが楽なわけではないのだが──まあ、彼女一人くらいはなんとかなるだろうし、追い出すのもやや気が引ける。それに、帰った時に、迎むかえてくれる者がいる家というものも悪くない。

　──と、思ったりしたこともあったのだが──

　苦しい家か計けいを必ひつ死しでやりくりしている中、帰ってきてみたら、その居候の服がいきなりバージョン・アップしていたりすれば、さすがにちょっと孤こ独どくをなつかしがりたくもなろうというものである。

「ほほう」

　玄げん関かんドアをくぐったシンに目をやって。

　迎えに出たメイは、もの珍めずらしそうにまばたきをして、

「新しいあいさつの形？　帰るなり壁かべかきむしってうずくまるのって」

「違ちが……おま……その服……」

　疲つかれた声でつぶやきながら、それでもシンはのろのろ身を起こし、あらためて、メイの姿をしげしげと見やる。

　昨日──いや、今朝までメイが着ていたのは、安物のシャツとズボンだったはず。それが今は、別のものに変わっている。

　女物の服のことはよくわからないが、メイが着ているそれが、決して安物でないことくらいはシンにもわかる。

　それに──

「……なんか……ツノ、生えてるし……」

　力なく、メイの頭を指さし、シンは言う。

　短くまとめた少女の赤い髪かみ。そこにはぴょこんっ、と、髪と同じ色をした、ツノのような髪飾かざりが二つ、ついていた。

　言われてメイは、うれしそうに、にかっ、と笑うと、

「えへへー。うらやましい？」

「いや、うらやましいとかじゃなくて。何だ、それは、と」

「うん。お店に行ったらあったし。

　値ね段だんは普ふ通つうの髪飾りの三倍くらいしたけど、赤い、ツノ、と来れば買うしかないし。

　で、当然二つ」

「そのりくつは全然わからんが──」

　基本的にシンは、メイの意い味み不ふ明めいな言動には、いちいちツッコミを入れない主しゆ義ぎである。

　疲つかれるし。

　しかし。

　しかしである。

　人生には時として、勇を鼓こして問わねばならない時もある。

「……で。その髪飾りと服……代金はどこから生えた」

「あ。ははぁぁぁん」

　その問いにメイは、にまりっ、とヤな笑えみを浮うかべ、

「さては部下その二、あたしが、あんたのお金を勝手に使って服や髪飾りを買ったんじゃないか、って思ってたり？」

　むろんシンは、彼女の部下になどなったおぼえはないのだが、そのあたりも、基本的には放ほう置ちの方向でやっている。

　……ちなみに、本当にどうでもいいことだが、部下一は現在永久欠けつ番ばんということらしい。

「思ってるよ。違ちがうのか？」

　彼女は出会った時から無む一いち文もん。でもって始めたいろいろなアルバイトも、ことごとくトラブルを起こしてクビになっている。

　ならば洋服代の出どころは、シンのふところ以外にはありえない。

　──いや、あるいは自じ称しよう悪人のメイのことだから、盗ぬすんできた、というのもありえるかもしれない。むろんそれはそれで、勝手に金を使われる以上に問題だが。

　しかし彼女は胸を張はり、

「ふふぅん。

　このあたしもずいぶん甘あまく見られたもんね。

　あたしだって、部下その二のお金をむやみに使うと、あたしの食費とかも苦しくなる、っていう、社会経けい済ざいの基本システムは、ちゃんと理り解かいしてるし！」

「いばられても」

「これはっ！」

　無む意い味みに、びっ！　と一本立てた指を振ふり振り、得とく意いげに、

「発はつ掘くつに成功した埋まい蔵ぞう金きんで購こう入にゆう！」

　シンの眉み間けんに、深いシワが刻きざまれる。

「……埋蔵……金……？」

「うん！　キッチンの隅すみに、床ゆか板いたが外れるようになってるところがあって、その下になんと！　ツボに入ったお金がたくさん！」

「はっはっは。そーかぁー」

　シンは、ぽんっ、とメイの肩かたを叩たたき、

「そいつは大発見だな。ごほうびにいいこと教えてやろう」

　言いながらも、メイの肩をぱんぱんぱんぱん叩き続ける。

「ちょっと、肩、痛……」

「そういうのはな、埋蔵金っていうんじゃなくて──」

　抗こう議ぎは無む視ししてなおも強く。ばしばし肩を叩きながら、シンは続ける。

「長期にわたる生活資し金きん、って呼よぶんだ。わかったか？」

　ばちん！　と背中を叩いてフィニッシュ。

　けふんっ、とメイはせき込んで──しかし痛みより、言われたことの方が気になったらしく、おそるおそる問いかける。

「……えっと……それってどういう意味かなー……？」

「うん。わかりやすく言うとな」

　シンは言う。悪あく魔まのようににこやかに。

「当分メシはパンのみってことだ」




　メイはその日、一つの真実を学んだ。

　それは──だだをこねてみても、食事が豪ごう華かになるわけはない、ということだった。




　屋や敷しきの食堂は、たった三人で食事をするには、やや広すぎた。

　それぞれの前に何枚もの皿を並ならべても、大きすぎるテーブルの、三分の一も占しめてはいない。

「ふむ──このエビはなかなかいけるな。地元こちらのものなのか？　イリス」

　黒いスーツの老人は、クリームソースのかかった蒸むしエビの身を、ナイフで切り分けながら問う。

　今朝けさ、リドニーとともに、術動車くるまで修しゆう練れん学がつ校こうを訪おとずれた、あの老人である。

　見た目はだいぶくたびれているが、言葉や立たち居い振ふる舞まいはしっかりとしたものである。

「カリス海老えびというらしいです。この街のそばにある湖で獲とれたものだと」

　黒くろ髪かみの女運転手──いや、今は質しつ素そな黒のメイド服に身を包つつんだ彼女は、自らもナイフとフォークを操あやつりながら、視し線せんも向けずに事じ務む的てきな口く調ちようで答えた。

「けど──」

　貝と温おん野や菜さいのサラダを口に運びながら、リドニーは言う。

「ヒュームどもの食べ物っていうのも、なかなか捨すてたもんじゃないね」

「『リドニー』様」

　イリスの口調に混まじった冷たいものを感じ取り、リドニーの動きが止まる。

　女は続ける。淡たん々たんと。

「言葉遣づかいには日ひ頃ごろから注意していただかないと。特に、あなたは。

　クラスメートとの会話で、つい余よ計けいな尻尾しつぽが出てしまう、などということになったら、わざわざこんな面めん倒どうなことをやっている意い味みがなくなってしまいますから」

「す……すいません……『イリス』さん」

「まあまあ。

　癖くせをつけておくのは大事だが、我々三人だけの時くらいはよかろう。『イリス』。

　第一それでは、打ち合わせすらできん」

「それは確かにその通りですが」

「──で──」

　老人は、仄ほの甘あまい香かおりのワインを口に運んで、

「修練学校で、収しゆう穫かくはあったか？　『リドニー』」

「ええ。

　まず一つ。さほどドラグノを恐おそれる必要はなさそうだ、ということです」

　リドニーは、グリーンペッパーをまぶしたラム肉を、フォークの先で弄もてあそびつつ、

「術でにおいを隠かくしているとはいえ、僕たちのことに気づいた様子はなし。

　それに、ヒュームの姿をしている限り、我々と同様、能のう力りよくにさまざまな制限を受けるはずです。

　僕の見たところ、彼の変身律崩術メタモクランブルはかなりいいかげん。自分の意い志しだけで本来の姿に戻もどれるかどうかも怪あやしいもんです。

　前ぜん任にん者しや……ケルミゾ、とか言いましたっけ？　そいつがやられたのは、よっぽど油ゆ断だんしていたか、不ふ意いを衝つかれたかのどっちかじゃないですか」

「それはお前の個人的意見に過すぎんだろう」

　老人──いや。かつてここに住んでいた老人の姿すがたを借りたものは、リドニーと名乗っているものの意見に、そうクギを刺さした。

「戦いにおいて、やってはならんことの一つが、相手を過か小しよう評ひよう価かすることだ。過か大だい評価しろと言っているのではないぞ。正確に、客きやつ観かん情報を伝えてくれ」

「わ……わかりましたってば。

　じゃあもう一つの収しゆう穫かくを。

　見つけましたよ。目標ターゲツトの居い場ば所しよを」

「──ほう──」

　クラウス老の手が止まる。

「クラスメートに、シンドレッドという奴やつがいて、どうにも妙みようなにおいがするんで……最初は、ターゲットというのはそいつのことかと思ったんですけどね。

　どうやらそいつの、同どう居きよ人にんの方がそうらしいですね。

　いっしょに暮らしているうちに、においが移ったんだろうな」

「わたしも感じました。姿を見たわけではありませんが」

　イリスがうなずく。

「そのシンドレッドを、術動車くるまで家まで送っていった時、確かに、普ふ通つうではないにおいを捉とらえました。

　どう普通ではないか、と問われると困るのですが」

「報告では、外見はヒュームのメス、それもまだ子供、ということだな」

　つぶやいて、クラウス老が考え込むように沈ちん黙もくした。

　そこにリドニーは、気楽な調ちよう子しで、

「なら、やりますか」

「リドニー様。忘れたのですか？　わたしたちの任にん務むは、ターゲットの正体の調ちよう査さと抹まつ殺さつです。

　調査もなしで抹殺してどうするのですか」

　たしなめるイリスに、しかしリドニーは、

「けどイリスさん、まさか直ちよく接せつ、当人やまわりの連中に、素す性じようを聞いてまわるわけにもいかないでしょ？　なら、とりあえず仕し掛かけてみるというのが、一番手っとり早くてわかりやすいと思うんだけど」

「まあ焦あせるなリドニー。仕掛けることならばいつでもできる。

　しかし、その前にしかできぬことはいくらでもある」

「と、いうと？」

　問い返されて──クラウス老は、魚の香こう草そう蒸むしにナイフを入れて、言った。

「直接聞く、というのも一つの手ではある。

　適てき当とうな理由をつけて、様よう子すを見ながらじっくり探さぐりを入れるさ。こちらの美味うまいものでもいただきながら、な」




　ここからは街がよく見える。

　クリスタルで覆おおわれた窓まどの外に目をやって、ディーヴァの外がい務む卿きよう、ブルジオラスは、ふと足を止めた。

　窓からの光が、頭の右側にのみ生えた、鋭するどい巻き貝のような三本の角を、青せい緑りよく色しよくに照てり透すかす。

　儀ぎ礼れい服ふくに金糸銀糸で縫ぬい取られた呪じゆ紋もんに光がゆらぐ。

　人間ヒユーム──いや、他の種族から見れば恐きよう怖ふや嫌けん悪おの対たい象しようとしか映らぬその姿も、ここ、ディーヴァの住まう大地にあってはごく普ふ通つうのもの。同族ならば、その顔に浮うかんでいる表情が、きわめておだやかなものだと理り解かいしただろう。

　彼は、ここから見える街の眺ながめが最も好きで──同時に、ここからの眺めが最も嫌きらいだった。

　世界は、海と、それによって線引きされた、四つの大陸でできている。

　シンたち人族ヒユームの住む南の大陸サウザンガイアからは、遠く離はなれた西の大陸ウエスタンガイア。そこは、彼らディーヴァの住む大地。

　人族ヒユームからは畏おそれられ、鱗王族ドラグノからは忌いみ嫌われているが、彼らとてこのクロスカディアの大地に生きるもの。そこには普通の暮らしも、当とう然ぜん存そん在ざいする。

　大陸のほぼ中央に位置するここ、王都アソース。

　王城の塔とうと塔とを繫つなぐ通路は、律崩術クランブルによって強化構こう成せいされた硬こう化かクリスタル体で覆われ、外部からの侵しん入にゆうを防ふせぐのと同時に、周しゆう囲いの展てん望ぼうにもひと役買っている。

　今。ブルジオラスが足を止めたのは、そんな連れん絡らく通路の一本だった。

　王都とはいえ、しばらく前にブルジオラスが見た、ヒュームたちの街ほど大きくはない。

　そもそも、むやみやたらとぽんぽん増ふえるサルどもほど、ディーヴァたちの数は多くはないのだ。

　街の規き模ぼこそ大きくはないが、無む理りに自然を押おしのけてひろがる、あんな醜みにくい街とは、美しさが違ちがう。少なくともブルジオラスはそう思う。

　むろんここにも、地面の上に建っている家もある。

　しかし大半は、律崩術クランブルによって造られた、何本もの硬化クリスタル柱で支えられ、虚こ空くうに白い球きゆう状じようの姿すがたを見せていた。

　一つ一つは無む秩ちつ序じよででたらめにしか見えないそれらも、しかし、大地を覆おおう草木の緑と混まざり合った時、街そのものが一つの立体的なオブジェと化す。

　空をゆく翼つばさは、この街に住まうディーヴァたち。オブジェのような家の一つ一つに、空行く翼の一つ一つに、暮らしがあり、物語がある。

　だが──

　ここから見える、一見平和なこの光景は、一体いつまで続くものなのか。最近、ブルジオラスの胸中を、そんな想おもいがふとよぎることがある。

　何かが、起きている。あるいは、起きようとしている。それだけは確かだった。

　思い出す。ここしばらくの間に起きた、さまざまなことを。

　ふた月前。

　王命を受け『妙みようなにおいのするヒューム』を始し末まつするべく、刺し客かくとともにヒュームの街に赴おもむいたのは、他ほかでもない、彼、ブルジオラス自身だった。

　彼は刺客をヒュームの街に残して帰国し──しばらくの後。刺客が任務に失敗したことを知った。

　その翌日だった。
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　ふたたび王──ギルガゾードに呼よび出されたのは。

　──卿きようは、外務卿の職務を何と心得る──

　王は、そう問いかけた。

　人ひと払ばらいをかけてから。

　どう答えたか、ブルジオラスは、正確には覚えていない。とりあえず、行ぎよう儀ぎの良いお題目を述べたような気がする。

　しかし王は──ギルガゾードは首を横に振ふり、言った。これははっきりと覚えている。

　──私はこう認にん識しきしているのだ。外務卿の職務とは、他の下等種族を、適当に煙けむに巻いてやることだ、と──

　下等種族、ときた。

　むろんブルジオラスとて、他の種族たちを、自分たちディーヴァと同等にみなしてやるつもりなどない。

　しかし、各国──つまり各種族の友好政せい策さくも進む今、責任ある立場のものとして、王の発言は、いささか度を過ぎている。

　人払いをした理由もこれでうなずけた。

　王は続けた。

　──我々ディーヴァは栄え続けねばならん。

　そのためならば些さ少しようのリスクや犠ぎ牲せいなど無む視ししてもかまわぬ。

　今ひとたび、ヒュームどもの街に手の者を送れ。此こ度たび滅めつしそこねた、妙なにおいのするヒュームを、今度こそ葬ほうむり去れ。

　なんとなれば、ヒュームどもの街の一つごとき、灼やいてもかまわぬ──

　ざわり。

　背せ筋すじが粟あわ立だったのを覚えている。

　直命は、拝はいした。

　拒こばむことなど論外である。

　理由を問うこともしなかった。必要ならば、あるいは話すことができるのならば、問うまでもなく説明がなされているはずなのだから。

　だが──何なのだ。これは。

　なぜ王は、そのものに固こ執しつするのか。ヒュームどもの街一つを灼いてでも抹まつ消しようしなければならぬ相手というのは何者なのだ。

　今度は、刺し客かくを三人さし向けた。王命に逆さからうつもりはない。

　しかし刺客たちには、独どく断だんで命令を追加していた。

　できうるならば──相手の素す性じよう、正体も探さぐれ、と。

　彼らは律崩術クランブルを使い、自らの外見をヒュームに変えて、任にん務むを遂すい行こうしているはずだ。

　ブルジオラスは知りたかった。知る必要があると判はん断だんした。

　王を固執させ、かつて刺客として送りつけたケルミゾを驚きよう愕がくさせた相手。その正体を。

　──あるいはその者──

　ブルジオラスの視し線せんは街を通り越こし、その先へと向けられた。

　彼の最も嫌きらう眺ながめへと。

　大地に穿うがたれた巨きよ大だいなクレーター。

　そこは、五十年前までは、かつてのディーヴァ王城があった場所だった。




　一見、日々は平へい穏おんに見えた。

　街はいつもと同じ営いとなみをくり返し、シンの通う修しゆう練れん学がつ校こうも、いつもと同じスケジュールの授業を行う。

　アガーの日。午後一番の授業は、剣けん術じゆつの実じつ技ぎだった。

　防ぼう具ぐをつけた生徒たちが練技館トレーニングジムに並んで、まずは準じゆん備び体たい操そう。続いて木剣を使った素す振ぶり。

　それが終われば、剣を持ち替かえての、生徒同士の模も擬ぎ戦せんをはじめる。

　模擬戦用の剣は、柄つかの部分に錘おもりを入れ、しなる木の枝を束たばねたものである。木剣ほどではないにしろ、それなりの攻こう撃げき力りよくというものはある。

　一方防具は、前面に網あみを張った革かわの兜かぶとに、革鎧よろいと革の籠こ手て。

　強く打たれれば痛いし、当たり所が悪ければケガもする。

　実じつ際さい、ケガ人が多く出る。だがそれが、さしたる問題になることはない。

　修練学校を卒業した生徒たちの進路は、軍か警邏隊ガードのどちらかである。この程てい度どの授業で音ねを上げているようでは、生き方を考え直した方がいい──つまりはそういう乱暴な方ほう針しんだった。

　シンは、この授業が得とく意いだった。

　いや──抜ぬきん出ていると言ってもいい。なにしろ最近では、教官を相手に一本も取らせず、心の底から嫌われている。

　当然教官の方にしてみれば、教えるべき生徒を相手にして負ければ恥はじである。

　で、最近はどうなっているかというと──

「シンドレッド！」

　練技館トレーニングジムに、教官のだみ声が響ひびき渡わたった。

　歳としの頃ころは三、四十──に見えるのだが、実際のところはまだ二十代の後半らしい。威い圧あつ感かんは高いが好感度の低いオヤジ顔は、今は兜かぶとの網の奥おく。床ゆかに突つき立てた模も擬ぎ剣けんの柄つか尻じりに両の手のひらを置き、王のごとくに尊そん大だいに、

「お前はリドニーと組んでやってみろ！」

「わかりました！」

　行ぎよう儀ぎのいいシンの声が答える。

　いい子ぶっているわけではない。軍隊気質かたぎの抜ぬけぬこの授業、腑ふ抜ぬけた返事などしようものなら、それを理由にぶん殴なぐられることもあるのだ。

　シンとリドニー、二人が対する。

　これが、最近の授業でのシンの役割。つまり──教官代だい理りのようなものである。

　基本的に、あまり技量ウデのよくない相手と組まされる。しかし技術に差があれば、シンの方も手て加か減げんができるから、無む茶ちやをやって相手をケガさせるようなこともない。

　どうやら今回教官は、新入りリドニーの腕うで試だめしを、シンにやらせるつもりらしい。

「やあ。シン。手加減はしなくていいよ」

　兜の奥から、軽口とともにウインクを送るリドニー。

「そいつはお前のウデ次し第だい、ってね」

　シンもまた、軽口を返して模擬剣を構かまえる。

「行くよ」

　リドニーが言った、その途と端たん。

　シンの視し界かいから、彼の姿が消えた。

　──!?

　感じた、幽かすかな気け配はい。五感が捉とらえた、知覚できないほどの微び細さいな──風か残ざん像ぞうか。

　それを頼たよりに、シンは身をひねり、模擬剣をふるっていた。

　ばちぃっ！

　間ま近ぢかで響ひびいたのは、模擬剣同士がぶつかる激はげしい音。そして──

　──くっ！

　小さな呻うめきは、いつの間にか横手にまわり込んでいたリドニーが漏もらしたものだった。

　まさか今のを受けられるとは思っていなかったのだろう。しかし意外だったのは、シンの方とて同じ事。まさかこれほどの一いち撃げきが来ようとは。

　間を置かず、リドニーの二撃目。シンはこれもかろうじて受け止める。

　三度。四度。五度六度。打ちあい、音を響かせる二本の模擬剣。間合いを開け、詰つめ、シンとリドニーの二人が打ち合う。

　いつの間にか他の生徒が──教官までもが、兜の下でぽかんと小さく口を開け、二人の打ち合いを眺ながめていたが、当人たちは、他人の様よう子すにまで気を回す余よ裕ゆうがない。

　シンにしてみれば、この授業で、兜の視し野やの狭せまさがこうまで気になったのははじめてだった。

　リドニーの瞬しゆん発ぱつ力りよくは、驚おどろくべきものだった。こちらの視界から、いともたやすく消えてくれる。その残像を捉えそこねれば、まともに一いち撃げきを食らうだろう。

　ふた月前のシンならば、最初の一撃をかわしきれずに終わっていた。

　以前のディーヴァとの戦いは、シンを確かく実じつに成長させていた。

　まずは、予想外に鋭するどい攻こう撃げきによって受けた動どう揺ようを消す。方法はいたって簡かん単たん。心の中で次の呪じゆ文もんを唱となえるだけ。

　──ディーヴァとの戦いに比くらべりゃあ、こんなもの屁へでもねえ──

　すぐさま心の波が静まる。落ち着けば、さまざまなものが見えてくる。

　リドニーは、この模も擬ぎ剣けんを使い慣なれていないようだった。しなる刀とう身しんにいらついているようにすら感じる。

　そしてもう一つ。リドニーが、あきらかに動揺しているのがよくわかった。

　おそらくは、よほどウデに自信があったのだろう。それをいなされ、焦あせっている。

　ならば。

　さらに数すう合ごうを打ち合い、やがて──

　ばちんっ！

　二本の模擬剣が深く交わった、その瞬間。

　シンは手首をひねると、互たがいの剣のしなりを利用し、刀身同士をからめてはね上げる。

　リドニーの手から、剣の柄つかがもぎ放された。

　勝負あり。

　見ている誰だれもがそう思った。リドニーの模擬剣は高々と宙ちゆうに舞まい──その瞬間。

　どスッ！

　リドニーの回し蹴げりが、シンの脇わき腹ばらに刺ささっていた。

「──っ!?」

　声にならない息を吐はき、シンは横へと吹ふっ飛び、倒たおれる。

　るがぁっ！

　獣けもののごとき雄叫おたけびを上げ、リドニーが、倒れたシンに躍おどりかかる！

　──はね上げられたリドニーの模擬剣が床ゆかを打ち──

　その音が、教官を我われに返らせた。

「やめろ！」

　響ひびいただみ声は──倒れたシンに向かって構かまえられた、リドニーの拳こぶしの動きを止めていた。

「リドニー＝ベルコット！　今は格かく闘とうの授業ではない！」

「……あ……！」

　身を起こし──気まずげにあたりを眺ながめ──集まる白い視し線せんにしばし硬こう直ちよくしてから──ようやく足もとのシンに目をやった。

「あ……す……すまない！　シン！

　ちょっと……熱くなりすぎた！」

「……熱くなりすぎた……じゃねーよ……ったく……ててて……」

　言って、片手で脇わき腹ばらをおさえながら、シンはその場に立ち上がる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　シンドレッド」

「たいしたことありませんって」

　教官の問いに答えるシン。

　別に、リドニーをかばったわけではない。蹴けりを受けて派は手でに飛んだが──本当にたいしたことはないのだ。

　シンとリドニー。戦っていた二人だけは知っている。蹴りの入った瞬しゆん間かんに、シンは自ら横に跳とび、一いち撃げきのダメージを減へらしたことを。

　正直自分でも、よくもまあとっさにあんな反応ができたもんだ、と、驚おどろいていたりするのだが。

「リドニー！　罰ばつとして駆かけ足練技館トレーニングジム五十周！」

「わかりました！……悪かったな。シン」

「いいって」

　不ふ機き嫌げんきわまる教官の命令に、リドニーは模も擬ぎ剣けんを隅すみに置いて、駆け足を開始する。

　──まあ教官としては、不機嫌にもなろうというものである。

　なにしろこれで、自分より腕うでの立つ生徒が二人に増ふえたのだから。




　黒い術動車くるまが街をゆく。

　ゆるりゆるりと這はうように。

　昼下がりの住宅街。どこかから、子供の遊ぶ声が風に乗って聞こえてくる。

　やがて術動車くるまはある家の前で停とまった。ふるえる機関エンジンの音が止やみ、黒いドアが開き、閉じる。

　降おり立った影かげは、そのまままっすぐ、さして大きくもない平ひら屋やの玄げん関かんに歩み寄り、安造りのドアをノックした。

「ういーゆ」

　ドアの奥おくから、よくわからないのん気な返事。やがて、てとてとと小さな足音が近づいて来て──

　かちゃり、と小さな音を立て、玄関のドアが小さく開いた。

「を？」

　奥から出てきた赤毛の少女は、玄関先に立った影──運転手の服に身を包つつんだイリスを見上げて、小さく首をかしげた。

「こちらはシンドレッド＝カイラム様のご自宅ですね」

「しんどれっどかいらむしんどれっどかいらむ……をを！　部下その二！」

「部下？」

　よくわからないものいいに、イリスは思わず問い返していた。

　むろん──イリスがここを訪おとずれたのは、ターゲットのことを調ちよう査さするためである。適てき当とうな理由をつけて、直接いろいろと話を聞く。かなりきわどいやり方だが、うまくやれば、かなりの情報が集まるだろう。

　しかし、部下というのは一体何なのだろう？　ターゲットは何らかの組そ織しきを構こう築ちくしつつあるということか？　ならばこの、どこか間の抜ぬけた態たい度ども見せかけだけなのか？

　刹せつ那な脳のう裏りを駆かけ抜けた、さまざまな思し考こうを押おし殺し、イリスは用意しておいたセリフを舌したの上に乗せた。

「はじめてお目にかかります。わたしはシンドレッド様のご学友、リドニー＝ベルコット様にお仕えさせていただいております、イリスと申すものです」

「……んー、つまり……」

　少女はわずかに眉まゆを寄せてから、どうやら理解したらしく、小さくうなずいて、

「部下その二の友だちのさらに部下？」

　なんだかめちゃくちゃ馬ば鹿かにされたような気がする。イリスは力の限り訂てい正せいしたい気分に襲おそわれたが、それでもなんとか自制した。こんなことで時間を無む駄だに費ついやすわけにはいかない。

「その……部下二とおっしゃるのがもしもシンドレッド様のことでしたら、おおむねその通りです」

「ほほう」

　少女はどこか勝ち誇ほこったようにあいづちをうつと、

「あたしメイ」

「メイ様、ですか」

　ターゲットの名前を、イリスはこの時はじめて知った。

　失敗した前ぜん任にん者しや──ケルミゾの報告書にも、その名前は記しるされていなかったのだ。

「シンドレッド様の妹様ですか？」

　試ためしにかるく水を向けてみる。

　これで相手が自分の素す性じようをべらべらしゃべってくれるわけでもないだろうが。

　問われてメイは、ふるふる左右に首を振ふり、

「悪人」

「──!?」

　言われてイリスは、あやうく息を吞のむところだった。

　いきなりの悪人呼よばわり。まさか、こちらが刺し客かくだと気づいたとでもいうのか？

　いや、単にカマをかけられているだけという可か能のう性せいもある。表情にも動どう揺ようは出さなかったはず。イリスは表情を変えず問う。

「悪人ですか？　わたしが」

　メイはむやみに勢いよく、ふるふる左右に首を振り、

「違ちがちが。ほら、あたし、悪人だから。

　部下その二の家にいそうろうしててもオッケー」

「はあ」

　よく──いや、全然意味がわからない。ひょっとして自分は馬ば鹿かにされているのだろうか？　それともヒュームの間では、こういった会話は普ふ通つうなのだろうか？　あるいはこちらを疑うたがって、カマをかけたのだろうか？

　いずれにしろ、この会話の流れで詳くわしい素性を聞き出すことは難むずかしい……と思う。イリスはとりあえず話の先を変えることにした。

「リドニー様は、場合によっては、この街の修しゆう練れん学がつ校こうに転てん入にゆうなさることになるかと思うのですが……それに関して少々、懸け念ねんすべきことがあるのです。

　他ほかでもありません。ひと月前にこの街で起こった事件のことです」

「ああ。あれ」

　イリスは沈しずんだ表情を作って、

「ディーヴァの襲しゆう撃げき。

　もうあんな事件は起きないのか、それともまた起こる可能性はあるのか。

　リドニー様はこの街を気に入っていらっしゃるようですが、もしまたあんな事件が起こりうるのなら、ここへの転入は考え直さざるを得えません。

　ですから、事件の詳しい事じ情じようなどをお聞かせいただけないか、と思いまして」

　言ってイリスは、手にしていたものをメイにさし出した。

　少女は小さく首をかしげて、しばしまじまじとそれを見て、

「……箱？」

「……中に御お菓か子しが入っています。お話を聞かせていただくかわりにさしあげようと思いまして」

　途と端たんに少女は破は顔がんして、

「そーいうことなら早く言えばいーのにー♡」

　嬉き々きとして菓子箱を受け取る。

　……普ふ通つうはここまで言わなくても、大体意味がわかりそうなものだが……

「話なんていくらでもするし。ささ、入って入って」

「──失礼します──」

　メイに招まねかれるまま、イリスは玄げん関かんをくぐる。

　先をゆく少女は、菓子箱を大事そうに抱かかえて、廊ろう下かの奥おくにあるドアに入った。

「こっちこっち」

　その先は、こぢんまりとしたダイニングキッチン。小さなテーブルと、イスが二つ。

「かけてかけて」

　言ってメイは、テーブルの上に菓子箱を置き、奥のキッチンに。言われるまま、イリスは、イスの片方に腰こしを下ろした。

　キッチンからメイの呼びかけ。

「ぬるい水とちょっとくさいお茶とどっちがいい？」

「……ぬるい水でお願いします」

　やはり馬ば鹿かにされているのだろうか。そんな気がする。

　シンやメイの財ざい政せい事情を知らぬイリスはそう考えた。

　ほどなく少女は、カップを二つ手にしてやって来ると、一つをイリスの前に置き、さっそく菓子箱の包つつみを開けはじめた。

　イリスはカップを口に運ぶ。ぬるい。

「……それで、前の事件のことなのですが……」

　カップを置いて、イリスは問う。

「この街でディーヴァが暴あばれた事件……本当は、どういうことだったのですか？」

　きわどい質問をしている。自分でもそう思った。『本当は』とはどういう意味か。そう問い返された時の言い訳も、一応用意してはいるが──

　しかし彼女の懸け念ねんを無む視しし、メイは箱から出したクッキーを早さつ速そくかじりつつ、

「んとね、あたしのこと狙ねらってた」

「──！」

　自分の表情が引きつったのが、イリスにははっきりとわかった。

　メイはあっさりと、ことの真相をしゃべってのけた。

　まさか、こちらの素す性じようにうすうす感づいてでもいるのか？　くだらぬ腹はら芸げいは通用しないことを示すため、いきなり真実を暴ばく露ろしたのか？

　──単にメイが何も考えていないだけ、という可か能のう性せいを思考の埒らち外がいに置いて、イリスはそっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　直接乗り込んだのは間ま違ちがいだったか!?　ひょっとして自分は、逃にげ出すことのできない罠わなの中に飛び込んでしまったのではないか!?

　そんな思いがイリスの胸中を駆かけめぐる。

　しかし彼女は、表面的には冷静さを保ちつつ、

「あなたを狙って……ですか？」

「そう」

「理由は？」

「知んない」

　クッキーを、半なかば水で流し込むように食べながら、メイが言う。

　──なるほど……さすがにすべての手の内を晒さらす気はない、ということか──

　食い物に夢中で上の空なその態たい度どを、勝手に深読みするイリス。

「……そういえば……そのディーヴァを倒たおしたのは誰だれなんです？」

　公式発表では、この街の警邏隊員ガーデイアンだということになっている。しかしイリスは、そんなことを信じてはいない。ヒューム風ふ情ぜいにディーヴァが倒されたなど──

「部下その二」

　さらりと言って、メイは、チョコチップクッキーにかじりつく。

「部下……」

　イリスは一いつ瞬しゆん、言われたことの意味がわからなかった。

　部下その二。たしかメイは、シンドレッドとかいうヒュームを指してそう呼んでいた。

「……って……シンドレッド様のことですか」

「そう」

「まさか」

「ほんと」

　ヒュームがディーヴァを倒したというのか？　ありえない。いやそれとも、手の内を晒すつもりはないという意味を込めた、みえみえの噓うそなのだろうか。

　あるいは他の者が弱らせたところで、シンドレッドがとどめを刺さした、という意味か。

　このメイという少女──一体どこまで感づいているのだろう？　こちらがある程てい度どの事情をすでに知っている、ということは悟さとっているようだ。まあ、まさか自分の正体まで気づかれているということはないだろうが……

　イリスは必ひつ死しで勝手に思いを巡めぐらせる。

　自分が刺し客かくだということには、まだ気づいていないはずだ。でなければ、さし出したクッキーを、ぱりぱり無む防ぼう備びに食べるわけがない。

　いや──それとも、そちらの手のうちは読んでいるし、今は殺さつ意いがないこともわかっている、と見せつけるために、あえて食べているのか？

　もしそうならば──あなどれぬ相手である。

　今回はあくまでも偵てい察さつと情報収しゆう集しゆうのつもりだったが、ことによるとこの場で始末するのが正解かもしれない。

　ターゲットは、目の前で無防備にクッキーをかじっている。決して力が強いようには見えない。あの細い首など、無む造ぞう作さに手を伸のばして少しひねっただけで、軽くへし折れそうではないか。

　まだこちらに殺意がないと、相手が認にん識しきしている現在こそが、仕し留とめるチャンスなのではないか？　今なら案外、あっさりと殺せてしまうのではないか？

　イリスの胸に、殺意というより、好こう奇き心しんに近い衝しよう動どうがわき起こる。テーブルの下に隠かくした右手が、ぴくりっ、とわずかにふるえ──

「──えっと──」

　イリスの動きを凍こおらせたのは、メイの言葉だった。

　わずかに芽め生ばえたこちらの殺さつ気きを読んでの牽けん制せい──そう思えたのだ。

　メイにしてみれば、急にイリスが黙だまりこくったので、なんとなく口を開いてみただけなのだが。

「イリスも、ひょっとしてリュウガクセイ？」

「り……留学生？　なぜです？」

「だってほら」

　メイは、バタークッキーをぽりんっ、とかじり、言った。

　いともあっさりと。

「ディーヴァなのに、わざわざヒュームの姿してるし」

　ざわりっ。

　イリスの背中に悪お寒かんが走る。

　見破られた!?　自分が、ヒュームの姿に形態変化シエイプシフトしていることを!?

　気がつくと、イリスはその場に立ち上がっていた。

　──一体何者なのだ!?　このメイとかいうヒュームは？　こちらの狙ねらいも行動も、そして正体までもことごとく読んでいる！

　愕がく然ぜんと、目の前の少女を眺ながめる。

　わかるはずがないと思っていた正体までを指し摘てきされ、思し考こうが混こん乱らんする。

　──これほどの者ならば、前任者の失敗もうなずける。おそらくは何がしかの精せい緻ちな策さくに嵌はめられたのだろう。我われ々われとて決して油ゆ断だんはできぬ。ならば──

　イリスの腕うでに力が込もる。

　──やはりいっそ、この場で殺──

　びくんっ！

　イリスが小さく震ふるえる。

　突とつ如じよ浴あびせかけられた、強きよう烈れつな殺気に。

　目の前の少女のもの──ではない。

　この感覚からすると、相手は──

　──上!?

　むろん室内ではありえない。ならば相手は屋根の上。イリスが発したメイへの殺気を気取り、屋根を隔へだてて、彼女に殺気を送りつけて来たのだ。

　──この小こ娘むすめ──

　愕然とあとずさる。

　──こちらが発作的に攻こう撃げきする可能性も考えて、伏ふく兵へいを配していたのか!?

　となればこの場は、おとなしく退ひくしかあるまい。無む理りなごり押おしは、返り討うちを招まねくだけである。イリスはメイに一礼を送り、

「……なるほど。いろいろとお話、ありがとうございました」

　声のふるえだけは、なんとかおさえた。

「を？　もういいの？」

　メイはクッキーをかじりつつ、きょとんっ、とした顔で問う。

　イリスの目にそれは、しらじらしい演えん技ぎと映った。

「……はい……もう充じゆう分ぶんです。ありがとうございました」

　きびすを返し、ドアへと歩む。背にはじっとりと汗あせがにじむ。

　──ねえ。無ぶ事じに帰れると思ってる？──

　そんな声がいつ背中からかけられるか。思いつつ、緊きん張ちようのうちに歩みを進め──

　ドアをくぐり──

　廊ろう下かを通り──

　玄げん関かんを抜ぬけ──

　ぎり。

　小さく奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。屈くつ辱じよくはあとからやって来た。

　結けつ局きよく、何事もなく外に出られた。

　それはつまり──お前など、いつでも何とでもできる、という宣せん言げんか。

　ふり向いて見上げた屋根の上に、人ひと影かげはない。伏兵はすでに去ったのか。それともここからは死角になっているだけなのか。

　なめられない相手だということはわかった。だが、その余よ裕ゆう、いつか後こう悔かいさせてやる。

　屈辱と憎ぞう悪おを胸に秘めたまま、イリスは停とめた術動車くるまへと向かった。

　彼女が抱いだく感情の、そのほとんどが誤ご解かいと過か大だい評ひよう価かだと気づくことのないままに──




「を？」

　メイがそれに気づいたのは、もらったクッキーの箱を、四分の一ほど空けた頃ころのことだった。

　小さな裏庭に面したダイニング。

　その窓まどから、ひょこんっ、と、金色の頭が覗のぞいていた。

「おー」

　見覚えのある顔に、メイは軽く片手を上げる。

「おー」

　向こうも、目から上だけを覗かせたまま、おうむ返しに返事をする。

　数日前、近くで犬とエサの取り合いをしていた──それからも何度かパンをあげたことのある、なんとかいう女だった。

「今日も来たんだ」

「屋根の上、いました。ずっと」

　ガラスの鈴すずが鳴るような声で、切れ切れに言葉を零こぼす。

「ふーん。日なたぼっこ？」

　言ってメイは、クッキーをまたまた一枚取り上げ、かじり──ここでようやく、女の瞳ひとみに宿る、物もの欲ほしそうな光に気づく。

「食べる？」

「いいんですか？」

　言いながら、答えも待たず、女は窓まど枠わくを乗り越こえた。




　その日、シンは上じよう機き嫌げんだった。

　授業でリドニーに蹴けり飛ばされて、わびに術動車くるまで家まで送る、と言われたのだ。

　再び術動車くるまに乗った喜びで、シンは完全に舞まい上がった。

　女運転手の様よう子すが、前に乗った時と比くらべて微び妙みように変わっていることにも気づかず、なおもあやまるリドニーを二つ返事で許し、上機嫌で家へと帰る。

　だが、彼の幸福は──

「帰った……ぞ……」

　玄げん関かんのドアを開けた瞬しゆん間かんに霧む散さんした。

　においだ。においがする。

　空気の中にかすかに混じる、この甘あまく香こうばしい香かおりは──クッキー!?

　シンは駆かけた。廊ろう下かをひと息に。

　……まあ、さして長くもない廊下だが。

　奥おくの、キッチンとダイニングがひと続きになったドアを開け──

　しかし。

　テーブルの上にあったのは、無む惨ざんに食い尽つくされた空の箱だけ。紙に染しみついた香りと油のあとだけが、かつてそれが、クッキーの入れ物だったことを物語っていた。

　──間に合わなかった──

　鉛なまりのような後こう悔かいがシンの胸を満たす。嚙かみ締しめた唇くちびるが朱しゆの色を増した。

　そこに──

「を？　帰ったんだ」

　のんきな同どう居きよ人にんの声は、後ろから聞こえた。

　たぶんどこか別の部屋にいて──音に気づいてやって来たのだろう。

「──おい──」

　シンは言う。戸口のメイに背を向けたまま。

「食ったな」

「[image: ]」

　その声に、さすがに尋じん常じようならざるものを感じ取り、メイは思わず一歩、じり、と下がる。

「一人で。食いやがったな。クッキーを。俺おれの、ぶんも、残さずに」

　シンの軀からだから、黒いオーラが燻くすぶり上がる。

「いやあの。情報料？」

「どんな理由があろうとも！　俺はお前を許さない！」

　吠ほえてシンは跳はねるようにふり向き──

　刹せつ那な。金色の残ざん像ぞうが、シンとメイ、二人の間に割って入った。

　──？

　完全に予想外の乱らん入にゆう者しやに、シンの気がそがれる。

　まるでメイをかばうかのように立ちはだかり、シンに敵てき意いの視し線せんを向けているのは、見たこともない一人の女。

　シンとおそらく同年代だろう。金色の長い髪かみ。美人だが──見み慣なれぬ妙みような服。

「誰だれ!?」

「……つかお前が誰だ」

　鋭するどい誰すい何かの声に、シンは気の抜ぬけた声で返す。

「あ。えーと」

　女の後ろから、メイがひょこんっ、と飛び出すと、二人の間に割って入り、まずはシンの方を指さして、

「こっちは部下その二～」

「シンドレッド＝カイラムだ。おめーの部下になったおぼえはねえ」

　さすがに他人のいる場所では、メイの寝ね言ごとを聞き流すわけにもいかず、シンは一応訂てい正せいする。が。

「その二？　その二！」

　メイの言葉を耳にして、女は勝利の笑えみを浮うかべて誇ほこらしげに胸を張り、

「その一は!?」

「永久欠番中～」

　──！──

　腑ふ抜ぬけた調ちよう子しで言うメイに、女の表情がこわばった。

「その一……永久欠番……その二……くっ……！」

　何やら敗はい北ぼく感かんにうちひしがれて、がっくりその場にひざをつく。

　しかし、うちひしがれているのは彼女だけではなかった。シンの方とて暗あん澹たんたる思いは同じこと。

　……また……変なのが来ちまったよ……

「でもってこっち～」

　そんな中にあってただ一人。変わらぬマイペースのメイは、今度はうずくまる女の方を指して、

「弱肉強食のオキテの敗はい者しや」

「くっ……！」

　さらに彼女は両手をつく。が、シンの方はなんとか気を取り直し、

「わからん。名前とか、どこから来たかとか」

「名前。たしか……ふらりふらりとか何とか」

「体弱そうな名前だな」

「ラフラ・リフラ」

　さすがに当人が訂てい正せいした。

「で？　どういう──」

　言いかけて。シンの脳のう裏りに、ある可か能のう性せいが閃ひらめいた。メイの頭に手を置いて、

「まさかあんた！　こいつの──記き憶おくを失なくす前の知り合いとか!?」

　しかしラフラ・リフラは、うつむいたまま、弱々しく左右に首を振ふり、

「ラフラ・リフラ、メイに、食べ物、もらった。だから、そばに、いる」

「さらにわからん。とりあえず、じっくり話を聞こうか。

　まあ、とりあえずそっちにでも座すわってくれ」

　言って、ダイニングテーブルの方を目で指すのに、ラフラ・リフラもようやくのろのろと顔を上げ、ぽつり、と、

「偉えらそう」

「……あのなあ……なんだか知らんがここはオレの家なんだぞ。

　メイに招かれたのか何か知らねえけど、勝手に入り込んどいてオレに『えらそう』はねーだろ」

「え!?　部下その二の、家？」

　ラフラ・リフラは、驚おどろいたようにメイとシンとを交こう互ごに見やる。

「まあ、今はそういうことにしといてもいいけど」

　とメイ。

「永遠にそういうことだ。……部下、ってところ以外はな。

　あんたも！　オレのことはシンドレッド……か、シン、って呼べ。わかったな」

「わかりました」

　急に素す直なおにうなずくと、ラフラ・リフラは立ち上がり、シンに勧すすめられたまま席につく。

　シンもその向かいについて、メイは一いつ旦たんリビングを出て──どこかの部屋から持ってきたイスを置き、テーブルの横手につく。

「さて。まずは……どこから、なぜ来たのか。

　そいつを聞かせてもらおうか」

　問うシンに、ラフラ・リフラはまっすぐ背せ筋すじを伸のばしたままで言う。

「東。ネネス・トトルに言われて。来ました」

「東」

　しかしラフラ・リフラの表情は真しん剣けんそのもの。ふざけている様子はない。

　シンは小さくため息をついて、

「いやあのな……

　東、って、だけじゃあわからんだろ」

「東の大陸イースタンガイア。そういう、意味です」

「だから。大陸ったって広……」

　言いかけてシンは硬こう直ちよくした。理り解かいしたのだ。その意味を。

「……東の大陸イースタンガイア……って……つまり……」

　シンは愕がく然ぜんと問いかける。声のふるえを隠かくそうともせず。

「お前……まさか……憑霊族リワーダー!?」

「そうです」

　あっさりと肯こう定ていされて。シンは呆ぼう然ぜんと、イスの背に体を預あずけた。

　憑霊族リワーダー。

　むろんその存在は知っている。知ち識しきの上でなら。

　子供の頃ころに通った学校では、たしか低学年の時に習った覚えがある。

　東の大陸に住み、独どく特とくの文化・風習を持つ種族。

　見た目は人間ヒユームと全く変わらず、外見だけでの判はん別べつは不ふ可か能のう。しかしその身に刻きざまれた呪じゆ紋もんにより、自身の肉体を半はん獣じゆうへと化す能力を持ち、それにより、強きよう靭じんな肉体能力を獲かく得とくする。

　……もともとの姿だけを見るなら、ヒュームともっとも交流しやすい種族、と言えそうなのだが、文化がかなり異ことなるため、種族間の交流が推すい進しんされる今でも、それほど相そう互ご理解は進んでいない。

　──シンが知っているのは、せいぜいこの程てい度ど。

　なるほど。彼女の服や言動が変なのも、そう考えれば納なつ得とくはいく。しかし──

「……けど……なんでわざわざこんなところに……？」

　ちょっと散さん歩ぽに──と気軽に来ることができる場所ではない。

　たしかにこの街、バージェス・シティは、ヒュームの住む南の大陸サウザンガイアの中では、比ひ較かく的てき北側──言い換かえれば、他の大陸とそう遠くない場所にはある。

　しかし、遠くないといっても、あくまでそれは比ひ較かく論ろん。別の大陸に行くには、横断鉄道に何日か揺ゆられ、さらにその先にある、大陸同士を隔へだてた海を、船などを使って渡わたる必要がある。

　各大陸間の定てい期き便びんもできた今日、やって来るのは不可能というわけでもないが、生なま半はん可かな決意でできることでもない。

　問われてラフラ・リフラは、遠いまなざしを虚こ空くうに向けて、

「ラフラ・リフラ、シンポウノギ、するはずでした。でも、道、凍こおって、できなくなりました。

　長老の、ネネス・トトル、言いました。ヒュームの大陸に行け。運命を、見つけろ。

　そしてラフラ・リフラ、ここで、メイ、見つけました」

「あたし？　てれるな～」

　言いながら、なぜか自じ慢まんげに胸を張はるメイ。

「ちょ……ちょっと待て」

　混こん乱らんしかかった頭の中で、ラフラ・リフラの言葉を整せい理りしながらシンが言う。

　シンポーノギ。ミチガコヲル。何か知らないが、文ぶん脈みやくからすると──

「つまり……リワーダー独どく特とくの、儀ぎ式しきだかお祭りだかをしようとしたのがダメになって……それで、長老のお告つげだか占うらないだかに従したがって、こっちの大陸に来た……

　と、こういうことか？」

「大体、そうです」

　ラフラ・リフラは、どこか不満げに、しかしそれでもうなずいた。

　シンはいやな予感に胸を満たされながら、

「……で……まさかとは思うけど……見つけた運命ってのが………………」

　おそるおそる、メイを指さすと──

「そうです」

　ラフラ・リフラはきっぱりうなずいた。

「なんでこれが!?」

「これって」

「生きる力、与あたえて、くれました」

　シンの目を、まっすぐに見つめ返して、ラフラ・リフラは言う。

「生きる力？」

「食料とか」

「……ほほぉう……」

　ゆっくりと、シンは、メイの方に向きなおる。

　びくんっ！　と、イスを後ろにずらすメイに、彼は静かな口く調ちようで、

「なんかパンの減へりが早いような気がしてたんだが……つまりは行いき倒だおれかけたリワーダーの餌え付づけとかしてやがった、ってわけか……」

「あ。いや。ほら。あの。未来への先行投とう資し？」

　珍めずらしくあわてて──たぶんこれ以上自分の食しよく料りよう事じ情じようが逼ひつ迫ぱくすることを恐おそれて言うメイに、シンは小さく息をつき、

「まあ……そいつは別にいい。

　腹減らした奴やつを無む視しして、家のまわりで倒れられたりしても困るからな。

　けど問題は──あんたが、このあとどうするのか、ってことだ」

　ふたたび視し線せんを向けられて、ラフラ・リフラはきっぱりと、

「ラフラ・リフラ、メイの、そばに、います」

「待てそれは」

　さすがに頰ほおを引きつらせるシン。

　メイのそばにいる。

　それはつまり、この家に転がり込むということか。

　そもそも、自じ称しよう記き憶おく喪そう失しつのメイが、なし崩くずしにいそうろうしているだけでも、シンの家の経けい済ざい事情はかなり逼迫してきているのだ。

　母親が他界したその時点では、シン一人なら、修しゆう練れん学がつ校こうを卒業し、職につくまでをなんとかまかなえる程てい度どのものは残されていたのだが──

　食い扶持ぶちが二倍に増えれば、当然状じよう況きようは変わって来る。

　予想外の支し出しゆつもいろいろとあった。

　メイにアルバイトもやらせてみたが、これが全くの役立たず。

　もしそこに、さらに一人が加わるとなれば、状況は絶ぜつ望ぼう的てきになる。

　シンは困った表情で、ぼりぼり頭を搔かきながら、

「なんつうか……そっちにもまあ、決意とか運命とかってのがいろいろあるのかもしれねえけど、こっちにも台所事情……あー、つまり、メシ食うための金の都つ合ごう、ってもんがあるんだ」

　言ってはなんだが、家や賃ちんを払はらってくれそうには見えない。

　現時点で金を持っているなら、メイにパン食わせてもらったりはしていないだろうし……働くにも、文化や風習にはかなりの違ちがいがありそうである。まともな仕事が勤つとまるとも思えない。

　しかしラフラ・リフラは、まっすぐにシンの瞳ひとみを見つめ、

「大だい丈じよう夫ぶ。ラフラ・リフラ、自分の食べるぶんは、なんとかしてみせます」

「ほう」

「鳩はととか。捕とるの、できます」

「それはやめろ」

　──あそこの家うちは、居い候そうろうに鳩とか捕つかまえさせて食べているらしい──

　そんな噂うわさが立った日には──メイやラフラ・リフラは平気でも、シンにはちょっと耐たえられそうにもない。

「じゃあどうすれば」

「帰れ。国に。」

「嫌いやです」

　ラフラ・リフラはきっぱりと言った。

　シンはしばし考えて──

「じゃあメイを連れて国に帰れ」

「それなら」

「うわ冷た。人身売買？」

　メイは、ぷくりっ、と頰ほおをふくらまし、

「何か勝手に決めようとしてるし。

　しかもあたし、お持ち帰り可？

　あたしとの友情を育はぐくんだ日々は偽いつわりだったと」

「育んでねえ。そんなもん」

「むう。あー言えばこー言う」

　メイは腕うでを組み、眉み間けんにシワ寄せ、何やら一いつ所しよ懸けん命めい考えながらぶつぶつと、

「……んー……あたしへの忠ちゆう誠せい度どはラフラの方が上だけど、甲斐かい性しようなさそうだし……やっぱり寄き生せいするなら部下その二の方がマシ？」

「寄生とか言ってやがるが」

「正直は美び徳とくです」

「俺おれは違ちがうと思う」

　シンとラフラ・リフラの会話が聞こえているのかいないのか。メイはやがて決けつ然ぜんと顔を上げ、

「じゃあ、あたしの考えがまとまるまで、しばらくラフラ・リフラはうちで預あずかる、ということで決定」

「ほほう」

　メイの勝手なものいいに、しかしシンは冷静に。

「偉えらいなー。食事のパンは今までの半分でいい、と」

　メイはラフラ・リフラの方を向き、

「一人で国に帰るとか」

「嫌いやです」

　ラフラ・リフラはきっぱりと言った。

　──こいつら……マジで理り屈くつつけて警邏隊ガードに引き渡わたした方がいいかも──

　シンはちょっと本気で、そんなことを思うのだった。




「──本当なのだな──それは──」

　二人の話を聞き終えて、しばしの沈ちん黙もくをはさんだ後。

　クラウス老──いや、その姿を借かりたものは、静かにつぶやいた。

　屋や敷しきの一いち隅ぐうにある居い間ま。窓まどから漏もれ入る午後の陽ひざしは、かえって室内の影かげを暗く際きわだたせていた。

　その上に銀ぎん盆ぼんを載のせた、不ふ必ひつ要ように大きなテーブルには、今、三つの影がある。

「はい」

　答えたのはリドニー。その瞳ひとみに、ごくわずか、ぬめる怨えん恨こんの光を宿して。

「あのシンドレッド＝カイラムという男……かなりの使い手でしたよ。たかがヒュームといえど、剣けんを持たせれば、あなどりがたい相手でしょうね」

「ふむ──」

　クラウスは、しばしリドニーの表情を窺うかがって──

「その、手合わせした剣術の授業とやらで──

　敗やぶれたのか。そいつに」

「負けてない！」

　声を荒あららげ、立ち上がるリドニー。絨じゆう毯たんの毛足がもう少し短ければ、蹴け立たてられた椅い子すが盛せい大だいな音を立てていただろう。

「この格かつ好こうじゃあいつもとリーチが違ちがう！　それでとまどっただけです！　向こうも、お行ぎよう儀ぎのいい剣術授業の中でなら、多少やるってだけの話！　実じつ際さいに戦えば、たかがヒュームごときに負けるはずがない！」

　激げつ昂こうして声を荒らげる『リドニー』に、しかしクラウスは──

「ドラグノは？」

　冷静に、そう問いかけただけだった。

「──あ……！　いや……」

　その声に、リドニーはようやく我われに返ると、肩かたを落として座すわりなおし、

「すみません……ドラグノの方は……

　じっくり観かん察さつしたわけじゃあないんですが……悪くはないけれど、決して飛び抜ぬけているわけでもない……といったところでしょうか……」

「なるほど。つまりは──」

　クラウス老は、今度はイリスに視し線せんを移し、

「その、メイというターゲットは、ドラグノに、ヒュームの剣士。そしてなお未み確かく認にんの何者かを味方につけ、何らかの組そ織しきを構こう成せいしつつある。

　そういうことか」

「まず間違いなく」

　自信をもってうなずくイリス。

　イリスがメイと出会い、屋根の上にひそむ何者かに殺さつ気きをぶつけられたのは、ドラグノや、部下その二と呼よばれるヒュームが、修しゆう練れん学がつ校こうにいた時間である。ならば第三の配下がターゲットを護まもっていた。そう考えるのが当とう然ぜんである。

「最低でも四人。こちらは三人。数で上回っていたつもりが……そうでもなかった、ということか」

　苦い表情でつぶやいて、クラウスは、銀ぎん盆ぼんのそばにあるペンを取った。

　ペン先をインク壺つぼに浸ひたし、手元の紙に要点を書き記しるす。

　事前に聞いていた話だと、敵てきとなりうるのはそのターゲットとドラグノの二人、ということだった。

　ところが、調べてみればこの現げん状じよう。

　彼らを派は遣けんしたブルジオラスは、相手を上回る数の刺し客かくを送り、任にん務む遂すい行こうを確かく実じつなものにしようと計画したのだろうが……

　部屋の隅すみにある柱はしら時ど計けいが、しばし振ふり子の音を刻きざんだ。

　やがてイリスが、頃ころ合あいを見て口を開く。

「おそらくはターゲット──メイが、前の刺客を倒たおした時点で、次の襲しゆう撃げきがあることを見み越こし、手のものを集めていたのだと思います。

　並ならぬ器うつわの策さく士しです」

　かなり悲しい勘かん違ちがいを真顔で述のべる。

　メイがただのあほな子だ、などという可か能のう性せいは、彼女には考えられなかったのだ。いや、彼女ならずとも、他の二人にも。

　なにしろ、前の刺客は倒たおされているのだ。

　前任者のことはよく知らない。が、同じディーヴァともあろうものが、たとえドラグノの助力があったとはいえ、ただの馬ば鹿かとそのオトモダチに倒されるはずがない。

　それはこの場にいる全員の、口に出すまでもない共きよう通つう認にん識しきだった。

「なら、こっちも増ぞう援えんを？」

「いや──」

　リドニーの案に、しかしクラウスは、ペン先を休めることもなく、

「イリスの報告によれば、相手はこちらのことに気づいている様よう子す。

　ならば、無む闇やみに時間を費ついやせば、こちらが増援を待つ間に、相手も人員を充じゆう実じつさせるなり何なりの対策を講こうじてくるだろう。

　ならば急ぐ必要がある。

　じっくり探さぐりを入れるつもりだったが──

　どうやら、そうも言ってはいられなくなったようだな。

　ターゲットの正体を探る、という命は果たせぬことになるが……倒すこと。それが最も重要だ。

　現在、数は向こうが上。ならば、取るべき手しゆ段だんは──」

「各かつ個こ撃げき破は、ですか」

　イリスの言葉にうなずくクラウス。

「敵を端はしから切り崩くずしてゆく。

　ターゲットは常つねに、未み確かく認にんの相手とともにいる、と考えてもいいだろう。ヒュームは修練学校とターゲットの家とを往おう復ふく。ドラグノは修練学校と寮りようとを往復。

　ならば、一人になる時間があるのは──」

「──ドラグノ──」

　リドニーがつぶやく。

「そういうことになるな。

　次は、修練学校でそのヒュームを。それが片づけばターゲットとその護ご衛えい。

　ターゲットを倒したならば、その時点で作さく戦せん終しゆう了りよう。護衛があとに残っていようと、かまう必要はない。

　作戦決行は──」

　クラウスのペンが止まる。

「今夜から」

　紙にサインをし、二人の顔を見やる。どうやら異い存ぞんはなさそうである。

　クラウスは一つうなずくと、諸もろ々もろを記しるした紙を、銀ぎん盆ぼんの上に置いた。

　四本の脚あしで支えられ、テーブルから浮ういた銀の盆。両手でその端はしに触ふれ──

　……るぅぅぅぅぅぅぅぅうぅぅぅ……

　老人の口から低い呻うめきが漏もれた。

　載のせられた紙が、ゆるり、と銀盆に沈しずんでゆく。まるで水面みなもに落ちたかのように。

　やがてそれは完全に、銀色の盆に没ぼつすると──盆の下から、はらりと落ちた。

　白紙となって。

　彼らが、自分たちの国から持ってきた道具ものである。同じ銀から作り上げられた双生児ふたごの銀盆、その片方。

　今ごろ、彼らの国にある、もう片方の銀盆に置かれた紙には、クラウスが記した文字が浮き出ているはずだ。

　報告は、送った。ならばあとは行動するのみ。

「では──」

　クラウスは、ゆるり、と椅い子すから立ち上がる。

　イリスとリドニーの二人も立ち上がり──三つの影かげは連れ立って、屋や敷しきの地下室へと向かった──




　街は、ひろがる湖のそばにある。

　流れ込む川が街を分ぶん断だんし、その川ぞいに、バージェス・シティの中心街がある。

　市首長メイヤーロードの公館が建つ丘おかがあり、警邏隊ガードの本部があり、修しゆう練れん学がつ校こうがある。

　その修練学校から、歩いてしばし。川に面した林の中に、ずいぶん古いが、しっかりとしたつくりの建物があった。

　かつて修練学校がまだ軍学校と呼ばれていた時代に作られた、生せい徒と寮りようの一つである。

　全寮制だった時代は過去となり、寮生の数も激げき減げんした今、本来ならこの寮も、統とう廃はい合ごうの対たい象しようとなり、取り壊こわされても不思議ではないのだが──

　しかし現在、この寮には、たった一人だけ、住人がいた。

　他ほかでもない。北の大陸ノーザンガイア、鱗王族ドラグノの国からの留りゆう学がく生せい、レゼルドである。

　しばらく使われていなかったこの寮は、レゼルド一人のために、ガスや水道が整えられ、林の入り口から玄げん関かん先さきまで、街灯が設せつ置ちされている。

　破は格かくの待たい遇ぐうではあるのだが──これは同時に、ていのいい隔かく離りでもあった。

　他人ヒユームから見ればレゼルドドラグノは、自分たちより高い戦せん闘とう能力を持った種族である。いかに種族間の友好政せい策さくが叫さけばれ、レゼルドが律崩術クランブルでヒュームに姿を変えていても、ヒトの心の奥おく底そこにある畏おそれが消えてなくなるわけではない。

　万が一のことを考えて──もっとも、その万が一というのが具ぐ体たい的てきにどういう事じ態たいを指すのか、そこまで考えた者はいなかったのだろうが──ともあれ異い国こくの留学生一人だけを、この寮に入れたのだった。

　そのあたりの事じ情じようにもすでに気づいていながら──しかし当のレゼルドは、たった一人の寮生活をそれなりに楽しんでいた。

　隔離された、との非ひ難なんを封ふうじ込めるためだろう。建物は、古いながらも整備されていたし、もともと三部屋ほどだったものを繫つなぎ、浴室やトイレを設置して、特とく別べつ室しつの名を与あたえられている。

　静かで部屋も広く、設備も整っており、留学生ということで寮費を払はらう必要もない。国からもらった生活資金は充じゆう分ぶんすぎるほどにあった。

　林を抜ぬけ、散歩がてらに少し歩けば、食事をする場所もいくらでもある。これで文もん句くを言うのはぜいたくというものだろう。

　夕食が終わったあとは、もっぱら読書。街で買ったヒュームの本である。こちらの文化、習しゆう慣かんにまだ慣なれていないレゼルドにとって、それは貴き重ちような情報源の一つだった。

　部屋の天てん井じように灯ともる、律崩術クランブルが生んだ明かりの下で。その日もレゼルドは静かに本のページを開いていた。

　──？

　ふと。レゼルドが顔を上げる。

　音が聞こえたのだ。ドアの外から。

　それは床ゆか板いたのきしむ音。

　かつて寮だったここは、玄げん関かんを入るとちょっとした玄関ホール。そこから延のびる廊ろう下かに面して、レゼルドの部屋のドアがある、という構こう造ぞうになっていた。

　玄関ドアにも部屋のドアにも、当然鍵かぎがかけられるようになっているが、玄関ドアの方にはつい、鍵をかけ忘れることもあった。どうやら今夜も、やってしまったようである。

　だがこんな時間に、自分を訪おとずれる者に心当たりはない。泥どろ棒ぼうのたぐいにしては、やや営業時間が早いようにも思う。

　前ぜん後ご不ふ覚かくに陥おちいった酔よっぱらいか、ここが空き家同然と知って、イタズラ目的で入ってきた馬ば鹿かか──いずれにしても、それはそれで見み過すごしにはできないだろう。

　鍵のかけ忘れで、寮内を荒あらされたとなれば、レゼルドの責任である。

　彼は読みかけのページに落ち葉の栞しおりをはさみ、席を立った。

　部屋のドアに向かい──そこでそっと、耳をすませる。

　足音は、一つ。ゆっくりとこちらに近づいて来る。

　まだ、遠い。

　距きよ離りがあることを確かめてから、レゼルドは鍵かぎを外してドアを開け、廊下へと出た。

　足音が、止まる。

　まっすぐな廊下。先はロビーに、そして、開け放たれたままの玄げん関かんドアに続いている。さらにその先は夜の闇やみ。

　廊下は、昏くらい。

　こういった建物にある律崩術クランブルの明かりは、そこにいる者の魔ま力りよくを使って発動・維い持じされている。

　さしたる魔力を必ひつ要ようとするわけでもないが、一人の魔力で建物すべてに煌こう々こうと光を灯ともすことはできない。

　ドラグノであるレゼルドになら可能なのだが──ここを改かい装そうしたヒュームの技術者には、そこまではわからなかったらしく、廊下には常に、うすぼんやりとした小さな明かりがいくつか灯っているばかり。

　その、オレンジがかった薄うす闇やみの下に──

　影かげが、佇たたずむ。

「夜分に失礼します」

　影は言った。

　レゼルドの体から力が抜ぬける。

　それは、見知った姿だった。

　知り合い──という意味ではない。

　三十前後の知らない男だが、その身につけているのは、黒い詰つめ襟えりのような服にズボン。高い帽ぼう子しに、腰こしにはレイピア。

　なんのことはない。見み慣なれた警邏隊ガードの服である。

　かつて、ディーヴァの襲しゆう撃げき事件があって以来、こんな場所にも時々警邏隊員ガーデイアンが見回りにやって来る。

　それは、ディーヴァを倒たおしたのが、レゼルドだと思っているからなのだろうが。

　おそらく、玄関の鍵が開けっぱなしになっていたことに気がついて、様子を見に来た、といったところだろうか。

「ひょっとして──玄関の鍵が開いてましたか？」

「はい」

「すみません。時々かけ忘れるんですよね」

　──気をつけてくださいよ──言って警邏隊員ガーデイアンはきびすを返す。

　レゼルドは、そんな展開を想像していたのだが──しかしその隊員は、何やら言いたげな表情で、いまだその場に佇たたずんでいる。

「あの。他ほかに何か」

「……ええ……実はその……妙みような噂うわさを耳にしまして。

　あくまで出所のはっきりしない噂なので、どうしようかと考えたんですが、一いち応おう注意しておいてもらった方がいいと思いますので、お話しておいた方がいいかと……」

　促うながされ、隊員は歯切れの悪い返事をした。

「噂、ですか」

「ええ……詳くわしく話すと長くなるのですが……この街で、またディーヴァを見た、と」

「──」

　レゼルドは小さく息を吞のむ。

　前にディーヴァを倒した時点で、全すべてが終わった──と思っていたわけではないが、そんな噂が流れている、ということは……

　むろん、本当にただの噂、デマだという可能性もあるが、いずれにしても、はっきりとさせておく必要がある。

「よければその話、詳しく聞かせてもらえますか」

「かまいませんが……本当に長くなりますよ」

「結けつ構こうです。とりあえず立ち話もなんですから、僕の部屋にいらしてください」

「そうおっしゃるのでしたら……」

　レゼルドは一つうなずくと、きびすを返し、部屋のドアを開き──

　その瞬しゆん間かん。

　感じたものは、何だったのか。

　大気の焦こげるかすかなにおい。あるいは、風の唸うなりにも似た呼こ気きか。

　自じ覚かくする暇いとまもなしに、レゼルドは横っ跳とびに床ゆかを蹴けり、部屋のドアをくぐっていた。

　ばガッ！

　厚い木のドアが砕くだける音は、その後ろから聞こえた。

　背はい後ごから放たれた、攻こう撃げき型がたの律崩術クランブル。まともに受けていたら、さすがにただではすまなかっただろう。

　しかし警邏隊員ガーデイアンの背後には、誰だれもいなかったはずだが──

　まさか。

　振ふり返る。肩かた越ごしに。

　壊こわれた戸口に現れたのは──さきほどの警邏隊員ガーデイアン。

　ならば事実は一つしかない。

　彼がレゼルドを襲おそったのだ。

　だが、何故なぜ!?

　[image: ]ぁうッ！

　隊員が吠ほえる。ヒュームには決して発することのできぬ声で。

　律崩術クランブルの攻撃が来る──そう読んでレゼルドは横に跳んだ。

　同時に、警邏隊員ガーデイアンの目の前──虚こ空くうに薄うす紫むらさき色いろの呪キヤスト環リングがかがやき、生まれた光は戸口にはりつき、壁かべとなる。

「！」

　レゼルドは理り解かいした。相手の狙ねらいを。

　おそらくは──

　あわてて浴よく室しつに飛び込む。そして──

　炎ほのおは、部屋の中ではじけた。
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　熱は瞬しゆん時じにすべてを舐なめつくした。読みかけの本を、はさんだ枯かれ葉を炭と化し、それでも足りずに部屋の大気を膨ふくらませ──

　どんッ！

　爆ばく発はつ音おんは、遠くからでも聞こえたはずだ。

　それは窓まどガラスをことごとくうち砕くだき、内ない装そうを黒とセピアに染そめていた。

　無ぶ事じなのは、入り口で、律崩術クランブルの壁を張はっていた警邏隊員ガーデイアン──いや、隊員の姿をした何者か。

　かれは術を解とき、部屋の中へと歩み入る。

　……ぢゃりっ……

　かつて絨じゆう毯たんだったものは、かれの靴くつの下で、焦こげた炭の感かん触しよくだけを伝えている。

　刹せつ那なの高温だったせいか、火の手が上がっている様よう子すはない。

　とはいえぐずぐずしていれば、今の爆発音を聞きつけた、本物の警邏隊ガードがやって来るだろう。

「──やりましたか──？」

　声は、部屋の反対側──窓の外から聞こえた。

　警邏隊員ガーデイアン姿はそちらに目をやった。

　窓に見えるは夜の闇やみ。しかしそこに、姿を覗のぞかせたものがいた。──上から。

　ひどく瘦やせた──羽根を持つヒト。

　もしもそう表現したならば、抗こう議ぎの声を上げるヒュームもいるだろう。

　煉れん獄ごくから這はい上がってきた亡もう者じやを想おもわせる瘦そう身しんに、不ふ釣つり合いにごつい手と、短い鉤かぎ爪づめ。

　背には、闇を運ぶ鳥ちよう獣じゆうの如ごとき翼つばさが生はえ、頭には、血の色をした髪かみの中から、いびつで短い角が五本ばかり、でたらめな方向に生えている。

　──ディーヴァ──

　これが、彼ら本来の姿。

　そこにはむろん、姿を変えていた時の──リドニーの面おも影かげは微み塵じんもない。

　警邏隊員ガーデイアン姿が入り口に障しよう壁へきを張り、彼が部屋の中で炎をはじけさせたのだ。

「これから確かく認にんする。キルケリウス。お前はそちらを探せ」

　言って、警邏隊員ガーデイアン姿はさらに奥おくへと踏ふみ入った。

　キルケリウス、と呼ばれたディーヴァも、破れた窓から中へと入り、あたりを見回し奥へと踏み入り──

「──指揮長エルダー！」

　ディーヴァに呼よばれ、警邏隊員ガーデイアン姿がそちらへ行ってみれば──

　やはり無む惨ざんに焼け焦こげた浴よく室しつ。

　その床ゆかには──まっ黒く炭と化した人型が、もはやぴくりとも動かぬままに横たわっていた。

「……どうやら、姐あねさんを伏ふく兵へいにしておくまでもなかったみたいですね」

「退ひくぞ」

　キルケリウスの軽口にはとりあわず、警邏隊員ガーデイアン姿が言う。

　二人は窓から夜へと飛び出して──

　本物の警邏隊員ガーデイアンたちが到とう着ちやくしたのは、それからしばらく経たってからのことだった──




「……それはそうと……レゼルドの奴やつ、遅おそいよな」

　会話がとぎれたその空白に、ぽつりとシンがつぶやいたのは、一時限目の授業がもうすぐ始まろうか、という頃ころのことだった。

　いつもの朝のいつもの光景。

　修しゆう練れん学がつ校こうの生徒たちは、教室で、廊ろう下かで、思い思いに気のあった連中で集まって、どうでもよかったりよくなかったりする話に興きようじている。

　シンとマーク、そしてリドニーの三人がいるのは、いつもの場所。窓から校庭を望のぞむ、シンの席がある場所だった。

「そういえば、来て……いないな」

　今さらのようにあたりを見回し、マークが言う。

「まあ、誰だれだって遅ち刻こくすることくらいあるさ」

　気楽な調子で、リドニー。

　と──

「おい！　聞いたか!?」

　教室の扉とびらが開く音と、駆かけ込んできたクラスメートが声を上げたのとは同時だった。

「昨日留学生の……レゼルドの寮りようが火事で丸焼けになったって！」

　沈ちん黙もくは短く、ざわめきがすぐさまわき起こる。

「──ちょ──ちょっと待て！」

　シンは顔色を変えて立ち上がり、小走りで、クラスメートのもとに向かう。

　後ろにリドニーとマークが続く。

「火事……って……本当なんだろうな!?　リッヂ!?」

　詰つめ寄り、シンは念を押おす。なにしろ情報をもたらしたのは、『お調子者[image: №]１ならマーク。うっかり者[image: №]１ならリッヂモンド』と称しようされるほどの男である。何かの話の又聞きを勘かん違ちがいして騒さわいでいる可か能のう性せいは大いにあった。

「ああ……今、そこを通ったら先生同士が話してて……なんでも昨日の夜、火事があって、ほとんど全焼だって」

　シンの後ろには、さりげなくリドニーが立ち、その隣となりにマークが並ならぶ。

「それで……レゼルドの奴やつは!?」

「いや……そこまでは……通りすがりの立ち聞きだったし……」

　リッヂの声にまぎれるように、リドニーの口がひっそりと漏もらした呪綴スペル──圧あつ縮しゆくされた呪じゆ文もんに、シンは気づかない。

　そして──

　攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルは発動した。

　一いち撃げきは脇わき腹ばらに突つき刺ささり、その体を吹ふっ飛ばす。机つくえに、椅い子すにぶつかって──

　重い沈ちん黙もくが、教室に訪おとずれた。

　全員の視し線せんが、加か害がい者しやと被ひ害がい者しやに注そそがれる。

「……う……くっ……!?」

　やがてほどなく倒たおれた方は、それでもなんとか身を起こし、怒いかりというより困こん惑わくの視線を相手に向けた。

「……な……なぜ……？」

　倒れたリドニーは愕がく然ぜんと、相手の顔を見上げて言った。

　お調子者と呼ばれた男──さきほどまで自分のそばに佇たたずんでいたマークの顔を。

　そう。リドニーが、シンに後ろから攻撃型の律崩術クランブルを叩たたき込もうとした瞬しゆん間かん、その彼に横から律崩術クランブルをぶちかましたのは彼だった。

　しかしマークは呪キヤスト環リングなど──ヒュームが律崩術クランブルを発動させるために必要な道具など持ってはいない。

「残念」

　言って彼は、左手で虚こ空くうに何かを描えがく。

「マークじゃあありません。

　まあ、あなた方がこう来るとは思っていましたが……

　あなたがそうでしたか」

　言う彼の姿がブレ、声が歪ゆがみ──

「においまで完全にごまかす変身律崩術メタモクランブルとは、たいしたものです」

　そして現れたのは──

「レゼルド!?」

　驚おどろきの声を上げたのはシンだった。

　上体を起こしたリドニーは言葉もない。

　そのリドニーを見下ろし、レゼルドは言う。

「黒コゲ死体に見えたでしょう？　とっさにかぶった洗濯中の毛布が焦こげただけだったんですけれど。僕たちは熱には強い方ですから。

　詳くわしく調べられはしないか、と、ひやひやしていたんですが……

　警邏隊ガードの方々と鉢はち合あわせしたくなかったんでしょうね。さっさと引き上げてくれて助かりましたよ」

「一体……何が……」

　言いかけて、シンはいきなり身をひるがえす。彼の放った蹴けりはしかし空を切り、狙ねらった相手──リッヂは、廊ろう下かの反対側まで跳とび退のいていた。

「何するんだ!?　シンドレッド！」

　シンは彼を、ひた、と見すえて、

「お前はいつも『先生』じゃなくて『先コー』って呼んでるはずだ。オレのことも『シン』って呼ぶし。

　何より今、レゼルドの奴やつに向けた……殺さつ気き、って奴か？　普ふ通つうじゃなかったぜ」

「──」

『リッヂ』の目つきがわずかに変わる。冷れい徹てつな光をたたえたものへと。

「気をつけてください」

　リドニーから視線を外さず、レゼルドが言う。

「三人目がいるはずです」

　──伏ふく兵へいの必要はなかった──昨夜、自分を襲おそったうちの一人がそう言っていたことを、レゼルドは覚えていた。

「とりあえず──みなさん、できうる限り早そう急きゆうに、ここから離はなれてください」

　声を大きくし、だが冷静にレゼルドは言う。教室に居い合あわせた全員に向かって。

「ここは戦場になります。

　なにしろこの二人は──

　ディーヴァが律崩術クランブルで姿を変えたものたちですから」

　彼の宣せん言げんに、生徒たち全員の動きが止まる。

　驚おどろきや恐きよう怖ふというよりも、むしろとまどいのせいで。

　それはそうである。いきなり、クラスメート二人はディーヴァが変身したものだ、と言われて、即そく座ざに納なつ得とくできるわけはない。ふた月前なら、外したギャグとして流されていただろう。

　だが全員、前にあったディーヴァによる襲しゆう撃げき事件を知っている。それに実じつ際さいレゼルドは、マークと同じ姿をしていた。ならばあながち噓うそだとも言えない。

　当事者だったシンにしても、レゼルドの言ったことが一いつ瞬しゆん飲み込めず、動きを止めた。

　そんな中にあって、冷静さを保っていたものはわずかに三人。

　当のレゼルドと──姿を変えた二人。

　動いたのは『リッヂ』だった。

　シンの硬こう直ちよくを見て取ると、廊ろう下かを横に動いて間合いを取る。

　きおォォォォォォォォォォ！

　その口から漏もれたのは、人ならざるものの声。

　ディーヴァやドラグノが使う──ヒトには決して使えぬ、言語圧あつ縮しゆくされた律崩術クランブルの呪綴スペル。

　シンが我われに返ったのはその時だった。

「レゼルド！」

　警けい告こくの叫さけびを上げるとともに、自身も横に跳とぶ。それは『リッヂ』が攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルを放つのと同時だった。

　光撃の狙ねらいはレゼルド。安造りな教室の壁かべを破は砕さい、貫かん通つうし、彼のいる位置へと向かう。

　しかし警告を受けていたレゼルドは、かろうじて身をかわしていた。

　状じよう況きようが錯さく綜そうする。

　生徒の一人が悲ひ鳴めいを上げた。

　レゼルドの言葉を信じたわけではないが、こうなれば、まともでない何かが起きているのはわかる。

　悲鳴に恐慌パニツクが連れん鎖さして、生徒たちは我先に、シンたちがいるのとは別の出入り口に殺さつ到とうした。

　その混こん乱らんの中、四人の攻防も続いていた。

　上がった悲鳴をＢＧＭに『リドニー』がはね起きる。

　廊下の『リッヂ』が、レゼルドに向かって、さらに律崩術クランブルを放とうと声を上げる。

　そこにシンが突つっ込んだ！

　ノーマークだった。『リッヂ』にしてみれば、素す手でのヒュームなど戦力外。こちらの正体がディーヴァと知り、なおかつ律崩術クランブルの発はつ動どう直前に、まさか突っ込んで来るとは思ってもいなかったのだ。

　シンの体当たりがまともに入る。もつれ、廊下に転がる二人。

　双そう方ほう、格かく闘とうを嫌きらってか、わざと余よ計けいに転がり、間合いを取ってはね起きる。

　教室の中では、レゼルドと、身を起こした『リドニー』が、相手に向かって同時に律崩術クランブルを放っていた。

「──っ！」

　レゼルドは、声にならない呻うめきを漏もらし、『リドニー』が放った律崩術クランブルの槍やりから身をかわす。

　一方レゼルドの攻こう撃げきは、『リドニー』が避よけるまでもなく、教室の天てん井じようをうち砕くだいていた。

　散ちらばり落ちる石の破は片へんに、逃にげまどう生徒たちの悲鳴が一いつ層そう大きく響ひびく。

　外れたのではない。外したのだ。

　律崩術クランブルを放つ直前──レゼルドは気づいたのだ。もしも『リドニー』が身をかわせば、攻撃は、別の出口に殺さつ到とうしている生徒たちを直ちよく撃げきすることに。

　とっさに狙ねらいを外し──それがこの結けつ果かである。

　ここで戦うのは不利だった。

「シンドレッド！　外に！」

　叫さけんで廊ろう下かに飛び出すレゼルド。

「おう！」

　応こたえて、視し線せんは相手から外さぬままで、レゼルドのもとまで退さがるシン。

「みんなを巻き込みます。外へ。律崩術クランブルでの防ぼう御ぎよは僕が」

「頼たのむ」

　小声で言い交かわし、二人はきびすを返して廊下を駆かけた。

「危ねえぞ！　逃げろ！」

　事じ情じようもわからず、野や次じ馬うま根こん性じようで様よう子すを眺ながめている、他のクラスの連中に向かって声を上げながら、シンは廊下を疾しつ走そうした。




『リドニー』は、廊下に飛び出した。

　シンとレゼルド、二人が駆けてゆくのが見える。

　──コケにしやがって──

　その背中をにらみつけ、怒いかりに任せ、律崩術クランブルを準じゆん備びする。

　きゅぐルアぁぁぁぁぁぁぁぁッ！

　甲かん高だかい雄叫おたけび──高こう速そく圧あつ縮しゆくされた呪綴スペルに応え、世界が変へん容ようする。

　目の前の空間──縦じゆう横おうに、光の紋もん様ようが刹せつ那な現れては消える。ヒュームの目には見えない程度の──しかしディーヴァの瞳ひとみには映る光の残ざん像ぞう。

　呪じゆ紋もん、と呼ばれる、紋もん様ようにしか見えない形の群むれは、それぞれが意味を持ち、ひと続きとなって世界の法則をかき乱し、律崩術クランブルを発動させた。

　彼が放ったのは、接せつ触しよく固こ体たいの分子に同調し高速振しん動どうさせる干かん渉しよう波はを封ふうじた空間。外見と効果から火か炎えんの槍やり、などと呼ぶ者もいるが──理り屈くつも呼こ称しようもどうでもいい。肝かん心じんなのは、当たった者は黒コゲになる。その一点だけである。

　しかし──

　るぉぉぉん！

　レゼルドの展開した環かん状じようの呪紋──ヒトの目にも見えるほどに具ぐ現げんした呪キヤスト環リングそのものが盾たてと化し、『リドニー』の放った火炎の槍を中和し、虚こ空くうに消し去った。

「くそッ！」

『リドニー』はさらに頭に血を昇のぼらせ、ふたたび攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルを放ち──しかしそれもまたレゼルドに防がれる。

　だがもう片方──『リッヂ』の方は、冷静に、律崩術クランブルの呪綴スペルを舌したに乗せていた。

　……ゅぅ……るるるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぃ……

　両手で虚空に紋様を描えがき、細い息に乗せて呪綴スペルを吐はき出す。

　眼前に、ヒトの目にも見えるほどはっきりと現れた高出力の呪紋球は、ほどけほぐれると、何本もの呪紋の帯おび──呪キヤスト帯リボンとなって、まるでかがやく蛇へびのごとく、廊ろう下かの上を這はい疾はしる。

　階段にたどり着いたシンとレゼルドが、一階したを目指して駆かけ下りはじめたその瞬しゆん間かん。

　ごン。

　音を立て、モルタル造りの廊下が切れた。

　その断だん線せんが、呪キヤスト帯リボンが這った線をなぞっていることに気づいたのは、おそらくやった当人くらいのものだっただろう。

　切断された廊下はいくつもの巨きよ大だいな塊かたまりとなり、生徒たちの悲鳴を飲み込み、下の廊下に落下する。

「──」

『リッヂ』の派は手でな攻撃に、『リドニー』が言葉を失なくす。

　今のが実は、土木作業用の律崩術クランブルだと教えてやれば、どんな顔をするだろうか。

　ともあれ『リッヂ』は次の律崩術クランブルを──解とき放つ。

　炎ほのおが。

　破は壊かいの土つち煙けむりいまだ止やまぬ空間を包み込んだ。

　轟ごう音おんは床ゆかを壁かべを天てん井じようを窓を震ふるわせ、いくつもの窓まどガラスがひび割われ砕くだける。

「やったか!?」

　爆ばく音おんの余よ韻いんもいまだ消えぬ風の中。目を細め、まだ見えぬ煙の奥おくを見み透すかすように『リドニー』が声を上げた。

　こういった派手な攻撃は、効果は大きいが、特定の相手を確かく実じつに倒たおすのにはあまり向いてはいない。

　死体の確かく認にんが面めん倒どうだし、狙ねらった相手が運良く生き延のびていた場合、それを利用して逃にげられたり、あるいは、確認のためにのこのこと近寄って行ったところを、逆ぎやく襲しゆうされたりすることもある。

「わからん。だが確認の必ひつ要ようはない」

　言って『リッヂ』はきびすを返し、もはや無む人じんとなった教室に戻もどる。

「こうなった以上、計画は変へん更こうする。たった今より、全力をもって『ターゲット』の抹まつ殺さつに向かう」

「けど……！」

　あとに続いて教室に入りながら、『リドニー』は言う。

「もしも今の二人が生きていたら、そっちと戦やっている最中に、横よこ槍やりを入れられるかもしれません」

「だから」

　鋭するどい一いち瞥べつを送って『リッヂ』は言う。

「たった今より、と言ったはずだ。もとに戻るぞ。急げ。キルケリウス」

「わ……わかりました……」

　本当の──ディーヴァとしての名を呼ばれ、『リドニー』はしぶしぶうなずいた。できればシンやレゼルドは、この手で葬ほうむり去りたいところだったのだが……こうなっては仕し方かたない。

　二人は、靴くつと上の服を脱ぬぎ、上半身裸はだかになると、両手両足を軽く開いて立ち、天井を見上げて吠ほえる。

　……ぉおぅるあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　孤こ独どくな遠とお吠ぼえにも似た、長い呪綴スペルが唱しよう和わする。

　生まれたかがやく呪帯リボンが、二人の全身をからみ覆おおい尽つくし──ほどなく二人は、光の呪じゆ紋もんに覆われた、人型の繭まゆと化す。

　その繭が、歪ゆがむ。

　……おぅぅあああああぐぉぉぉぉぉぉぉ……

　声は続いている。しかしそれはもはや、呪綴スペルなのか、身を呵さいなむ苦痛に漏もらす呻うめきなのかもわからない。

　繭はふくれ、ゆがみ、内がわからつき上げるように尖とがり──はじけた。

　纏まとった光は、ばらばらの呪紋となって散ちると虚こ空くうに溶とけ消えて、その中から現れたのは、翼つばさを背に負う異い形ぎようが二人。

　一人は、昨夜レゼルドを襲しゆう撃げきした、五本角で瘦そう身しんのディーヴァ。リドニーと名乗るものに姿を変えていた──キルケリウス。

　もう一人は──金色のたてがみの右側から、ねじれた二本の角を伸のばした巨きよ体たい。ある時はクラウス老に。またある時は名もなき警邏隊員ガーデイアンに。そして今はリッヂに姿を変えていたディーヴァ。

　二人はしばし、肩かたで荒あらい息をつく。その額ひたいには粘ねばい汗あせ。

　急きゆう激げきな肉体の変化に伴ともなう苦痛はしばらく続くが、休んでいる時間はない。

「……けど指揮長エルダーセゼノール……」

　それでも強ごう引いんに呼こ吸きゆうを整え、キルケリウスは、金色のたてがみを持つディーヴァに目をやると、

「今から、と言っても、武器も防具もなし、ってのは、ちょっと心細くありませんか」

　姿を変える律崩術クランブル──だがそれはさすがに、身につけているものまで変化させてくれるほど都つ合ごう良くはできていない。双そう方ほうともに、今は上半身裸である。

　ドラグノの生存も、そしてこんな展開も想そう定ていしていなかった。

　鎧よろいや武器などの装そう備びは、アジトとして乗っ取った屋や敷しきの中である。いちいち取りに戻もどっていたのでは、余よ計けいな時間を食うことになる。

　言われて、金色のたてがみのディーヴァ──セゼノールは、口の端はしを嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがめると、目の前に右手をかざし、

「三対二だぞ。

　それともキルケリウス、お前の爪つめはただの飾かざりか？　もっと己おのれの爪に自信を持て」

「……わかりました」

　爪に自信を持て──とまで言われれば、ディーヴァたる者としては反論のしようがない。仕方なくうなずくキルケリウス。

「ならばよい」

　セゼノールは教室を横切ると、開いた窓から身を乗り出し──

　ばむっ！

　風を叩たたいて翼がひろがり、ディーヴァの巨体が虚空に躍おどる。キルケリウスがそのあとに続いた。

　彼らを目にして騒さわぎはじめた、校庭の生徒たちを後しり目めに、二人は風の中を滑すべると、校庭の隅すみに植えられた樫かしの木のそばで虚空にとどまる。

「ルグリア！」

　セゼノールの呼びかけに、樫の木の梢こずえが揺ゆれて応こたえた。

　姿を現したのは、第三のディーヴァ。

　上背は、セゼノールよりもさらに頭半分ほど高い。

　黒く長い髪かみを後ろで束たばね、こめかみのやや上あたりからは一いつ対ついの角が生えている。

　こちらは、最初から本来の姿で潜ひそんでいたらしく、両手に鋼はがねの籠こ手て、そして革かわの鎧よろいを身に纏まとっていた。

　革鎧のせいでわかりにくいが、よく見れば、胸のあたりがわずかにふくらんでいる。

　屋敷のメイド兼けん運転手、イリスの姿を借りていた女ディーヴァ。

　それが彼女──ルグリアだった。

「状じよう況きようが変わった。今からただちにターゲットを仕し留とめにゆく。事じ情じようは追って説明する」

「わかりました」

　多くを問わず、彼女もまた翼をひろげる。

　そして、三人のディーヴァは空に舞まう。

　本当のターゲット──メイの命を消し去るために。




「……な……？」

　通りの角からそれを目にして、マーク＝フォルリバーは硬こう直ちよくした。

　一体何が起こっているのだ。

　異い常じようの兆ちよう候こうは、あった。

　彼が横手の路ろ地じから名を呼ばれたのは、すこし前──通学途と中ちゆうのことだった。

　そこに佇たたずんでいた相手、ドラグノの留学生、レゼルドは、彼をひとけのない、小さな公園に連れて行った。

　──レゼルド。お前の気持ちはうれしいが、オレはあくまでノーマルなんだ。悪いが男に興きよう味みはない──

　マークのボケにも、レゼルドは全くとりあわず、真しん剣けんそのものの口く調ちようで言った。

　──あなたの姿を貸かしてほしい──

　よくわからずに問い返すと、彼は、説明するより見せた方が早い、と、甲かん高だかい呻うめき──としか聞こえない声を上げた。

　光る紋もん様ようが生まれた。レゼルドのまわりに。

　何かの律崩術クランブルを使った。マークにわかったのはそれくらいのことである。

　光が消えゆくとともに、レゼルドの姿はゆらぎ──マークと全く同じ姿へと変わった。

　──すげー！　変身律崩術メタモクランブルってやつか!?──

　興こう奮ふんする彼に、しかしレゼルドは冷静に、早口で言った。マークの声で。

　──風を使って、光と音に干かん渉しようしただけです。今日一日、あなたの姿と声とを貸してください。今日は、修しゆう練れん学がつ校こうには来ないでもらいたいんです。今は時間がありませんから、事情はあとで詳くわしく話します──

　マークは二つ返事でＯＫした。あとで必ず事情を説明する、と約束させて。

　マークとて、学校に通うのが好きで好きで仕し方かたない、というわけではないし、制服姿でサボリというのも、これはこれで面おも白しろそうではある。

　とりあえず、そのあたりで買ったリンゴをかじりつつ、あちこち適てき当とうにぶらぶらしているそのうちに。

　音が聞こえた。

　遠く、重い、大気のふるえ。

　持ち前の野や次じ馬うま根こん性じようを発はつ揮きして、音の聞こえた方へと行き──

　やがて通りの角から見えたのは、離はなれた場所に上がった煙けむり。

　──修練学校ガツコウだ──

　マークは直感した。

　レゼルドが言っていたのは、このことだったのだ。

　だが一体、何があった？　みんなは無ぶ事じなのか？

　気がつくと、マークは走り出していた。

　──彼には、贅ぜい沢たくな望みがあった。

　友達を、一人として失いたくない。自分のまわりにいる者は、みんな幸せになって欲ほしい。少なくとも、不幸は訪おとずれないでいて欲しい。

　無む理りである。

　人それぞれの事情というものはあるし、幸せばかりの人生などないし、誰だれでもいつか必ず死ぬ。永遠の幸福など、現実にはありえない。

　それでもマークは願っている。

　友達がいなくならないこと。まわりの人間に、決して不幸が訪れないことを。

　──優やさしさと思いやりゆえ、ではない。

　怖こわいのだ。不幸というものが。怖くて怖くて仕方がなかったのだ。

　子供の頃ころ──はっきり覚えている。六歳さいだ──近所の友達が、死んだ。

　殺されたのだ。

　両親が家を空けていた時に、押おし入ってきた強ごう盗とうに。

　むろん、そのこと自じ体たいもショックだった。

　しかしある意味、マークにとってそれ以上にショックだったのは、その母親の変化だった。

　友達の家には、よく遊びに行っていた。その母は、いつも優しい笑え顔がおを浮うかべていた。

　しかし事件以来、彼女からは笑顔が消え、子供の目からもはっきりとわかる鬼き相そうが常にはりついていた。

　これが、不幸というもののもたらす結けつ果かだと。

　不幸というものは、人をここまで変えてしまうものだと。

　子供だったマークの胸には、そんな思いが刻きざまれてしまった。

　自分でもよくわからぬ感情に捕とらわれ、しばらくおびえ、落ち込んだ。

　ほどなく、その家族は街から姿を消した。

　おそらくは引っ越こしたのだろうが──詳くわしいことは、マークは知らない。誰かに聞こうとも思わなかった。

　そんなことがあってから──

　マークは、必要以上に明るくふるまうようになっていた。

　お調ちよう子し者ものと言われるようになったが、それがどうした。

　友人知人の顔にふと翳かげる、不幸の色を見ずに済すむなら──それを、たとえひとときのものとはいえ、笑顔に──たとえ苦く笑しようだろうと嘲ちよう笑しようだろうと、別のものに変えてくれるなら、軽いヤツ扱あつかい万ばん々ばん歳ざい、お調子者呼ばわりどんと来い、である。

　しかししばらく前。不幸というものの影かげがちらついた。

　ディーヴァの襲しゆう撃げき、という形をとって。

　友人の──シンの家が、事件に巻き込まれて燃えた。はじめてそう聞いた時は、立ちくらみがしそうになった。

　シンが心配……というのもあるが、それ以上に、怖こわかったのだ。

　子供の頃に垣かい間ま見た、不幸、というものの影が、ふたたび現れたような気がして。

　だから──事件後に登校してきたシンの顔に、かつて見た、不幸の翳かげりが見えなかった時、マークがどれほど安あん堵どしたことか。

　だが今。

　心臓の高鳴りは、疾しつ走そうを続けていることだけが原げん因いんではない。

　もはや間ま違ちがいない。

　煙けむりを上げているのは、修しゆう練れん学がつ校こうだった。

　近づくにつれて、ざわめきと、不幸のにおいは濃こくなっていく。

　校舎から、黒い煙が上がっていた。

　校庭には、警邏隊ガードやら消防隊やらの術動車くるまが何台も停とまっている。玄げん関かんには人だかりができていて、そこから、ぐったりとした生徒たちが、警邏隊員ガーデイアンやら消防隊員やらに運び出されては術動車くるまに乗せられている。どこか近くの病院に運ぶのだろう。

　風の中には、マークがこの世で一番嫌きらいな──不幸のにおいが混まじっていた。

　泣き声。呻うめき。呪のろいの声。悲ひ鳴めいに怒ど声せい、さまざまな負の感情がでたらめにブレンドされた、反吐へどが出るほど重い空気。

「──こら！　入っちゃいかん！」

　ふらふらと進もうとしていたところを、校門のそばで張はっていた警邏隊員ガーデイアンに止められる。

「……何が……」

　うつろな瞳ひとみで問いかける。頭がひどく、重い。

「……詳くわしいことはわからんが……」

　警邏隊員ガーデイアンはなぜか言いよどみ、

「……廊ろう下かが……崩くずれたらしい」

「……煙……」

「……そこに火が出たようだ」

　歯切れが悪い。

「とにかく、まだ危険だ。入っちゃあいかん」

「生徒なんだ……」

「服を見ればわかる」

　隊員は言った。

　多少なりとも説明してくれたのは、マークをここの生徒と察さつしてのことだったのだろう。

「……みんなが……」

「だから！」

　なおも進もうとするマークを、隊員はなんとかおしとどめようとする。

「危険だと……」

「──マーク！」

　彼を呼ぶ声があったのは、そんな時だった。

　こちらを見つけ、駆かけてきたのは、クラスメートの一人。制服の上布トーガがひどく汚よごれているが、ケガなどをしている様子はない。

「何があった!?」

　マークは叫さけぶように問いかける。

　いつもと違ちがうマークの様よう子すに、そのクラスメートは、おびえたように足を止め、

「マーク……だよな……？　本物の……？」

「何を当たり前の……」

　言いかけて、マークは言葉を飲み込んだ。

　当たり前のこと、ではないのだ。

　実じつ際さいレゼルドは、マークの目の前で、彼そっくりに『化けて』みせた。

　マークはつとめて気を落ち着かせながら、無む理りに口の端はしに笑えみを浮うかべて、

「オレは、オレだって。

　さすがにコレ見てビビっちまったけどよ。

　で、何があったんだよ」

「ディーヴァだ」

　クラスメートの言葉に、マークは──ついでに警邏隊員ガーデイアンも硬こう直ちよくした。

　不幸という名の化け物が。ディーヴァという形を持って現れた。

　そんな気がした。

　頭がひどく重い。耳鳴りがする。

　クラスメートが、まだ何やら言っていたが、それはもはやマークの意い識しきには届とどいていなかった。




　何が起こったのか、わからなかった。

　意識に残っているのは──レゼルドとともに、階段を駆かけ下りはじめたところまで。

「シンドレッド」

　レゼルドに名を呼ばれ──

　シンははじめて気がついた。

　あたりのひどいありさまに。

　すこし離はなれた所に、大小いくつもの、岩か何かが転がっている。

　あたりは黒く焦こげすすけ、あちこちに倒たおれた生徒たち。そして響ひびく、呻うめき声。

　ふと見上げると、天てん井じよう──いや、二階の廊ろう下かの一部がごっそりと失なくなっていた。

　そんな中に、自分とレゼルドは立っていた。

　胸のうちに、つめたい塊かたまりが生まれる。その正体は、恐きよう怖ふか、怒いかりか、絶ぜつ望ぼうか。シン自身にもわからない。

「……なんなんだ……こりゃ……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　ディーヴァたちが、何かの攻こう撃げきをした。それだけはわかる。

「無ぶ事じですか」

　こんな場合に似に合あわぬ、変わらず冷静なレゼルドの声に、シンはぼんやりとそちらに目をやった。

　どうやら彼も無事のようである。……多少あちこちがすすけてはいたが。

　何があったのか。どうやって切り抜ぬけたのか。シンにはわからない。どうだっていい。

　ただ──すぐそばから聞こえる、生徒たちの呻き声──それが、耳について仕し方かたない。

「ディーヴァたちは──」

　レゼルドは何やら言いかけて──

　それを遮さえぎるように、ざわめきが起きた。

　校庭の方からだ。

「行きましょう」

　きびすを返すレゼルドにつられて、何も考えぬまま、シンもそちらへと向かう。

　外に出た時、見えたのは、飛び去る三つの翼つばさだった。

「あの方向は──」

　肩かた越ごしにふり向き、レゼルドが言う。

「シンドレッド、あなたの家の方です。彼らの狙ねらいはやはり──メイさんです。

　行きましょう」

　答えも待たずに駆かけ出すレゼルド。

　やはりつられてシンも駆け出す。何も考えられぬまま。胸に底そこ冷びえのする冷たさを抱いだいたままで。

　──マークが校門に到とう着ちやくする、すこし前のことである。




　翼が空を滑すべり降りる。

　まっすぐに。獲え物ものを狙う猛もう禽きんのごとく。

　攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルは、空中から放たれた。

　屋根が。壁かべが。吹ふっ飛び、砕くだけ、やがて家の中身が見える。

　そこに──

　炎ほのおが生まれた。

　紅ぐ蓮れんの舌したは、刹せつ那な、家の中を舐なめ尽くし、出現した時と同様に、唐とう突とつにふつりと消え去った。

　三つの翼は虚こ空くうに留とどまり、睥へい睨げいする。ぼろぼろになった、さして大きくもない家を。

　動きは、ない。誰だれかがいる気け配はいも全くない。

　かわりに、横手で悲ひ鳴めいが上がった。

　翼の一つ──セゼノールはそちらに視し線せんを向けた。

　さすがに気づいたのだろう。近所の家からヒュームが顔を出し、こちらに気づいて声を上げたのだ。

「あれは？」

　念のため、一応聞いてみる。ルグリアは、小さく左右に首を振ふり、

「少なくとも、ターゲットでないことは確かです。年とし格かつ好こうも髪かみの色も全く違ちがいます」

「そうか」

　短くつぶやき、セゼノールはふたたび視線を、目標の家へと向けた。

　依い然ぜん、そこには何の動きもない。

「降おりて調べます」

　言ってルグリアは、屋根に開いた大おお穴あなから、家の中へと降り立つと、しばし、二人の視界から消えた。

　ほどなく──

「誰も、いません」

　ふたたび空に舞まい上がり、とまどい顔で彼女は言う。

「……いない……って……」

　聞いて、キルケリウスも眉まゆをひそめ、

「変じゃないですか姐あねさん。

　こっちに狙ねらわれてることは、向こうも承しよう知ちのはずなんでしょう？　そんな時に、のこのこ外にお買い物、ってわけでもないでしょうに」

「わたしに言われても知らん。いないものはいない。そうとしか言いようはないだろう」

「……迂う闊かつ……」

　ぎり、と小さく歯を嚙かみ鳴らしたのはセゼノールだった。

「屋や敷しきに戻もどる！」

　ふり向く二人に目をやって、

「ドラグノが生きていたなら、状じよう況きようは、昨夜のうちにあちらに伝わっていただろう。

　なら、ここを引き払はらっていても不思議はない。

　そして今朝けさ、向こうはヒュームをおとりに、こちらを修しゆう練れん学がつ校こうに引きずり出した。何なに故ゆえだ？」

「──陽よう動どう!?」

　ルグリアは愕がく然ぜんと声を上げる。セゼノールはうなずいて、

「こちらの拠きよ点てんを潰つぶすつもりだ。ヒュームとドラグノを捨すて駒ごまにしてでも」

　むろん、事実は大おお幅はばに違ちがう。

　しかし、基本情報──メイが組そ織しき力りよくを持つ策さく士しなのか、それとも性格が変な頭悪い子なのか、そこを読み違えている三人には、そうとしか解かい釈しやくできなかった。

「……まずい……！」

　キルケリウスの声には焦あせりの色。

　いくら彼らディーヴァとて、頼たよる者もないこんな地で、装そう備びも資し金きんも拠点も失うことになったなら、さすがに今後の活動に、支し障しようを来きたすことになる。

　……無む論ろんそれは、杞き憂ゆうにしか過ぎないのだが、彼らにはわからない。

「戻るぞ！」

　セゼノールの声に従したがって。

　三つの翼つばさはふたたび空に舞まった。




　シンが立ち止まったのは、繁はん華か街がいでのことだった。

　あたりにはさまざまな店が立ち並び、平日の昼前にもかかわらず、人の姿は結けつ構こう多い。

　ここからでも、修練学校から昇のぼる煙けむりは見えようが、ディーヴァ出現の話はまだ伝わっていないらしく、何の騒さわぎにもなってはいない。

「……シンドレッド？」

　気け配はいを察さつして、先を行くレゼルドも足を止め、ふり返る。

　うつむいたまま、シンは肩かたで息をする。

　レゼルドの方も、多少息を乱しながら、

「……疲つかれたのはわかりますが……急がないと……」

「そうじゃねえッ！」

　シンは吠ほえた。うつむいたまま。

「……なんでだっ……！」

　嚙かみしめた歯と歯の間から、怒いかりのこもった呻うめきを漏もらす。

　──シンの思し考こうは、崩ほう壊かいした廊ろう下かを見た瞬しゆん間かんから、停てい止ししていた。

　それでもレゼルドに促うながされ、つられて走って来た。

　だがそのうちに、少しずつ、頭が動きはじめ──

　やり場のない怒りが、胸に湧わいた。

　何なのだ。一体何だというのだ。

　さきほど目にした光景。

　崩くずれ落ちた廊下。いくつもの呻き。

　最初は何も考えられなかったが、こうやって走っているうちに、ふと、頭をよぎったのだ。

　ひょっとして、死人が出ているのではないか。そしてあるいはその中に、自分の知っている奴やつも混じっているのではないか──と。

　そう考えてしまった途と端たん。

　吐はき気がした。

　ディーヴァのことで被ひ害がい者しやが出たのは、今回がはじめて、というわけではない。

　前の時も、警邏隊員ガーデイアンたちに何人もの死者が出た。

　だが──その被害者が、自分の知っている人間か否いなか。その差で、心に受ける衝しよう撃げきというのは、こうも大きく違ちがってくるものなのだろうか。

　停とまっていたシンの思し考こうが暴ぼう走そうする。

　なんで、こんなことになる？

　むろんディーヴァだ。ディーヴァたちがメイの命を狙ねらい、そのまわりにいるシンやレゼルドを狙い、そのまたまわりにいたクラスメートたちが巻き添ぞえを食った。

　しかしそもそも、ディーヴァたちはなぜメイを狙う？　いや、根本的に、メイというのは一体何者なのだ？　すべての鍵かぎは彼女にある。

　そう。すべてはメイが来てからはじまったのだ。もしも彼女が現れなければ──

　混こん乱らんし、暴走する思考が、昏くらい思いをシンの脳のう裏りに浮うかび上がらせた。

　もしも、メイがいなくなってしまえば。

　足が止まった。

　ひどく、体がふるえる。

　それは、恐きよう怖ふか、あるいは自分自身の、身み勝がつ手てな思いに対する悪お寒かんか。

　しかし、一いつ旦たん暴走をはじめた思考は止まらない。

　メイがいなくなればディーヴァが襲おそってくることなどなくなる。シンやその仲間が事件に巻き込まれることもなくなる。メイがいなくなれば──たとえばこのまま、ディーヴァに殺されるとか──

　──別に、メイが悪いわけじゃあない──

　刹せつ那な、理性が必ひつ死しで反論を試こころみる。

　しかし暴走する思考は、そのささやかな反論を嘲あざ笑わらう。

　記き憶おくがない、とメイは言っているが、それは本当か？　もし本当だとしても、記憶を失う以前のメイに罪つみがないと言い切れるか？　彼女が、ディーヴァに命を狙われるようなことなど何一つやってはいない、と、一体誰だれが言い切れる？

　胸がむかつく。

　自分が何に対して怒っているのか──彼自身にもわからない。

　ディーヴァに対してか。こんな理り不ふ尽じんな事じ態たいをもたらしたメイに対してか。それともメイを見み捨すてることを考え──その考えを捨てきれない自分に対してなのか。

「どうしたんです？」

　問うレゼルドの言葉にも、どう答えていいのかわからない。足はやはり動かない。

　いや、動かそうという意志が、どうしても湧わいてこない。

「シンドレッド!?」

　レゼルドが声を大きくする。

　と。

「──おー。部下その二～」

　のんきな声は、横から聞こえた。

　びくんっ！　と、シンは顔をはね上げる。

　近くの店からこちらへと、ひょこひょこ歩いてきたのは、メイとラフラ・リフラの二人だった。

「そっちも買い物？　にしてはなんか、景けい気き悪い顔してるし」

　メイは、シンのそばで立ち止まり、尋たずねる。

　タイミングは最悪。

　何も知らない、のんきな表情。のんきな声。

　それが、シンの神しん経けいを逆さか撫なでした。

　壊こわれた校舎の光景が。

　生徒たちの呻き声が。

　シンの脳のう裏りにフラッシュバックした。

　気がつくと。

　シンは思わず、メイの胸むなぐらを摑つかみ上げていた。

「シンドレッド！」

「何を!?」

　レゼルドが、ラフラ・リフラが声を上げ──

　──

　シンは、メイを放す。

「……ディーヴァだ」

　メイから視し線せんをそらし、シンはかろうじて、そうとだけ言った。

「ディーヴァ？」

　反はん応のうしたのはメイではなく、ラフラ・リフラの方だった。

　シンは答えず──かわりにレゼルドがうなずいた。

　当然、彼とラフラ・リフラは初しよ対たい面めんである。しかしレゼルドは、彼女が少なくとも敵てきでないことを察さつし、なおかつ今は、自己紹しよう介かいをしている場合ではないと判はん断だんしたのだろう。

「ええ。

　しばらく前、一人のディーヴァが、メイさんの命を狙ねらってやって来ました。

　そちらはなんとか倒たおしたのですが……

　今度は三人。

　姿を変えてやって来たディーヴァが、僕とシンドレッドを狙って、修しゆう練れん学がつ校こうで攻こう撃げきをしかけてきたんです。

　二人は無ぶ事じでしたが、生徒が何人か、巻き添ぞえになりました」

　シンがイラついているのはそのせいだ。そんなニュアンスを含ふくませて言う。それは、ラフラ・リフラに、というよりは、メイに向けてのものだろう。
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　そのメイは──うつむいているのか、そっぽを向いているのか。シンたちと視線を合わせようとしない。

「ディーヴァたちは、シンドレッドの家に向かったはずです」

　かまわずレゼルドは続けた。

「メイさんたちが出かけていなければ、襲しゆう撃げきされていたところでしょう。

　しかし留守るすを知れば、捜さがすはずです。

　こんな場所での立ち話は危険です。

　とりあえず、どこかに場所を移しましょう。それぞれの詳くわしい事じ情じようは、そのあとで」

　ラフラ・リフラは決けつ然ぜんとうなずいた。

「わかりました。どこへ」

「適てき当とうなところに案内します。

　シンドレッド！　メイさん！　早く！」

　二人の手を取り、半なかば強ごう引いんに歩き出すレゼルド。シンも、メイも逆さからわず、おとなしくついてゆく。

　視線も交かわさず、無む言ごんのままで。



















　街は混こん乱らんに陥おちいった。

　──まあ、当とう然ぜんではある。

　以前ディーヴァが起おこした騒さわぎは、いまだ人々の記き憶おくに新しい。

　そこに再び起こった事件。しかも今度は、ディーヴァが三人。

　街のどまん中にある修しゆう練れん学がつ校こうが襲おそわれて、生徒たちにも被ひ害がいが出た。

　しかも風の噂うわさでは、ディーヴァは、ヒュームの姿すがたに化けていたという。

　この情報が混乱を呼よんだ。

　なら今も、ディーヴァはヒュームに化けているかもしれない。すぐそこを歩いている誰だれかが、実はディーヴァで、次の瞬しゆん間かんには自分を襲うかもしれない。

　そんな噂と妄もう想そうはまたたくうちに蔓まん延えんし、そのうちに、街から疎そ開かいする者まで出はじめた。

　──街の中心。小高い丘おかの、白い瀟しよう洒しやな公こう館かんで。

　ディーヴァ出現の報告を受けた、頼たよりない新しん米まい市首長メイヤーロードは即そく座ざに卒そつ倒とうし──補ほ佐さ官かんに叩たたき起こされるなり、軍の出しゆつ動どうを命じた。

　このバージェス・シティにも、一いち応おう軍の施し設せつは存そん在ざいする。しかしそれは、決して大きなものではない。

　かつての軍が、軍と警邏隊ガードとに分ぶん割かつされた時、他国との友好政せい策さくとやらのおかげで、軍の比ひ率りつはかなり小さいものになっていた。

　予算も決して多くはなく、装そう備びも万ばん全ぜんとはいえない。戦車チヤリオツトなどもあるにはあるが──最近、中央で開発されたと噂される、律崩術クランブルで動くタイプではなく、馬車を馬ごと囲い込み、先せん端たんに突とつ撃げき戦用の衝角ラムをつけ、強力な攻こう撃げき型がた律崩術クランブルの砲ほう座ざをとりつけたという、旧式なシロモノである。

　言ってしまえば、鉄板で覆おおわれた、動く律崩術クランブル砲台、といったところだろうか。

　ともあれ市首長メイヤーロードの命令で、街の外れにある軍施設からは、なけなしの旧型戦車チヤリオツトが十台ばかり、実戦経けい験けんのない軍人を乗せ、軍馬の蹄ひづめを響ひびかせながら、ディーヴァ討とう伐ばつを大たい義ぎと掲かかげて出しゆつ撃げきした。

　結けつ果か──

　始終行き交かう警邏隊ガードの術動車くるま、そして、戦車チヤリオツトまでが出動したという事実は、尾お鰭ひれをつけつつひろがる噂を後あと押おしし、街の混乱を一いつ層そう煽あおることになるのだが──

　ひょっとしたら今、この街で一番混乱している人物かもしれない新米市首長メイヤーロードが、そんなことにまで気づこうはずもなかった。




「……とりあえず、このあたりでいいでしょう」

　レゼルドがそう言ったのは、立ち並ぶ木々の中だった。

　山と呼ぶには貧ひん弱じやくだが、丘と呼ぶには大きすぎる。

　バージェス・シティの中心から少し外れた場所に、そんな緑の盛もり上がりがある。

　どういういきさつでこんな場所が街の中に残っているのか、そこまではレゼルドも知らないが、修練学校の訓くん練れん授業で、よくこの小山を走らされる。

　四人が一時の避ひ難なん場所として選んだのは、そこだった。

　生おい茂しげる雑ぞう木きの中を這はう山道を、ほんの少し離はなれてしまえば、その姿は木々に隠かくされ、容よう易いに見つかることはないだろう。

「………………」

　シンは無む言ごんで落ち葉の上に腰こしを下ろし、メイは、やや離れた倒とう木ぼくの上に腰かけた。

「まずは情報を整理して、事じ態たいを把は握あくする必要があるのですが──」

　立ったまま、木の幹に背中を預あずけたレゼルドは、メイの斜ななめ後ろで、やはり立ったままのラフラ・リフラに目をやって、

「初しよ対たい面めん──ですね。……においからして、憑霊族リワーダーのかたですか？」

　ひと目でその素す性じようを見み抜ぬく。

　言い当てられ、ラフラ・リフラはうなずいて、

「ラフラ・リフラ。そっちも、ヒュームと、少し、違ちがいます」

「ええ。ドラグノです。

　各国交流のための留りゆう学がく、というやつでして。それで変身律崩術メタモクランブルで、こういう姿になっています。

　いろいろあって、事件にかかわることになりました。

　そちらは、どうしてこの街に？」

「ラフラ・リフラ、シンポウノギ、できなくなりました。

　長老の、ネネス・トトルに言われて、運命を、見つけに来ました。

　そしてここで、メイ、見つけました」

　シンたちにやったのと同じ、よくわからない説明をする。

　しかし──

「……シンポウノ……」

　レゼルドの声には戸と惑まどいの色が混まじっていた。

「知ってるのか？」

　ただ黙だまっているのも、いつまでも拗すねているようで嫌いやである。リワーダーの祭りだか儀ぎ式しきだかに興きよう味みがあるわけではないが──シンはとりあえず聞いてみた。

「詳くわしく知っているわけではありませんが……話に聞いたことは……あります」

　返ってきたのは、重い声。

「神しん捧ぼうの儀ぎ……彼ら独どく特とくの儀式です。

　選ばれた者が、東の大陸イースタンガイアにある、大だい裂れつ溝こう帯たいに身を投げます」

　大裂溝帯──その名の通り、東の大陸イースタンガイアを走る、巨きよ大だいな地ち層そうの断だん裂れつである。その大きさは、世界地図で見てもはっきりとわかるほどのものだった。

　一いつ瞬しゆん、言われたことの意味がわからず──

「み……身を投げるってお前……」

　シンは眉まゆをひそめ、

「死ぬだろ。それ」

「死ぬでしょうね。当とう然ぜん」

　レゼルドは言った。

　つまりは、そういうことなのだ。

　シンはしばし沈ちん黙もくし──

「ちょっと待て！」

　はじかれたように、ラフラ・リフラをふり返る。

「じゃ……何か!?　お前、生け贄にえの儀ぎ式しきの生け贄役か!?」

「生け贄、違ちがいます！」

　ラフラ・リフラは眉まゆをつり上げて、

「神しん捧ぽうの儀ぎ、選ばれた者、神に仕えるために身を捧ささげます！　名めい誉よです！」

「けど死んじまうんだろーが！」

「神のもとに行くだけです！」

「死んでるじゃねえか！」

「違います！　選ばれたものたち、生命となり雷となり風となり熱となり刻ときとなり、クロスカディアの大地を守ります！　ラフラ・リフラ、生命となるはずでした！」

「いやあのだからだなぁ……！」

「シンドレッド」

　なおも何か言おうとするシンに、レゼルドは、静かな声で待ったをかける。

「リワーダーの文化は独どく特とくです。

　今は、彼らの風習をどうこう言っている時ではありません」

「……けど……いや……まあ……そうだけど……」

　たしかにレゼルドの言う通り──なのではあるが、どうにも今ひとつ釈しやく然ぜんとしない。

　では何か？　ラフラ・リフラの言う『運命を見つける』というのは、生け贄の儀式を再開する理由だか方法だかを──自分の死ぬ手しゆ段だんを探さがすということなのか？

　眉み間けんにシワ寄せるシンはさて置いて、レゼルドは、ラフラ・リフラに向きなおり、

「ともあれ──何かの事じ情じようで、あなた……いえ、失礼。ラフラ・リフラの神捧の儀が行えなくなり、長老に言われてここにやって来た、と」

「そう」

　どこかうれしそうにラフラ・リフラは言う。

「そしてメイさんに出会い──彼女が、長老の言う運命だと思った、と？」

「そう」

「それは、何なに故ゆえです？」

「食べ物、もらいました。あと、におい」

「なるほど──」

　レゼルドは思し案あん顔がおでつぶやくと、視し線せんをシンに移し、

「ちなみに──

　リワーダーは、自分たちの名前に非ひ常じように誇ほこりを持っている、と聞いたことがあります。

　だから、一いち人にん称しよう代だい名めい詞しは存そん在ざいしませんし、『彼』『彼女』と代名詞で呼よばれることを嫌きらいます。

　場合によっては、それが争いの種になることすらあるという話ですから、一応心にとどめておいてください」

「……そうなのか？」

　つぶやくシンにうなずくラフラ・リフラ。

「なら──」

　探さぐるように、試ためすようにレゼルドは言う。ラフラ・リフラに向かって。

「今、そのメイさんは、ディーヴァに狙ねらわれています。

　メイさんがラフラ・リフラの運命であるというのなら──この事じ態たいを、どうします？」

「簡かん単たん」

　ラフラ・リフラは言う。本当に簡単そうに。笑えみすら浮うかべ。

「ラフラ・リフラ、ディーヴァ、倒たおします。メイ、守るために」

「ちょっと待て！」

　シンの声と──

「えらいっ！」

　メイの声は、同時に上がった。

　シンが一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったそのスキに、メイは立ち上がり、ラフラ・リフラの肩かたを抱だいて──背が低いぶん、メイがぶら下がるような格かつ好こうになるが──

「言うことが違ちがうなーラフラ・リフラ。あたしたちがいっしょに買い物してるところを見て、シットに狂くるって摑つかみかかって来るような、どこかの部下その二とは違う！」

「待て！　さっきのは、お前の脳のう内ないではそーいう解かい釈しやくなのか!?」

　思わずツッコミを入れるシン。

「ほかに理由が？」

　真顔で問われ──しばし硬こう直ちよくし──

　やがてシンは、肩を落として大きく息を吐はく。

「……いや……まあ……いい……しかし……」

　脱だつ力りよくし、視線をレゼルドの方に移うつすと、

「けどよ、あいつ──じゃない、ラフラ・リフラを騒さわぎに巻き込んでどうする！」

「反対ですか？」

　レゼルドは、しれっ、と問い返す。

「賛さん成せいできることじゃねえだろ！　命がかかってるんだぜ！」

「命がかかっている話だからこそ、です」

　シンの瞳ひとみをまっすぐに見つめ返し、レゼルドは言う。

「いずれ、戦いになります。

　それまでに、各自の立場と覚かく悟ごは、はっきりさせておいた方がいい。そう思ったまでです。

　それとも、戦う他ほかに、この状じよう況きようを解かい決けつする、何かいい案がありますか？」

「いい案……って……」

　シンは少し考えてから、

「そりゃあ普ふ通つうに……事情を説明して、あとは警邏隊ガードに任せる、とかよ……」

　シンは別に、ディーヴァと戦いたいわけではない。というか、できれば遠えん慮りよしたいところである。

　ひと月前の事件の時は、ディーヴァが出たというシンたちの話を、警邏隊ガードが信じてはくれず、結けつ局きよく、シンたちがディーヴァと刃やいばを交えることになった。

　しかし今回は、状況が違ちがう。

　ディーヴァたちは修しゆう練れん学がつ校こうで事件を起こし、警邏隊ガードもすでに動いているだろう。

　少なくとも、相手にされずに終わる、などということはありえないはずだった。

　ならば、あとは全部預あずけてしまう、というのも一つの手ではある。

　が。レゼルドは冷れい徹てつに、

「なるほど。

　警邏隊ガードに事情を説明して、留学生の僕と、素す性じよう不ふ明めいのメイさんと、密みつ入にゆう国こくをしたラフラ・リフラさん、そして一いつ般ぱん市民のあなたとは、別々の場所に移されて、個々に狙ねらわれる結けつ果かになる、と」

「……っ……」

　言われてシンは小さく呻うめいた。

　たしかに──考えてみれば、警邏隊ガードの対応は、そんなところがせいぜいだろう。彼らが望むのは事じ態たいの解決。

　まさか、メイをディーヴァにさし出すような真似まねはしないにしても、シンが蚊帳かやの外に置かれることは間違いないだろう。

　そうなれば、ディーヴァの方は万ばん々ばん歳ざいである。

　頃ころ合あいを見てメイだけを狙い、用が終わればあとはさっさと引き上げる。

　──しかしメイがいなくなれば──

　さきほど浮うかんだ考えが、再びシンの胸の裡うちで、頭をもたげはじめる。

　必ひつ死しで抑おさえようとは思うのだが──思っただけで、その考えが消えてなくなるわけでもない。

「──なら、警邏隊ガードに頼たのむセンはないとして──」

　なんとか気持ちを切り換かえようと、シンは適てき当とうにしゃべりながら言葉を探す。

「そうなると問題は、ディーヴァがどう動いて、こっちがどう動くか、だよな……

　そういえば──」

　確かめておかなければならないことがあった。

「なんだってお前、今朝はマークに化けてたんだ？　ディーヴァが襲おそってくるのがわかってたみてーに」

「わかってたんですよ。昨日、僕も襲われましたから」

「な──!?」

　レゼルドは、メイとラフラ・リフラの方を向き、

「お二人には何から何まで初耳でしょうから──順を追って話していきます。

　一週間サイクルほど前、修練学校に、一人の転校生が来ました。

　つきそいは、老人と運転手。

　結果から言えば、どうやらこの三人は、変身律崩術メタモクランブルで姿を変えたディーヴァだったようです。

　それがわかったのは、今日になってからの話ですけど。

　ゆえに、おそらく敵の数は、三」

　ひたとレゼルドの目を見つめ、真しん剣けんに聞き入るラフラ・リフラ。一方メイは、聞いているのか聞き流しているのか。ぽよーんとした表情で、それでも一応黙だまって彼の方に視線を送っている。

「変へん身しんは完かん璧ぺき。ディーヴァのにおいまで消し去っていて……僕も、彼らの正体には気づきませんでした。

　しばらく様よう子すを見ていたようですが、彼らは昨夜、動きだしました。

　僕の寮りようを襲しゆう撃げきして来たんです。

　ここではじめて僕は、ディーヴァの存そん在ざいに気づいたんです。

　その時、ディーヴァのうち一人は、全く見ず知らずの警邏隊員ガーデイアンに姿を変えていました。

　こちらが死んだと思わせて、なんとかその場はしのぎましたが──

　ディーヴァの存在と、彼らがヒュームに変身し得ることは確かく認にんできたものの、彼らが普ふ段だんは誰だれに姿を変えているのか、その確認ができませんでしたから、事情は誰にも説明できませんでした。

　ディーヴァが『誰かに』姿を変えている、とだけ言ったのでは、互たがいの疑ぎ心しん暗あん鬼きを煽あおる結果にしかなりませんから。

　ともあれ、もしも彼らの本当の狙ねらいがメイさんで、周辺の切り崩くずしにかかっているのだとしたら、おそらく次に狙われるのはシンドレッド。

　そう判はん断だんして、僕は同級生の姿を借りて、シンドレッドのそばについていました。

　読んだ通り──

　問題の転校生と、クラスメートの一人に変身したディーヴァがシンドレッドを襲おそおうとしました。

　それはなんとか切り抜ぬけたのですが……

　おそらくここから先は、向こうも遠えん慮りよなく仕し掛かけてくるでしょう。

　こういったところが、現げん状じようです」

「……なあ、よくわからねえんだけどよ……」

　言ったのはシンだった。

「転校してきたリドニーはともかくとして、リッヂの奴やつは前から学校にいたんだぞ。どういうことだ？

　もとからディーヴァだった……ってことはありえねえだろ？　ならどこかで入れ替かわったってことか？

　そもそも、変身律崩術メタモクランブルってどういうものなんだ？　そういうものがある、ってことはガッコで習ったけどよ、詳くわしく知ってるわけじゃねえ。

　あいつら、どこからどう見てもヒュームだったぞ。

　お前も気づいてなかったんだろ？

　それにお前も、マークそっくりに化けてたし……」

　思いつくまま、疑ぎ問もんを並べる。

　レゼルドは、考え込むように腕うでを組み、やがておもむろに口を開いた。

「ディーヴァたちの使う律崩術クランブルが、僕たちドラグノの使う律崩術クランブルと全く同じなのかどうか……そこまではわかりませんけれど……

　一口に変身律崩術メタモクランブルといっても、いろいろあるんですよ。

　外見を変える、ということに関しては同じですが……

　僕が今、ヒュームのような姿をしているのは、肉体構こう造ぞうそのものを変化させる律崩術クランブル。

　肉体の基本強度や、律崩術クランブルを使う能力、などの特性は変わらないんですが……当とう然ぜん、翼つばさはなくなりますから空は飛べなくなりますし、大おお柄がらな者に変化するか小柄な者に変化するかで、手足のリーチも変わってきます。

　修しゆう練れん学がつ校こうで『リドニー』や『リッヂモンド』が律崩術クランブルのみでの攻こう撃げきを仕掛けてきていたのも、本当の姿の時と、手足の間合いなどが違ちがうからでしょうね。

　これは肉体そのものを変化させるわけですから、決して簡かん単たんな術じゃあありません。

　少なくとも僕が、この姿になった時は、そういった律崩術クランブルに詳しいドラグノが数人がかりで術じゆつ儀ぎ式しきを行い、時間をかけて変化しました。

　一人で、ごく短時間のうちに姿を変えるやりかたもありますが、それは体の方にかなりの負ふ担たんがかかるそうです。

　ディーヴァたちはおそらく、無む茶ちやを承しよう知ちで、こちらの方法を採とっているのではないでしょうか。

　一方、僕が修練学校でマークの姿をしていたのは、空気を利用して幻まぼろしを纏まとう律崩術クランブル。

　この場合、あくまで幻ですから、触さわればわかってしまうんです。

　例たとえばディーヴァがヒュームの幻を纏ったとしても、触ればそこに、角や翼は存在しているわけですから。

　ですからたぶん、ディーヴァたちが使っていたのは前者──肉体そのものを変化させるものだったんでしょうね。

　……たぶん『リッヂモンド』も、そんな方法で本物と入れ替かわったんでしょう。おそらくは今朝けさあたりに……」

　沈しずんだ声でレゼルドは言う。

「僕は今朝、通学途と中ちゆうのマークを呼び止めて、姿を貸かし、今日は学校に来ないようにしてほしい、と頼たのみました。

　肉体を変化させるにしても、幻を纏うにしても、重要なのはイメージです。

　どんな声、どんな姿に変わりたいのか。それをはっきりと頭の中に描えがけるかどうかで、術がうまくいくかどうかが決まります。

　現に僕が、国で今の姿に肉体を変化させた時には、特定のモデルがいませんでしたから、どうしても細部が普ふ通つうのヒュームと違ってしまいます。

　けれど今朝は、マークというモデルを目の前にしたおかげで、彼そっくりの幻を纏うことができました。

　つまり──

　リッヂモンドの姿を借りたディーヴァも、リッヂモンド自身をモデルにしたと考えられるわけです」

「……！　じゃあ……本物のリッヂは……!?」

　シンの口から漏もれる、かすれた声。レゼルドは静かに視線を伏ふせて、

「……ディーヴァが紳しん士し的てきな相談を持ちかけた、という可か能のう性せいは……低い、でしょうね」

「──」

　シンは小さく唇くちびるを嚙かむ。

　空気がその重さを増す。

　その重さを無む視しし、断たち切るように、レゼルドは言った。

「つまり。

　注意しなければならないのは、僕たちが分ぶん散さんするのは非常に危険だということ。知っている顔だからといって油ゆ断だんはできない、ということです。

　彼らが誰だれに姿を変えているかわかりませんから」

「あたし、わかる」

　こともなげに言ったのは──メイ、だった。

『──！』

　シンが。レゼルドが。はじかれたようにメイを見やる。

「本当ですか!?」

「うん」

「どうやって見分けるんです？」

「どう……って……いや、見ればわかるし。

　前、クッキー持ってきた女の人も、見ればディーヴァだってわかったし」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが落ちた。

「──今──」

　腰こしを浮うかせ、シンは落ち葉を踏ふみしめる。

　メイの方に向かって。

「何て、言った？」

「え」

　メイは、目の前のシンを見上げ、

「だから……その……

　クッキー持ってきたひとが、ヒュームの格かつ好こうをしたディーヴァだって……見たらわかった、って……」

「何で、すぐに、言わなかった」

　静かな声で、シンは問う。

「いやぁ。クッキー食べちゃったし」

　てへへ、と、ごまかしテレ笑い。

　瞬しゆん間かん。

　シンは両手で、力任せに、メイの両肩かたを鷲わし摑づかみにしていた。

　──ひっ──

　メイの小さな呻うめきにかまわず、シンは激はげしくその肩を揺ゆさぶる。

　廊ろう下かの崩くずれた修練学校の光景が。呻うめきが。リッヂモンドのことが。マーブル模も様ようのように溶とけ合い混こん沌とんとなって、シンの頭の中で渦うず巻いていた。

「なんで!?　なんで言わなかったんだよ！　言ってりゃあこんなことには……！」

「シンドレッド！」

「メイを、放す！」

　レゼルドの声も、ラフラ・リフラの声も届とどかない。

「なんで……!?」

　メイがふたたび小さく呻き──

　シンの動きが唐とう突とつに止まり──はじかれたように、手を放す。

「……仮に……先に彼女がそう言っていたところで──」

　一瞬空白になったシンの心に、レゼルドの静かな声が滑すべり込む。

「あなたは信じましたか？　信じたとして、どういう手が打てました？

　そんな話をしても、警邏隊ガードが信じてくれたとは思えません。仮に信じてもらえたとしても、見分けられるのがメイさんだけなら、ディーヴァたちは、他の者に姿を変えただけでしょう。

　結局は同じです」

「……けど……何かは……できたはずだ……何かは……」

　シンは呻くように漏もらしながら、きびすを返して歩み、立ち木のそばで、三人に背を向けたまま立ち止まる。

「メイ、無ぶ事じ、ですか？」

　案じるラフラ・リフラに、メイはうなずき、

「んむぅ。ディーヴァだから悪い人とは限らないというのに。心が狭せまいし」

　本気なのか冗じよう談だんなのかわからない彼女の言葉に、しかしシンは、今度は何の反はん応のうもしなかった。

　……ふぅ……

　レゼルドは小さく息を吐はき、

「……さて。そうなると問題は、このあとどうするか、です」

　メイとラフラ・リフラの方を見て、

「僕は、反はん撃げきを提てい案あんします。

　警邏隊ガードが、ヒュームに姿を変えた彼らを見つけられるとは思いませんから。

　……ディーヴァたちは、リドニー＝ベルコットと名乗る者に姿を変えていました。

　彼の住んでいる屋や敷しきの場所は知っています」

　仲良く世せ間けん話ばなしをしていた時に、『リドニー』自身が場所をしゃべったのだ。その部分は噓うそをついてはいないだろう。こちらを信用させるために。

「まずはそこを突つき、装そう備びや資し金きんを奪うばい、拠点アジトを潰つぶします。

　それだけで、向こうはかなりやりにくくなるはずです。

　すでに引き払はらっている可能性も、あるにはあるのですが……場合によっては、そこで戦せん闘とう、ということになるかもしれません。

　意見はありますか？　メイさん」

「え」

　いきなり話を振ふられ、メイは、ぴくんっ、と小さく体を震ふるわせて、

「あ、ええと。ない。

　でも、前に使った呪キヤスト環リングとかいろいろ、うちに……うちに置いてるし」

　以前やって来たディーヴァの刺し客かくと戦ったときに、シンとメイは、いろいろな方法で調達した、いくつかの道具を使った。

　それらはいまだ、シンの家に置いてある。

　レゼルドは思し案あん顔がおで、

「なるほど……そこにディーヴァたちが張はっている可能性はありますが……

　こちらの装備を調ととのえるのも必要ではありますね……」

「ラフラ・リフラも、戦います」

　リワーダーの少女も言う。瞳ひとみに確かつ固こたる決意の色を宿し。

「メイ、ラフラ・リフラの、運命。運命、戦って勝ち取るもの。だから、戦います」

「なるほど──」

　レゼルドはひと呼こ吸きゆう置いて──問う。

「シンドレッドは？　どうします」

　三人の視線が──背を向けたままのシンに注がれる。

　沈ちん黙もくは──さして長くは続かなかった。

「……やるよ」

　シンは答えた。ひどく疲つかれた声で。

　一同に背を向けたまま。

「……嫌いやだ、って言ったって……どうせ向こうはこっちを狙ねらって来るんだ……」

「なら、決まりです」

　言ってレゼルドはきびすを返す。

「まずはシンドレッドの家。武器を回収して、その次は──

　ディーヴァたちの、拠点アジトです」




　マークが帰き路ろについたのは、昼になる少し前のことだった。

　修しゆう練れん学がつ校こうの前にしばらくいたのだが、結局警邏隊員ガーデイアンに追い返されたのだ。

　事件があった時、校舎の外にいたマークからは、事じ情じよう聴ちよう取しゆをする必要もなし。現場の混こん乱らんを避さけるためにも帰ってもらった方がいい──おそらく、そんなふうに判はん断だんされたのだろう。

　確かに現場は混乱してはいたが──そこでなんとか得た情報によれば、負傷者や重傷者は出ているが、幸い死者はいないらしい。

　あくまで現時点では、の話ではあったが。

　ともあれそれを聞いて、マークもようやくおとなしく、帰路についたのだ。

　気分が悪い。

　足あし下もとが、妙みように頼たよりない。

　まるで、水の上に浮うかんだ綿わたを踏ふんででもいるかのようだ。

　のろのろと歩みを進め、それでもやがて、家の近くまでたどり着き──

　そこで、足が止まった。

　家の前に人がいた。警邏隊員ガーデイアンが三人。いずれも知らない顔である。

　視線が、合った。

　マークはふたたび、のろのろと歩みを進めはじめた。やがて三人の前に着き──

「マーク＝フォルリバー、だね」

　警邏隊員ガーデイアン姿の一人が言う。

「レゼルド＝ギノス＝レジザノールとシンドレッド＝カイラムは来ていないかね？　修練学校の事件と関かかわりがあると聞いたが。

　確かきみは、二人の友人だったな」

「あ……ええ……」

　よくわからずに、あいまいに答える。

「来ているのかね？」

「あ、いや……来てません」

「そうか……」

　警邏隊員ガーデイアンは、他の二人とも視し線せんを交かわし、

「──すまないが、一いつ緒しよに来てくれるか？　話が聞きたい」

「ええ」

　きびすを返して歩きはじめる警邏隊員ガーデイアンたちのあとに従したがいながら──マークの頭にぼんやりと、ある考えが浮うかぶ。

「……友達ダチの一人が……姿を変えたディーヴァだったらしいんだ……」

　ぽつりと漏もらしたマークの言葉に、警邏隊員ガーデイアンたちが足を止める。

「──話はあとで──」

「オレは、友達ダチだと思ってた」

　マークは続けた。

「なんでだよ。教えてくれよリドニー。

　なあ、お前なんだろ」

　警邏隊員ガーデイアンたちは──いや、警邏隊員ガーデイアンに姿を変えたディーヴァたちは硬こう直ちよくした。

「──なぜ──そうだと──」
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　うちの一人が言う。『リドニー』とは似ても似つかぬしょぼくれた中年男だが、おそらく彼が、かつて『リドニー』だった者なのだろう。

　マークは泣き笑いの表情で、

「バッカ。カマかけてみただけだって……お前、そのへんはあいかわらずそそっかしいでやんのな……」

「薄うす々うす気づいたなら──何故なぜついて来た？　怖こわくはないのか？」

　別の一人が問う。

「怖いって。決まってんだろ。

　けど……

　聞かせろよ。なんで……なんであんなことを……なんであんなことになっちまったんだよ……

　ディーヴァだから、ヒュームだから、ってのはナシだぜ。そんなもの関係ねえだろ。それとも……噓うそかよ。最初っから全部噓かよ」

　しゃべっているうちにも、自分で、何が言いたいのかわからなくなってくる。

　マークはただ──怖かったのだ。

　ディーヴァが、ではない。まわりの人間が不幸になるのが。友人がいなくなるのが。

「なんでだよ!?　なあ!?　ヒュームとディーヴァじゃあ友達ダチになれねえのかよ？　お前のやんなくちゃあならないことってのは、そんなに大事なことなのかよ？」

　一人が息を吐はいた。

　重い。重い吐と息いき。

「理り想そう論ろんは、嫌きらいではない」

　ゆっくりと左右に首を振ふり。

「お前のような男も、嫌いではない」

　そしてまっすぐに──マークを見つめる。

「だが──あまり賢かしこいとも言えんな──」




「……誰だれもいねえ……のか……？」

　囁ささやいたシンの声は、吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホールに、妙みように響ひびいた。

　街の片かた隅すみにある──豪ごう邸ていというほどでもないが、ただ家と呼よぶには立りつ派ぱすぎる屋や敷しき。

　そこが『リドニー』の家──つまり、ディーヴァたちが拠点アジトとしていた場所だった。

　四人はそこにやって来ていた。

　シンの家での道具回収は、拍ひよう子し抜けするほどあっさりと済すんだ。ディーヴァたちの待ち伏ぶせがあるかとも思ったのだが──どうやら向こうは、メイがいないことを確かく認にんすると、早々に引き上げたようである。

　……家の屋根やら壁かべやらをぼろぼろにした挙あげ句く、家か財ざい道具をレアに焼いて。

　さすがにシンとしては、うれしいわけもなかったが──そこで文もん句くを言っていてもはじまらない。手早く道具をいくつか回収して、適てき当とうに分配している。

　メイには、呪キヤスト環リングが四つ。両方の手首に二つずつ、ブレスレットのようにつけている。どういうものなのかまでは、シンは知らない。

　そのシンが持つのは、以前レゼルドから預あずけられた、律崩術剣クランブレード、と呼ばれる、対ディーヴァ用の武器。見た目はただの金属筒とうだが、キーワードを唱となえ、刻きざまれた呪じゆ紋もんの帯をなぞって真ん中から引き離はなせば、ディーヴァの血のみを破は壊かいする、光の刃やいばが現れる。

　……ただしこれ、ディーヴァ以外のものには何の害がいも及およぼさず、なおかつシンが使う限り、リーチも短い。

　しかしまあ、何もないよりはいい。

　家にストックした武器の中には、以前のどさくさにまぎれて、警邏隊員ガーデイアンが落としたのを拾って隠かくしておいた剣けん、というものもあった。

　犯はん人にん逮たい捕ほ用ように冷気を発する呪キヤスト環リングが、柄つかの部分に標ひよう準じゆん装そう備びされた、なかなか便利なシロモノなのだが、そんなものをぶら下げて街を歩いていたりすれば、間ま違ちがいなしに逮捕される。惜おしいがそれは置いてきた。

　レゼルドとラフラ・リフラは、特に何も持たず。

　当人たち曰いわく、『別にいい』。

　ともあれここまで覚かく悟ごを決めてやって来て──

　しかし、玄げん関かんの扉とびらにカギはかかっておらず、入ってみれば、誰かがいる気け配はいはない。

「もう撤てつ去きよしたのかもしれません」

　それでも、あたりに注意深く視線を走らせながら、レゼルドが言う。

「リドニーに姿を変えていたと明らかになった以上、ここを拠点アジトにしていたことは、僕たちにも、警邏隊ガードにもすぐに突つき止められるでしょう。

　ならば彼らが、ここを去っていてもおかしくありません」

「じゃあ……調べてもムダ、ってことか？」

「彼らもゆっくりはしていられなかったはず。何か残しているかもしれません。

　もちろん、何も残していないかもしれませんが。

　こればかりは、調べてみないと。

　二手に分かれましょう。あまりゆっくりしていると、警邏隊ガードが来てしまいます。鉢はち合あわせすると、余よ計けいな時間を取られることになりますから」

「なら、ラフラ・リフラ、メイと、いっしょに、行きます」

　ラフラ・リフラが声を上げる。それにレゼルドはうなずいて、

「わかりました。ではお二人は上を。シンドレッドと僕は一階したを捜さがします。何かあったら呼び合いましょう。

　それと──

　ここにディーヴァはもういないようですが、ひょっとしたら、僕たちが来ることを見み越こして、何かの罠わなをしかけているかもしれません。

　……まあ、そんな時間はなかったと思いますが……とにかく、用心に越したことはありませんから、気をつけてください」

　ラフラ・リフラはうなずくと、メイとともに、玄関ホールから上へと続く階段に向かった。

「シンドレッド、僕たちも」

「……ああ……」

　うながされるまま、シンはレゼルドとともに、一階の捜そう索さくを開始した。

　廊ろう下かを進み、慎しん重ちようにドアを開け、室内を調べる。決して華か美びではないが、質しつのいい調度品の数々。インテリアとして見るべきところは多々あったが、ディーヴァの残した何か、となると、さすがにそうあっさりと見当たるはずもない。

　キッチンの状じよう態たいから、ディーヴァが、ヒュームとあまり変わらないものを食べていることくらいはわかったが、それが役に立つはずもなし。

「……ここも……何かありそうにはねえけどなぁ……」

　いくつめかの部屋に入り、シンは疲つかれた声で言う。

　ただの寝しん室しつ。……まあ、ひょっとしたら、枕まくらの下に武器くらいは隠かくしてあるかもしれない。とりあえずは捜してみる。

「──ところでシンドレッド、聞いておきたいんですが」

　壁かべぎわのクローゼットを覗のぞき込みながら、レゼルドは言った。

「何だよ」

　と、ベッドマットの下を探さぐりながら、シン。

「あなたは、メイさんのことが好きですか」

　ぶウ。

　さすがに吹ふいた。

「……な……なんだそりゃあぁぁっ!?」

　思わず立ち上がり、大声でツッコむ。

　しかしレゼルドは手も休めず、

「今のうちに確かめておきたいんですよ。いざとなった時、あなたが使えるかどうか」

「──使え……」

「例たとえば──」

　役立たず扱あつかいされたような気がして、ムッとするシンに、レゼルドはようやく視線を向けて、

「ディーヴァがこう言ったとしましょう。メイさんを差し出すなら、それ以上は何もしない、と。

　その時、あなたがどうするのか。それを知っておきたいんです。

　もしもあなたがメイさんのことを嫌きらっていれば、首を縦たてに振ふるかもしれない。

　ならば一いつ緒しよには戦えません。

　だから、聞きました」

「………………………………」

　沈ちん黙もくしたシンに、かまわずレゼルドは続ける。

「ひと月前は──嚙かんでしまったからほうり出せない。あなたは僕にそう言いました。

　けれど実じつ際さいのところ、たったそれだけの理由で、ディーヴァに立ち向かったわけではないでしょう」

「………………………………」

　シンは苦い表情で、ふたたびベッドの下をごそごそ探りはじめる。さきほど探したばかりの場所を。

　確かにあの時は──はじめての実戦でパニックを起こし、その結けつ果か、ディーヴァにメイを傷つけられた。

　その敗はい北ぼく感かんと罪ざい悪あく感かん、というのが、戦う大きな理由だった。

　しかし、これこれこういうことです、と正直には語りにくい。

「その理由はどうあれ──」

　しかし、そういったあたりのことを深く追つい及きゆうするつもりはないらしく、レゼルドは続ける。

「問題となるのは、今、です。

　今回の件では、あなたの友人や知人も多く巻き込まれています。

　実際、さきほどは、混乱していたこともあるとはいえ、あなたは二度、メイさんに摑つかみかかった。

　いざという時、シンドレッド、あなたはメイさんを守ろうとするのか。

　それだけはどうしても、はっきりとさせておく必要があります」

　シンは、なおも無む言ごんでベッドの下を無む意い味みにまさぐり続け──

「シンドレッド──」

「……わかんねえよ」

「わからない？」

「ああ」

　シンはようやく手を止める。無意味さに気づいたのか、あるいは単に飽あきただけか。

「別に、メイの奴やつが悪いってわけじゃない。

　……と、思う。

　とにかく確かに言えるのは、ディーヴァの奴らが問題だ、ってことだ」

　長いため息に言葉を乗せたような、声。

「もし仮に──ディーヴァには、メイの命を奪うばうのに充じゆう分ぶんな理由があったとしよう。

　けどそれなら、その理由を説明すればいいじゃねえか。

　いや──他人には言えないような理由だったとしても、だからって……ヒュームだからって、巻き込んで殺していいってわけじゃねえ！　そうだろ！」

「その通りです」

　レゼルドの、静かな同意。

「わかってるんだよ。そんなことはわかってるんだよ。メイが悪いかどうかは知らねえ。

　けど一番納なつ得とくできねえことをやらかしてるのはディーヴァの連中だ！

　そんなことは……わかってるんだ……けどよ……」

　窓から射さす陽ひが織おりなす明暗の中で、シンは、ただぼんやりと、絨じゆう毯たんに視線を落としていた。

「何なんだ？　あいつは──メイの奴は？　何者なんだ？　何やらかした？

　……そんな思いが……どうしても……頭から離はなれねえんだ……」

　レゼルドの、深い、ため息。

「──けど……」

　シンは続ける。

「さっき、な──

　俺おれが摑みかかった時──二度とも──ほんの一いつ瞬しゆん……ほんの一瞬なんだけどよ……」

　思い出す。メイの、藍あい色いろの瞳ひとみに浮うかんだその翳かげりを。

「ひどく……ひどくおびえた目をしやがったんだ……

　今まであいつが、あんな目したのは見たことがなかった。

　それで……放した」

　レゼルドやラフラ・リフラに止められたからではない。

「思っちまったんだ。ふと。

　あいつ……頭悪くてお子様で性格変で俺おれのこと部下呼ばわりしたりしやがるけど……本当はやっぱり……怖こわいんじゃないか、ってな……」

　レゼルドは、何も言わない。

　仕し方かたなく──何が仕方ないのかは自分でもわからなかったが──シンは続ける。

「今はもう、なんか、頭ン中ぐちゃぐちゃになっちまってる。

　ぶっちゃけた話、メイの奴やつを守るために命をかける、なんざ御ご免めんだ。

　もしディーヴァとにらみあいになったら、戦えるかどうか、正直言ってわからねえ。

　もちろん自分が殺されるのはまっぴらだけどよ、こっちも別に、相手をぶち殺してえわけじゃねえ……

　前にディーヴァを倒たおした……いや、殺した時も……そもそもは仕し掛かけてきたあっちが悪い、とは思ってても、正直、しばらく寝ね覚ざめが悪かった……

　かといって、メイの奴を生け贄にえにさし出すってのもまっぴらだ……

　こっちをナメて、わけわかんねえことを好き勝手やってるディーヴァの思い通りになんぞ、なってやらねえ。

　……あー。つまりだな、なんつーか……」

　言っていて、自分でも何が言いたいのかわからない。

「殺し合いなんてしたくねえけど、メイの奴を見み捨すてるのもまっぴら……って、都つ合ごうのいいこと言ってるよな。俺も……」

　結けつ局きよく何だかわからなくなり、首の後ろをぽりぽりと搔かく。

「いいんじゃないですか。都合のいいことで」

　レゼルドは言った。

　どこか、安心したように。

「都合のいいことを望まない者なんていませんよ。

　僕だってそうです。

　命のやりとりなんてしたくありませんし、かといってメイさんをさし出すようなこともしたくない。

　けれど、ディーヴァたちがこちらに手を出して来るから。それが許せないから戦う。

　言い換かえれば、自分が納なつ得とくできる──自分に都合のいい方法を選んでいる。ただそれだけのことですよ。

　……ついでに言うと僕は、殺し合いが大好きだ、などという人とは、正直、友達になりたくはありませんから。あなたがそういうタイプではなくて、ホッとしています」

「……なんだそりゃ……」

　シンは小さく笑うとゆっくりと立ち上がる。体を伸のばしながら、

「……あー。なんかスッキリした。

　……変だよな。何も解かい決けつしてねえっつーのに」

　もやもやを吐はき出すだけで、ずいぶんと楽にはなった。

　ひょっとしてレゼルドは、それを狙ねらってでもいたのだろうか。

「悪かったな。ウジウジしちまって。

　ま、ひょっとしたらまたやっちまうかもしれねえけど……

　とにかく、ディーヴァたちをこのまま野の放ばなしにしてはおけねえ。それだけは確かなんだからな」

「──ですね」

「さ……次の部屋行くか。ここも何もなさそうだしよ」

　シンは気づいただろうか。自分の表情かおから、重いものが取れたことに。

　二人は寝しん室しつをあとにすると、さらにいくつかの部屋を調べ──

　やがて開いた、一枚のドアの向こうには──部屋ではなく、下へと続く階段と、それを飲み込む闇やみとがあった。

　わきあがる空気が、冷たい。

　湿しめった古い木のにおい。

「……地下室、か……」

　シンがつぶやく。

　物置として。あるいは酒などの保管場所として。地下室がある家も少なくはない。シンの家にはないが。

「こういうところには怪あやしいものが転がってる、ってのが相そう場ばだよな」

「相場なんですか」

「……お前、娯楽読み物ペーパーバツクとか読まねーのか？」

　シンは、入り口近くに呪キヤスト環リングを見つけ、指先でくるりとなぞる。

　刻きざみ込まれた呪じゆ紋もんが、人の持つ魔ま力りよくに反はん応のうし、律崩術クランブルを発動させる。効こう果かは言うまでもなく──明かり。

　なぞった呪キヤスト環リングと組になった呪環ものが、天てん井じように埋うめ込まれており、そこに白光が出現した。

　奈な落らくに続くかとすら思えた闇は、しかし光に晒さらされた途と端たん、何の変へん哲てつもないおんぼろ階段の貌かおを見せた。

　その先にあるのは廊ろう下か。どうやら地下にも、いくつかの部屋があるようである。

　なんとなく顔を見合わせ──二人は下りはじめた。

　階段のきしみが、妙みように気に障さわる。

　地下だからだろうか。それにしても妙に冷える。もとはベージュ色か──今はくすんだ白にしか見えないモルタルの床ゆかは、ひどく、じめついている。

　並んだ、いくつもの扉とびら。

　一つ目の奥おくは、闇。壁かべの呪キヤスト環リングをなぞると、明りの下に、がらくたの山が現れた。

　二つ目の奥は──

「──メイさん！　ラフラ・リフラ！　来てください！　地下です！」

　レゼルドは声を上げた。




　二階には、変哲もない部屋が並んでいるだけだった。

　かつては誰だれかの部屋、今は来客用、といったところだろうか。ベッドと棚たなと小さなテーブルがあるだけの、似たような部屋がいくつか。

　二人でざっと調べてみてはいるが、こんなところに何かがあるとも思えない。

「ねー、らふりふ～」

　飽あきたのか疲つかれたのか。あるいはふかふか感がうれしいのか。ベッドの上で腹はら這ばいになり、足をばたばたさせながら、メイは言う。

「ラフラ・リフラ、です」

　当人が訂てい正せいする。その場所から、メイの表情はよく見えない。

「……部下その二のこと……どう思う～」

「あれは、だめです」

　即そく座ざに断だん定ていした。

「メイへの、忠ちゆう誠せい心しんが、ありません。

　きっと、リーダの座ざ、狙ねらっています」

　もし当人がいれば、ありとあらゆる面からツッコミを入れられそうなことを真顔で言う。

　メイは枕まくらに顔を埋うずめ、

「……あたしのこときらいなのかなぁ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。もっと、メイの、リーダーらしいところを、見せれば、いいです」

「……リーダーらしいところ……？」

「食料を、与あたえるとか。散さん歩ぽに、連れてゆくとか」

　──メイには過か去この記き憶おくがない。

　自分が、何を、どこまで忘れているのかもはっきりせず、風習や生活についてさえ、よくわからないことは多々あった。

　しかしそんなメイでさえ、今のラフラ・リフラのアドバイスは、ちょっと違ちがうんじゃないかな、とか思う。

「……怒おこってたなぁ……部下その二……」

　つぶやいて、小さく唇くちびるを嚙かむ。枕に顔を埋めたまま。

「メイは、悪く、ありません」

　ラフラ・リフラにそう言われると、何か余よ計けい不安になってくるのは何故なぜだろう。

「……んー……」

　意い味みもなく呻うめいて──

「──メイさん！　ラフラ・リフラ！　来てください！　地下です！」

　遠くから、レゼルドの声が聞こえた。




　後ろから近づく足音に、しかしシンはふり向くことも、目の前の光景から目を離はなすこともできずにいた。

「こっちです」

　レゼルドの声。

　二つの足音と気け配はいは、シンのそばまでやって来て──

　──ひぃ──

　ひきつるように息を吞のんだのは、メイだろうか。

　たぶんここは、もともとはワインセラーか何かだったのだろう。奥おくの方に、樽たるやら棚たなやらが見える。

　確かめようはない。どうでもいいことだし、そもそも樽や棚のある場所までは行けない。

　目の前の、氷の壁かべに阻はばまれて。

　空気が冷たいのも当たり前。部屋のほとんどは、おそらく律崩術クランブルで生み出されたものだろう氷で埋められていた。

　その中に、樽や棚や──何人もの人間ヒユームを閉とじこめて。

　リドニーがいる。女運転手がいる。最初の日、リドニーといっしょにいた老人がいる。

　知らない男がいて知らない女がいて知らない青年がいて知らない中年がいる。

　彼らはすべて下着姿で、立ったまま眠ねむっているかのように、厚あつい厚い氷の中に閉じこめられていた。

　当とう然ぜん──

　生きているはずもない。

　シンはふと連れん想そうする。修しゆう練れん学がつ校こうに進む前。子供の頃ころ通っていた学校。その片かた隅すみにあった標ひよう本ほん室しつを。ホルマリンの小さな小さな海に眠る無数の死体を。

「どうやらこれが、ディーヴァたちが変身律崩術メタモクランブルに使っていた『モデル』のようですね」

　レゼルドの声が、どこか遠くに響ひびく。

「僕を襲おそった警邏隊員ガーデイアンの顔もあります。たぶんディーヴァたちは、あちこちから人を集めて、姿を変えるための見本にしていたんでしょう。

『リドニー』も、ここの屋や敷しきの主あるじと遠とお縁えん、ということになっていましたが……たぶん実じつ際さいのところは、修練学校に潜もぐり込むために作られた『設定』に合わせて、適てき当とうに連れてこられた誰だれか、といったところでしょう」

　どんっ、と何かにぶつかられ、よろめいて、シンは我われに返る。

　あやうく倒たおれそうになるのを、なんとか踏ふんばり、目をやれば、自分にしがみついてきたのは──
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「──メイ？」

　彼女は答えない。両手でシンに抱だきつき、服をにぎりしめる。顔をシンの胸にうずめたまま、肩かたをひどくふるわせて──

　──ひっ──ひっ──ひっ──

　漏もらすのは、恐きよう怖ふの声というよりも、まるで何か、たちの悪い発ほつ作さのような息づかい。

「おい!?　メイ!?」

「メイ！」

「──！　ここから離はなしましょう！　外へ！」

　三人は、硬こう直ちよくするメイを引きずるように連れて行った──




「もう一体何が何やら」

　地下を出て、屋敷の外に連れ出すと。

　発作だか何だかはあっさりとおさまり、メイはのんきな口く調ちようでそうのたまわった。

　とはいえ、いつもの調ちよう子しとはいかない。ごくわずかだが、瞳ひとみにも声にも、憔しよう悴すいの痕あとが残っている。髪かみ飾かざりまでが力無なく垂たれているように見えるのは──さすがにまあ、シンの考えすぎだろうが。

　一同が場所を移したのは、屋敷から少し離れた所にある空き地だった。丈たけの低い雑ざつ草そうが芝しば生ふのように地面を覆おおい、そばにある、別の家の生いけ垣がきや庭木が陰かげを作っている。

　通りにまで顔を出せば、さきほどまでいた屋敷がわりと近くに見える。そんな場所だった。

「すみません」

　言ったのはレゼルドだった。

「まさか、メイさんがあんなにショックを受けるとは」

「んー」

　メイは、何かを思い出すように首をかしげ、

「そういうんじゃなかったような」

「じゃあ、どういうのなんだ」

　シンに問われて、彼女は再び首をひねり、

「なんか……見たことあるような思い出しそうな。でもって頭がぐるぐると」

「思い出す？　記き憶おくが戻もどりそう、ってことか？」

「そこまでは。結けつ局きよく何も思い出してないし」

　残念そうな様子など微み塵じんもない。

　しかしどうやら今の騒さわぎのせいで、シンもメイも、ぎすぎすしていたことなどすっかり忘れているようである。

「それで……もう、大だい丈じよう夫ぶなのか」

「ん」

　にまっ、と、白い歯を見せて笑う。

「……結局、わかったのは……あいつらが、人間ヒユームの命なんぞ、最初っから屁へとも思ってなかった、ってことだけか……」

　シンは憂ゆう鬱うつにつぶやいた。

「しかし、すでに拠点アジトを引き払はらったとなると、問題は、今後彼らがどう動くか、です」

　レゼルドが口を開く。

「向こうもこちらを捜さがしているはずですから、最悪、僕たちが堂々と表通りを歩いているだけで、現れてはくれるでしょうが……先に相手を見つけた方が、選せん択たくの幅はばが広がることは確かです。

　どう動いて、どう戦うか。

　彼らがやろうとしたように、相手が分ぶん散さんしたところを各かつ個こ撃げき破は、というのがセオリーですが……彼らがばらばらに行動してくれるとは思えません」

「けど、これであいつらも、アジトがなくなったわけだしよ……向こうもやりにくくなったことだけは確かだよな」

「縄なわ張ばりを、追い立てられた獣けものは」

　シンの希望的な意見に、詠うたうように言ったのはラフラ・リフラだった。

「次の縄張りを、求めます。奪うばってでも」

　シンとレゼルドは顔を見合わせる。

「なるほど──」

　レゼルドが視線を向けた先にあるのは──隣となりの生いけ垣がきに阻はばまれて見えないが、ディーヴァたちが使っていた屋や敷しき。

「ディーヴァたちはあそこの住人を殺し、なりすました。

　たとえあの屋敷を追い立てられても、別のどこかで同じ事をするだけ。そういうことですね」

「それじゃあ意味ねえじゃねーか！」

「たぶんディーヴァは次の拠点アジトを調ちよう達たつします。調達したら……そのあと、彼らは何をするか……？」

　シンの怒いかりの声にはとりあわず、レゼルドは一人ごちる。

「向こうもたぶん、僕たちをいぶり出すことを考えるはず。こちらの拠点アジトとなりそうなところを叩たたきにかかるでしょう。

　しかし、僕の寮りようも、シンドレッドの家もすでに襲しゆう撃げきした。僕たちがそのあたりにのこのこ戻もどってくるとも考えてはいないでしょう。

　なら、彼らはどこに目をつけるか……」

　はっ！　とレゼルドは顔を起こす。

「シンドレッド！」

「──どうした？」

「次は、たぶん、マークが狙ねらわれます！」




　マーク＝フォルリバーの家は、修練学校と、市首長メイヤーロード公館がある丘おかとの中ほどにある。

　──家だったものは、と表現した方が正しいだろう。

　シンたちがそこにたどり着いた時、マークの家だったものは、シンの家と同様に、あちらこちら穴あなぼこだらけになっていた。

　あたりには野や次じ馬うまだらけの人だかり。人の整理に捜そう査さにと、何人もの警邏隊員ガーデイアンが右う往おう左さ往おうしている。

「……何だよ……こりゃ……」

　自分はただ、馬ば鹿かみたいに呆ぼう然ぜんとしまくることしかできないのだろうか。頭のどこかでぼんやりとそんなことを考えながら、シンは、止めていた足を再び進めはじめた。

　人ひと垣がきの──マークの家の方に。

「──ちょっと！」

　こちらに気づいた警邏隊員ガーデイアンの一人が非ひ難なんじみた声を上げる。これ以上やじ馬が増えるのは御ご免めんだ、とでも言いたげに。

「事故があったんだ！　危険だから近寄らないでくれ！」

　はいそうですか、というわけにはいかない。こちらは関係者なのだ。

　シンは口を開き──

「ディーヴァ」

　響ひびいた言葉に、全員が硬こう直ちよくした。

　言ったのはシンではない。彼の斜ななめ後ろについて歩いていたメイである。

「……な……？」

　肩かた越ごしにふり向き、シンが戸と惑まどいの声を漏もらす。メイはその目を見つめ返しながら、

「だから。

　すぐ言え、って言ってたし。すぐ言う。

　ということで」

　まっすぐに指さす。シンたちに注意を発した警邏隊員ガーデイアンを。

「あのひと、ディーヴァだから」

　……ざわっ……

　群ぐん衆しゆうがざわめく。

　むろん普ふ段だんなら、戯言たわごととして聞き流されただろう。しかし虚きよ実じつ取り混まぜ種しゆ々じゆ雑ざつ多たな噂うわさが流れる現げん状じようでは、話が違ちがった。

　視し線せんが、警邏隊員ガーデイアンに集まる。隊員は何か言おうとして──何も言えず──

「んで」

　メイは、伸のばした右手につけたブレスレットのようなもの──以前に用意しておいた呪キヤスト環リングを、左手で、くるり、と回すようになぞった。

　同時に、熱気が空を圧あつした。

　突とつ如じよ頭上から降り来た炎ほのおの塊かたまりは、メイたち四人を飲み込み、道を灼やく──はずだった。

　しかし。メイがはね上げた右手の先で、紅ぐ蓮れんの炎は青い大気に還かん元げんされる。

　そのままメイは人さし指を一本立てて、

「あそこに、あと二人」

　あからさまな動どう揺ようの気け配はいは、メイの指さす先にあった。

「!?」

　シンが顔をはね上げる。その動きにつられて、野次馬たちの何人かも。

　洋服屋の高い屋根。上には、翼つばさを背負った影かげが二つ。

　悲ひ鳴めいが上がる。野次馬たちの間から。

　パニックが、起きた。




　何なのだ。あれは。

　屋根の上に身をひそめていたセゼノールの背に、悪お寒かんがはりつく。

　むろん他ほかでもない。ターゲットの、メイという小こ娘むすめのことである。

　迎むかえ撃うつ仕し掛かけは済すんでいた。

　最初に構こう想そうしていた、マークというクラスメートの姿を借りて近づく方法は、結けつ局きよく使わなかった。

　会話をしてみてわかったのだが、『リドニー』役のキルケリウスも、マークという男のことを充じゆう分ぶんに把は握あくできてはいなかった。

　ならば、言葉使いなどから正体を悟さとられて、策さくを逆さか手てに取られる危険があるからである。

　だから、ターゲットたちがアジトとして利用する可か能のう性せいのある、マークの家を破は壊かいし、そこで網あみを張はることにした。

　キルケリウスは警邏隊員ガーデイアンに姿を変えて接せつ近きん。至し近きん距きよ離りからの不ふ意い打うちをかけて、相手を一人──できればターゲットを倒たおす。

　ターゲットたち一行の注意がキルケリウスに向いた時点で、屋根の上に待たい機きしていたセゼノールとルグリアが、頭上から攻こう撃げき。全ぜん滅めつ、もしくはターゲットの抹まつ殺さつを狙ねらう。この機にキルケリウスは離り脱だつ。

　もしこの時点でも、なお、ターゲットを仕し留とめられなかったとしても、相手の数は減へっているはず。

　離脱し、ディーヴァ本来の姿に戻もどったキルケリウスと合流し、数の優位を活いかしてかたをつける。

　そういう計画だったのである。

　今はセゼノールも、鎧よろいと武器とを身に纏まとっている。得え物ものは二本のショートソード──ヒュームの基き準じゆんで言うとそうなのだが、彼が持つと、大ぶりな短剣ダガーのようにしか見えない。

　キルケリウスの変身には、何の問題もないはずだった。

　そのあたりでサボっていた警邏隊員ガーデイアンを物もの陰かげに引きずり込み、頸くびをへし折って、衣い装しようと姿とを借りた。現場にいた野次馬や、他の警邏隊員ガーデイアンたちも、身を変えたキリケリウスに、何の疑ぎ念ねんも違い和わ感かんも抱いだいてはいなかったはずだ。

　しばし待つうち、ターゲットたち四人が近づいてくるのが、屋根の上から見て取れた。

　ヒュームが二人。赤い髪かみの少女──メイとかいう名のターゲットと、黒い髪の男。たしか名前はシンドレッド。剣けんの腕うでは悪くないと聞いていたが、今はそういった得物を持っている様よう子すはない。

　一人はドラグノ。要注意。

　そして──もう一人。これがわからない。

　ヒュームの女にしか見えないのだが、どこか雰ふん囲い気きが違ちがう。

　とはいえそれが、作戦を中止にする理由にはならない。予定通り、キルケリウスが姿を変えた警邏隊員ガーデイアンは、制せい止しするふりを装よそおい──

　しかし。

　近づく前に、ターゲットは、キルケリウスが姿を変えた警邏隊員ガーデイアンを、ひと目でディーヴァと言い当てたのだ。

　どういうことだ。これは。

　女運転手に姿を変えていたルグリアが、正体を見み抜ぬかれた話は聞いている。

　しかしそれはおそらく、ルグリアが何か不用意に発した言葉の端はし々ばしから、正体を推すい測そくされ、かまをかけられたのだろう。セゼノールはそう考えていた。

　だが、今のは違う。明らかに。

　しかしそこでうろたえて、すべてを台だい無なしにするわけにはいかない。予定とは違うが、とっさにセゼノールは抑おさえた声で呪綴スペルを紡つむぎ、炎ほのおの塊かたまりを降らせた。

　ターゲットが、無む造ぞう作さに片手を上げたのは、その時だった。

　まさか。

　思うセゼノールの目の前で、炎は、かき消された。

　何かの呪キヤスト環リングを使っていたようだが──そんなことは関係ない。

　あれは──ターゲットは、ただ者ではない。それが、事実。

　──この場は退ひくか──

　一いつ瞬しゆん、彼の脳のう裏りをそんな思いがかすめる。

　だが、ここで一時退たい却きやくしてどうなるのか？　こちらの正体を問もん答どう無む用ようで見抜かれるのなら、姿を変えても意味はない。それに相手の力を知らなければ、次の手も打ちようがない。

　では、相手の力を知るにはどうするか。

　結局は戦ってみるしかない。

　ターゲットがこちらを指さして何か言い、まわりの連中も視し線せんを上げて──

　野次馬たちが悲鳴を上げた。

　パニックに陥おちいり、逃にげ出しはじめる、そんな中。

「仕し掛かけるぞ。ルグリア」

「はい」

　声をかけ、ルグリアが答えた時には、セゼノールははや、宙ちゆうにその身を躍おどらせていた。

　翼つばさで空を滑すべり降りながら呪綴スペルを紡ぐ。風に頰ほおが震ふるえる。

　ターゲットたち四人の中心に、炎を出現させるつもりだった。

　赤毛の少女が、上げていた右手を無む造ぞう作さに後ろに回す。

　何か言ったようだが、セゼノールの耳には聞こえなかった。

　そして、セゼノールの律崩術クランブルは──発動しない。

　風で頰をなぶられたせいで、呪綴スペルを正確に発音できなかったのか。

　……それともまさか──

　発動そのものを防がれたとでもいうのか？

　答えを導みちびくまでもなく地面が迫せまる。

　赤毛のターゲットを視し界かいに捕とらえ、セゼノールは二本のショート・ソードを引き抜ぬいた。




　ディーヴァの一人が、急きゆう降こう下かをかけながらメイに向かう。その手の中に、二本の鋼はがねが出現した。

　もう片方──女のディーヴァは、ヒトの耳には獣けものの咆ほう吼こうとしか聞こえぬ声を上げる。

　攻こう撃げき型がたの律崩術クランブル。メイへの二段攻撃か。それとも他への牽けん制せいか。

　しかしディーヴァが剣けんを振ふるう間も、律崩術クランブルを放つ間もなく──メイの姿が、消えた。

　あわててディーヴァたちは攻撃を中ちゆう断だんし、飛ひ行こう軌き道どうを変える。水鳥のように翻ひるがえり、空に羽ばたきとどまった。

　メイは、道の隅すみにいた。ラフラ・リフラに抱だきかかえられて。

　ディーヴァがメイに向かって降下してきた瞬しゆん間かん。ラフラ・リフラは横飛びに大地を蹴けって、メイをその場からひっさらったのだ。

　ヒュームなど比くらべものにならない瞬しゆん発ぱつ力りよくである。

　間ま近ぢかで見たディーヴァには、おそらく、残ざん像ぞうを捕らえるのがせいぜいだっただろう。

「メイ、ここにいて、ください」

　ディーヴァたちをにらみつけたまま言うラフラ・リフラの横顔──その頰ほおに、刺青いれずみのような朱あかい模も様ようが浮うき上がる。

　頰だけではない。腕うでや脚あしの、むき出しになった部分にも。

　感情のたかぶりとともに全身に浮き上がったそれが、小さな呪じゆ紋もんの集合体だと理り解かいしたのは、おそらくメイくらいのものだっただろう。

　言葉を残してラフラ・リフラは跳とんだ。地面からそばの街がい灯とうへ。街灯を蹴りへこませて──剣を持たぬ女ディーヴァの方に。




　女ディーヴァ──ルグリアの反はん応のうは間に合わなかった。

　自分が狙ねらわれるとは思ってもいなかった。それに、予想外の、相手の跳ちよう躍やく力りよくと速さ。

　身み構がまえる暇ひまもなく、ルグリアは、金きん髪ぱつの女の体当たりを受けていた。

　打だ撃げき力りよくは革かわ鎧よろいが多少は軽けい減げんしてくれたが、ただそれだけ。

　衝しよう撃げきに肺の空気を吐はき出しながら、それでもルグリアは必ひつ死しに羽ばたいた。

　──虚むなしい抵てい抗こうにすぎなかったが。

　後ろの建物。その、二階の壁かべに叩たたきつけられた。女と壁とにはさまれて、息が詰つまり内臓がきしむ。

　目の前には、闘とう志しをたたえた女の、瞳ひとみ。

　肌はだに走る、朱い紋もん様よう。

　ルグリアはかろうじて、女の腹に膝ひざ蹴げりを叩たたき込む。

　分厚い、ゴムの塊かたまりを蹴けるような感かん触しよく。効きいた気はしなかった。

　そのまま落ちた。下の地面に。なんとか受け身だけは取った。

　はね上がるように立ち上がる。

　間を置いて、女がいた。

　──女──

　まあ、女には違ちがいないだろう。しかしその相手はもはや、『見た目はヒューム』とは言えなくなっていたが。

　肌の色が、そこに浮うかんだ朱色の紋が、薄うすれ、消える。

　全身に伸のびる金色の獣じゆう毛もうに覆おおわれて。

　おそらく、自分がターゲットの家を訪おとずれたとき、屋根の上から殺さつ気きをぶつけてきたのがこいつなのだろう。

　ルグリアはようやく、相手の正体を悟さとっていた。

　──憑霊族リワーダー──

　ゆったりとした見み慣なれぬ服は、変へん身しん時じにも対たい応おうしたもの。
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　見る間に女の姿が──腕うでが、脚あしが、その貌かおが、半はん獣じゆうへと変化してゆく。

　──させるか──

　攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルを放つ。放った時には、リワーダーの女は横に跳とんでいた。

　変身時のスキ、などというものは、どうやら存そん在ざいしないようだった。動き回りながらも、その姿は変わり──

「──狼おおかみ──」

　背中に冷たい汗あせを感じつつ、ルグリアはつぶやいた。

　謳おうぅぅぅぅおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！

　もはや完かん全ぜんに半獣と化した女の遠とお吠ぼえが、昼のバージェス・シティにこだました。




　セゼノールは、ルグリアを援えん護ごしなかった。

　ターゲットは、金きん髪ぱつの女に抱だきかかえられて一人離はなされ、その金髪の女はルグリアに襲おそいかかった。

　これを彼は、好こう機きととらえた。

　ターゲットは一人、離れた場所にいる。金髪の女に助けられたことからすると、接せつ近きん戦せんは苦手なのではないか。

　ならば今。

　武器でターゲットを仕し留とめてしまえば全すべてが終わる。ドラグノにしろヒュームにしろ、援護の間に合う場所にはいない。

　決けつ断だんと同時に彼は動いた。この位置関係なら、駆かけた方が瞬しゆん発ぱつ力りよくが出せる。舞まい降り、地を蹴けり、一気にターゲットとの間合いを詰つめる。

　背はい後ごには、ヒュームとドラグノの動どう揺ようの気け配はい。律崩術クランブルは放てまい。自分が避よければ、それはターゲットに当たる。

　目前には、立ちすくむターゲット。

　ルグリアと金髪の女が壁かべにぶつかり、落ちる音を聞きながら、セゼノールは勝利を確かく信しんした。

　──邪じや魔まは、予想外の場所から来た。

　目の前を、何かが横切る。軸じく足あしに痛み。

　体たい勢せいを崩くずし、たたらを踏ふむ。

　我われに返ったターゲットが走る。ドラグノとヒュームが駆け来る気配。双そう方ほうが、合流する。

　機きは、失われた。

　だが一体誰だれが──

　ふり向く。その先には、逃にげまどう人々と──

　剣けんを構かまえた、何人かの警邏隊員ガーデイアン。

　──そういえばこんな奴やつらもいたな──

　セゼノールは苦々しく、胸の奥おくでつぶやいた。

　むろん彼らは最初からあたりにいたのだが、野次馬といっしょに逃げ出したり、それに巻き込まれて踏みつぶされたり、なんとかとどまったはいいが、遠巻きにおろおろしているだけだったりしたせいで、セゼノールの意い識しきから、敵対戦力としての認にん識しきがすっぽり抜ぬけ落ちていたのだ。

　そんな警邏隊員ガーデイアンのうち、なんとかこの場に踏みとどまった者たちが、なけなしの勇気をふりしぼり、剣の呪キヤスト環リングで冷気の律崩術クランブルを放ったのだ。

　彼らにあったのは、ただ、おびえと義ぎ務む感かんだけ。殺さつ気きを感じ取れなかったのも無む理りはない。

　そんなうちの一発が、たまたまセゼノールの脚あしを捉とらえたのだ。服の上からだが、痛むほどの冷たさはあった。軽い凍とう傷しようくらいにはなるかもしれない。

　ゥおぉぉぉぉぉぉぉぉォォォォォォ……

　余よ計けいな雑魚ざこを一いつ掃そうすべく、セゼノールは呪綴スペルを紡つむぎ──中ちゆう断だんし、別の呪綴スペルに切り替かえる。

　短い呻うめきにもにた呪綴スペルは、彼がつき出した右手の先に、闇やみの盾たてを生み出した。

　放たれた光は闇と衝しよう突とつし、互たがいに溶とけ合い風と消えた。

　ドラグノの放った律崩術クランブルである。

　セゼノールが、警邏隊員ガーデイアンたちを狙ねらっているのを機と見て、仕し掛かけてきたのだ。

　術で警邏隊員ガーデイアンを一掃し、ドラグノの攻こう撃げきからは身をかわす。そういう選せん択たくもあるにはあったが、彼は今、右脚に冷気を受けた。

　思ったほど瞬しゆん発ぱつ力りよくが出ず、一いち撃げきを受けることになるかもしれない。そう判はん断だんし、術を防ぼう御ぎよに切り替えたのである。

「──何故なぜ──」

　視線を送り、セゼノールは言う。

「その女の味方をする？　ドラグノ」

「──なぜ──」

　ターゲットを後ろにかばうように、彼の瞳ひとみをまっすぐに見つめ返して、ドラグノは問い返してきた。

「彼女を狙うんです？」

　──なるほど──

　理由を知らず、ただ命令で動いているだけなのか。あるいは知っていても口には出せない理由なのか。いずれ自分たちと同じようなものだろう──

　セゼノールは勝手にそう解かい釈しやくした。

　ならば簡かん単たんだ。戦い、勝った方が我がを通すまで。

　ゆっくりと、セゼノールはドラグノの方に向きなおった。




　恐きよう怖ふが、シンの胸に在あった。

　戦いへの恐怖でも、ディーヴァへの恐怖でもない。

　ラフラ・リフラが女ディーヴァに跳とびかかり、二刀流のディーヴァがメイへと迫せまった。

　その瞬間。

　シンの脳のう裏りに、過か去この映像が蘇よみがえった。

　自分の脇わきをすり抜ぬけてゆくディーヴァ。鉤かぎ爪づめで腹を薙ながれたメイ。

　以前──ケルミゾと名乗ったディーヴァが、メイを襲おそった時のことである。

　あの時、メイは死にかけた。死にかけて──なんとか助かった。

　しかし今度も助かるとは限らない。

　シンは駆かけた。メイに向かって。間に合うタイミングでないことはわかった。メイは、おびえているのか、ぼーっとしているのか、とにもかくにも動かない。

　時間がひどく遅おそく感じた。ディーヴァがゆっくりとメイに向かい──自分の体はそれ以上にのろのろとしか動かず──

　空を裂さいた何かが、シンの時間をもとに戻もどした。

　ディーヴァがたたらを踏ふむ。メイが動き出す。

　見れば向こうに、剣けんを構えた警邏隊員ガーデイアンたち。

　──そういえば、そんなのもいたな──

　心のどこかで、そんな恩おん知しらずなことを思いながら、駆け来るメイの手を取り、引き寄せる。

「んぶっ」

　勢いきおい余あまって、シンの胸に顔をぶつけるメイ。

「痛かったり。」

「無ぶ事じか!?」

「まあねー」

　メイは顔を上げ、にまっ、と笑えみを作ってみせた。

　二人とディーヴァとの間にはレゼルドが立ち塞ふさがり──

　律崩術クランブルの攻こう撃げきを放ち、防がれたあと、何やらディーヴァと話しながら、後ろ手に小さく手を振ふる。

　今のうちに、メイを安全なところにでも連れて行け、ということか。

　だが本当にそれが得とく策さくなのか。それよりむしろ四人がかりで──

　シンが迷った、その時。

　どどどどどどどどンッ！

　連続して起こった小しよう爆ばく発はつが、警邏隊員ガーデイアンたちの姿と悲ひ鳴めいを飲み込んだ。

　レゼルドと対たい峙じしたディーヴァがやったもの──ではない。

　爆ばく煙えんがあたりを覆おおい、やがてほどなくその中から、ゆっくりと歩み出たのは──

　赤い髪かみに、短い五本の角を持つディーヴァ。

　おそらくさきほど、警邏隊員ガーデイアンに変身していた一人だろう。今は本来の姿に戻り、上半身はなぜか裸はだか。その片手には、警邏隊ガードが標ひよう準じゆん装そう備びしている剣がある。

　──どうやらこれで、逃にげるわけにはいかなくなったようである。

　戦力の分ぶん散さんは危険。

　修しゆう練れん学がつ校こうで習った、戦いにおける基本中の基本である。

　もしシンが、メイといっしょに逃げ出せば、五本角は仲間の加か勢せいに回るだろう。

　そうなれば、レゼルドかラフラ・リフラかのどちらかがまず崩くずれ、もう片方も、ディーヴァ三人がかりの攻撃を受けて倒たおれることになる。

　あとはディーヴァが三人がかりで、シンとメイとを追いつめる。

　シンは赤毛のディーヴァをにらみすえながら、腰こしの後ろから、金属の筒つつを取り出した。

　両手で握にぎり、刻きざまれた螺ら旋せんの帯を指先でなぞりつつ、発はつ動どうのキーワードをつぶやいた。

　──ヴァータの極きよく、テラーの極を螺旋に合わせ、ディーヴァを滅ほろぼす光の刃やいばとなれ──

　手の中──つめたい金属筒とうの奥おくに、振しん動どうが生まれた。シンはそのまま筒を左右に──引き離はなす。

　光が生まれた。左右の筒から。

　サイズは手のひら程てい度どだが、ディーヴァの血に破は滅めつをもたらす光の刃。

　レゼルドから預あずかった、律崩術剣クランブレードである。

　目にして、赤毛のディーヴァは一いつ瞬しゆん足を止め──

　その口もとに浮うかぶ嘲ちよう笑しよう。

　ふたたびシンたちに向かって歩みを進めながら、赤毛のディーヴァは口を開いた。

「そりゃあずいぶんとまた──ショボい武器だな、シン」

　声は違ちがう。だが──

「……リドニー、か？」

「本当の名前は……まあ、なんでもいいか」

　ディーヴァが言う。

　そんなものを教える気はない、ということか。

「ああ。なんでもいい」

　シンは言った。

「偽にせリドニー、で充じゆう分ぶんだろ」

　ディーヴァの頰ほおが、小さくひくつくのが見てとれた。かまわずにシンは続ける。

「しっかし……本当の姿とやらになって、ずいぶんコワモテになったもんだな。

　で、聞きたいんだが、剣けんのウデのへっぽこぶりは、その格かつ好こうになってもあいかわらずか？」

　なぜこんな挑ちよう発はつをしているのか、正直言って、シンは自分でもよくわからなかった。

　騙だまされ、クラスメートたちを傷つけられた怒いかりからか。それとも、メイの方を狙ねらわせないつもりからか。

　ともあれ──

「……シン……お前、どうにもムカツクよ」

　向こうは挑発に乗ってきた。

　その目が、すうっ、と細くなる。

「たかがヒュームのくせしやがって」

「おーおー。そりゃあまあディーヴァ様にはかなわねえよなあ」

　おどけた調ちよう子しでシンは言った。

「ヒュームごときに剣で勝てなかったから、って、ヘタレて空から律崩術クランブルで攻こう撃げきされたんじゃあ、こっちはどうしようもねえからな」

「……ずいぶん見え見えの挑発だな」

「へえ」

　図ず星ぼしをさされ、しかしシンは、にやり、と笑えみを浮うかべてみせた。

「律崩術クランブルと飛行能力抜ぬきじゃあ、しょせんお前は俺に勝てねえってのは事実だろ？

　ああ、そうか。ディーヴァの間じゃあ、単たん純じゆんに、事実を言うだけのことを『チョウハツ』って呼ぶんだ。

　あー。そうだよそうだよチョーハツだよ。飛行と律崩術クランブルがある限り、おエラいディーヴァのセンセイには勝てねえからな」

「シィィィィィィィン」

　ディーヴァの口の端はしが、笑みの形につり上がる。ずいぶん引きつった笑みではあるが。

「お前、ほんっとムカツクよ。

　つまりアレか？　叩たたきのめされて手足へし折られて……目の前で女を刻み殺されてから止とどめを刺さされたい……そう言ってるんだな？」

　ひゅぶんっ、と剣をひと振ふり、風を斬きる。

「いいだろう。その挑発、乗ってやるよ」

「ずいぶんと自信たっぷりだなおい。

　──メイ、お前は手ェ出さないでどっか行け」

　一歩踏ふみ出し、シンは言う。

　たとえシンの挑発がきいていたとしても、もしメイが加か勢せいをすれば、相手は飛行能力と律崩術クランブルをためらうことなく使うだろう。

　そうなると戦せん闘とうは、シンの手が及およぶところではなくなる。

　二刀の律崩術剣クランブレードを手に、シンは相手との間ま合あいを詰つめた。




　ラフラ・リフラは高こう揚よう感かんに酔よっていた。

　この姿に戻もどるのは久しぶりだ。

　──戻る──といっても、こちらが本来の姿というわけではない。いつもはヒューム姿だし、でないと、いろいろと不便なこともある。

　しかしこの姿になった時、本当の自分になったような──いや、戻ったような気がするのは確かだった。

　目の前に、敵てき。倒たおすべき相手。

　滅ほろぼす。それが、自分の存そん在ざいする理由。

　地を蹴ける。女ディーヴァに向かって。

　相手があわてて呻うめく。攻こう撃げき型がたの律崩術クランブル。

　刹せつ那なの情報を、ラフラ・リフラは読み取った。律崩術クランブルでどこを狙ねらっているのかさえ、『見える』気がした。

　右脚あしで次の一歩を蹴る瞬しゆん間かん、わずかに重心を移い動どうさせ、足に力を加える。それだけで進しん路ろは左寄りに変わる。

　右手の虚こ空くうに染しみが浮うき出た。女ディーヴァが何かの律崩術クランブルでも使ったのだろうが──知ったことではない。外れは外れでしかないのだから。

　今度は左足に力を加え、女ディーヴァに向かう。慌あわてて羽ばたき、地を蹴って、空に逃にげようとする女ディーヴァ。

　──無む駄だなことを──

　口の端はしに牙きばを覗のぞかせ笑えみを浮うかべ、ラフラ・リフラは跳ちよう躍やくする。

　跳躍の速度は、飛ひ翔しようの速度を上回っていた。

　そのことに気づいた女ディーヴァが、鋼はがねの籠こ手てに覆おおわれた鉤かぎ爪づめの突つきをくり出す。だがそれは、ラフラ・リフラの目から見れば、遅おそい──とまでは言わないが、ほめてやれるほどのものでもなかった。

　右の突きを左で払はらい、手首をひっ摑つかむ。そのまま引き寄せ──

　視界の隅すみに、女ディーヴァの左手。こちらのみぞおち狙いの突き。甘あまい。

　今度は右手で、上から押おさえつけながら払う。これで両手を取った。

　女ディーヴァの頰ほおは、近くで見ると案外柔やわらかそうだ。ラフラ・リフラは大きく口を開いて──

　女ディーヴァが漏もらした声は、恐きよう怖ふの悲ひ鳴めいに聞こえた。しかし。

　ずバン！

　衝しよう撃げきが、ラフラ・リフラの腹を打つ。

　女ディーヴァは律崩術クランブルをぶっ放したのだ。よりにもよって、ラフラ・リフラと自分自身との間で。

　苦痛と衝撃。だがそれでさえ、今のラフラ・リフラには心地ここちよい。律崩術クランブルがはじけた勢いを反動として利用し、あごを引き、女ディーヴァの額ひたいに頭ず突つきを叩たたき込んでいた。

　少々、はりきりすぎたかもしれない。

　衝撃は小こ気き味み良すぎる音となり、頭ず蓋がいを鼓こ膜まくを脳を揺ゆらして、二人はそのまま大地に落ちた。




　レゼルドは、後ろ向き思考ネガテイヴ・シンキングの真まっ最さい中ちゆうだった。

　ドラグノがディーヴァに劣おとっているとは思わない。戦えば互ご角かく、というところだろう。

　だがそれはあくまでも、互たがいが似た条件で戦ってのことである。

　今のレゼルドは、その力を大きく制限されている。

　長期に亘わたる留学のため、体に負ふ担たんをかけないよう、何人もの術者によって数時間がかりで、この姿に変化させられた。レゼルドだけの意志と力で、もとの肉体に戻もどることはできない。

　肉体の強度や耐たい性せいなどは以前と変わりないが、翼つばさや尻尾しつぽが消えては、当然空を飛べないし、尻尾で相手をはたくこともできない。律崩術クランブルを操あやつる能力も、衰おとろえているような気さえする。

　実じつ際さい、修しゆう練れん学がつ校こうでマークの姿を纏まとったまま、横から『リドニー』に一撃を加えた時も。

　リドニーが律崩術クランブルを使おうとしたことで、レゼルドははじめて、ディーヴァが誰だれに姿を変えているのかという確かく証しようが摑つかめた。

　だがそれで、シンを殺させるわけにはいかない。とっさにリドニーに向かって、攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルを放ったわけだが──

　時間がなさすぎたせいで、呪綴スペルも不完全。どうしても威い力りよくが落ちてしまうのは承しよう知ちの上だったし、相手の正体はディーヴァ。しかしそれにしても、効きかなかった。

　多少痛そうにはしていたが、その程てい度ど。せめて手傷くらいは負わせられると思っていたのだが……

　前のディーヴァ襲しゆう来らいの時は、シンとメイとレゼルドと、ついでに警邏隊ガードが揃そろって、ようやく一人を仕し留とめることができた。

　そのディーヴァが、今度は三人。

　一対一で戦うには、少々分が悪い。

　とはいえここで前言を翻ひるがえし、シッポを巻いて逃にげるのは、自分のみならず鱗王族ドラグノの誇ほこりを地に堕おとすことになる。それだけはできない。

　ならば。やってみせるしかない。

　対たい峙じするは二刀のディーヴァ。

　後ろで手を振ふり、シンとメイに、この場を離はなれるよう指示する。ディーヴァの注意がそちらにそれてくれたなら、そのスキを突つくこともできるはずだが──

　どどどどどどどどンッ！

　連続して起こった小しよう爆ばく発はつが、警邏隊員ガーデイアンたちを飲み込むのが視界の隅すみに入った。

　どうやら警邏隊員ガーデイアンに化けていたディーヴァが、変身を解といて戻ってきたようである。

　対峙するは、当然シン。

　作戦その一、自動消しよう滅めつ。

　ならば仕し方かたない。こういうことはやりたくなかったのだが──

　くぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ！

　肺の空気を呪綴スペルに変か換えて吐はき出すレゼルド。

　呪綴スペルは光の槍やりを生み、それを二刀流のディーヴァへと向かって解とき放つ。

　ディーヴァは身じろぎすらせずに、律崩術クランブルの盾たてでそれをはじき散らす。

　むろんレゼルドの予想の内である。その時にはすでにレゼルドは、自ら放った光の槍のあとを追い、ディーヴァに向かって突っ込んでいた。

「──素す手でで──」

　ディーヴァが片方の剣けんをふりかぶる。視界の中で、その姿が大きさを増す。

「──どうするつもりだ──」

　風を斬きる刃やいばの音。レゼルドは腕うでをかざしてさらに一歩を踏ふみ込んだ。

　ごつっ！

　鈍にぶく、硬かたい音。左腕に痛み。

　かまわずレゼルドは、至し近きん距きよ離りから、ディーヴァの腹に向かって火か炎えんの律崩術クランブルを生んでいた。

　炎ほのおが大気を圧し、はじける。

　入った。が、致ち命めい傷しようには遠い。半なかば炎に圧おされ、半ば自らの意志で、ディーヴァは大きく後ろに跳とぶ。それを追い、駆かけながらレゼルドは次の呪綴スペルを紡つむぐ。

　ディーヴァは退きながらも、左の剣で突つきを繰くり出す。さすがにこれを受ける気にはなれず、仕方なく足を止め、律崩術クランブルを放つ。

　今度は、さすがに防ふせがれた。

　間合いを取ったディーヴァの視線が、自分の左腕に向けられている。

　さきほど、ディーヴァの剣を受け止めた場所。

　服とシャツは裂さけ、その下の肌はだは──おそらく、うっすらと赤くなっているだろう。

　変身律崩術メタモクランブルは、肉体の強度までは変えない。

　誇ほこりある金鱗金翼ギノスのミドルネームは伊達だてではない。いくらディーヴァがふるうものとはいえ、打だ撃げき点てんをずらして威い力りよくを殺したショートソードの刃くらいなら、なんとか防ぐことはできる。

　今は肌に変化しているが、自じ慢まんの鱗うろこが傷つくかもしれないから、あまりやりたくはなかったのだが。

　──とはいえ──

「……なるほど……」

　ディーヴァのつぶやく声が聞こえる。

　これで、こちらの手の内が読まれたことは事実だった。

「火炎に強く皮ひ膚ふも硬かたい。火炎の律崩術クランブルも生なま半はん可かな剣けん撃げきも通用せんか」

　ディーヴァは右に持った剣の切っ先をレゼルドに向ける。何をする気か知らないが、おとなしく見物する義ぎ理りはない。レゼルドは横に移い動どうしながら、ディーヴァに向かって攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルを放つ。

　しかし相手はうろたえず、やはり横移動で軽く一撃をかわし、細い吐と息いきにも似た呪綴スペルを吐はき出す。

　黄色くかがやく光の呪キヤスト帯リボンが刀身にまとわりつき──そのまま消えず、鋼はがねに留とどまる。

　続いて左。こちらの方は黒い呪帯リボン。

「ならば」

　ディーヴァが言う。呪帯リボンを纏まとう二刀を手に。

「神しん経けいを麻ま痺ひさせる雷かみなりと動きを鈍にぶらせる冷気。二つを纏った剣けん撃げきではどうかな」

　どうやらレゼルドにとって、事じ態たいはあまり面おも白しろい方向には進んでくれそうになかった。




　シンが駆かけたのは、ディーヴァが背中の翼つばさを畳たたんだ、その時だった。

　地を這はうように、一気に相手の懐ふところに飛び込もうとする。

　頭上で風の気け配はい。横に跳とぶ。

　視界の隅すみを銀色の残ざん像ぞうが断たち、風の唸うなりはあとから聞こえた。かろうじてかわせた、相手の剣撃。

　ディーヴァの横をすり抜ぬけるように駆けながら、左手の刃やいばで薙なぐ。

　外れ。わずかに身をかわされた。

　通り過すぎたところで強ごう引いんに体をねじり、反転。踏ふみ込んで突つきを入れる。

　相手も、見み慣なれない光の短剣ダガーを素す直なおに受けてくれるほど親切ではない。ふり向き身をかわし、足あし下もとを滑すべらせるように剣けんを薙いで間合いを取った。

　そして二人はにらみ合う。

　さすがに相手は、授業で模も擬ぎ剣けんを手にした『リドニー』の時とは違ちがい、剣の扱あつかいも手慣れている。おまけに、ひょろデカくなった割には、スピードは以前のまま。速さだけならば、前に戦ったケルミゾを越こえていた。

　なおかつ戦法も、こちらの得え物ものにちゃんと対応している。

　つまり──シンが懐に入るのを許さないこと。

　武器のリーチが短いシンが勝つためには、相手の懐に飛び込む必要がある。間合いを詰つめ、手数で圧して──スキを見て一いち撃げきを加える。

　だがこの律崩術剣クランブレードには、接せつ近きん戦せん用の武器としては、かなり大きな長所兼けん欠点があった。

　つまりは──相手の剣に刃を合わせることができないのだ。

　光の刃は普ふ通つうの物ぶつ体たいを透とおり抜ける。まるで実体を持たぬ幽ゆう霊れいのように。

　それが害するのはただ、ディーヴァの肉体のみ。

　これは、うまく使えば相手の防ぼう御ぎよを無む視しすることができるということであり──逆に言うなら、相手の攻こう撃げきを受けることができないということでもあった。

　もしも普通の短剣ダガーなら、敵の懐に強引に飛び込み、相手の剣を受けるのにも使えるだろう。しかし実体を持たない律崩術剣クランブレードの刃では、無む理りな相談というものである。

　無理に突っ込めば、よくて相打ち。

　とはいえ向こうも警けい戒かいしてか、迂う闊かつには仕し掛かけられないようである。

　二人は静かににらみ合う。




　三人のディーヴァだけで、バージェスの街を潰つぶすことはできるか否いなか。

　単純に戦力的な比ひ較かくをすれば、答えは否、である。

　ディーヴァは確かに、強い。

　空を飛んでもみせるし、道具の助けもなしに、強力な攻こう撃げき型がた律崩術クランブルも使う。五十年前の戦争では、たった一人のディーヴァに、ヒュームの部隊が為なす術すべもなく壊かい滅めつさせられた、などということもざらにあったようである。

　しかし今は、時代も状じよう況きようも違ちがう。

　前の戦争で、ヒュームの部隊に配はい備びされていた攻撃型律崩術クランブルの呪キヤスト環リングは、発動するかどうかも怪あやしい粗そ悪あく品ひん。対する今は、呪キヤスト環リングの製せい造ぞう精せい度ども上がり、ヒラの警邏隊員ガーデイアンが持つ剣けんにさえ、冷気を発する呪キヤスト環リングが標準装そう備びされている。

　相手の体温と行動力とを奪うばい、逮たい捕ほする目的のもので、殺さつ傷しよう能力はきわめて低い。

　むろんこんなものを一度くらい受けただけでは、ディーヴァどころかヒューム……いや、小動物も死なないだろう。

　とはいえ──体温が低くなれば動きが鈍にぶるのは、ヒュームもディーヴァも同じ事。

　それに、何発も何発も食らったら、さすがに凍とう死しはまぬがれない。

　たとえディーヴァたちが空から、広こう範はん囲い攻撃型の律崩術クランブルを放ったとしても、警邏隊ガードには防ぼう御ぎよ用の律崩術クランブル装備、というものが存在する。

　完全に攻撃を無む効こう化かすることはできなくて、ダメージを軽けい減げんさせることはできる──だろう。ディーヴァ相手に試ためしたことのある者はいないが。

　加えて、軍人もいる。数はずいぶん減へるが、より強力な攻撃型律崩術クランブルの呪キヤスト環リングを持ち、旧式とはいえ、戦車チヤリオツトもある。

　そもそもディーヴァの体力も気力も無む限げんではない。まともに戦えば、たった三人のディーヴァに勝ち目はないはずだ。

　あくまでも、まともに戦えば、の話だが。

　しかしそこに、情報やら人々の心理やらがからんでくると、話はややこしくなってくる。

　そう。今のバージェス・シティのように。

　悪人などと呼ばれる者たちは、いつの時代にでも、どこにでもいる。むろんそれは、現在のこの街においても例外ではない。

　ディーヴァの噂うわさと、それに伴ともなう混こん乱らんがひろがるにつれ、この状じよう況きようを悪用しようとする連中が出てくるのは、当とう然ぜんと言えば当然だった。

　盗ぬすみ、放火、場合によっては人殺し。でもって騒さわぎになりそうになったら、大声でこう叫さけんで逃にげればいい。

　──ディーヴァだ！　ディーヴァが出たぞ！

　それだけで、自分のやらかした罪は、ディーヴァが勝手にひっかぶってくれる。

　……実じつ際さいにそううまくいくかどうかは別として、うまくいくはずと考えて、実行に移した馬ば鹿かが多いことは事実だった。

　火事が。盗みが。強ごう盗とうが。街のあちこちで騒ぎが起こり、さまざまな噂が飛び交かった。

　ディーヴァが三番街に出た。いや市首長メイヤーロード公館の近くだ。馬車の屋根に飛び乗ってきた。駅で切きつ符ぷを買っていた。

　どう聞いても噓うその噂から、本当か噓かわからぬ話まで。

　それこそ街の隅すみから隅までひろまって、結けつ果か、軍も警邏隊ガードも連れん携けいが全く取れない状じよう態たいで、東とう奔ほん西せい走そうする羽は目めに陥おちいっていた。

　ディーヴァの呻うめきを聞きつけたという、善良な市民の通つう報ほうで駆かけつけた警邏隊員ガーデイアンの見たものは、小屋の中で鳴ないている、どこかから逃げ出したペットの鳥だった。

　警邏隊ガードと戦車チヤリオツトに包ほう囲いされた下着ドロは、後の取調べで、ディーヴァのせいにするつもりだった、と、うなだれながら自白した。

　近所の嫌きらわれ者が、ディーヴァが化けたものだと通報されたこともあった。

　つまりは──

　本当にディーヴァが出現したとしても、他の場所にいる者たちには、実際に現げん場ばに出向く以外、情報の真しん偽ぎを確かめる術すべはなかったのだ。

　修しゆう練れん学がつ校こうと、市首長メイヤーロード公館の中ほどの場所にディーヴァが現れた。

　そんな情報も、数ある噂うわさ話ばなしの一つに紛まぎれた。

　情報を耳にした警邏隊員ガーデイアンや兵士たちの思ったことは、皆みな同じ。

　──またかよ──

　場合によっては、聞き流されて終わっていたかもしれない。

　しかしそうならなかった理由は一つ──

　噂の場所が、市首長メイヤーロード公館に比ひ較かく的てき近かったこと。

　公館そばには、街に十台しかない戦車チヤリオツトのうち四台と、警邏隊ガードの部隊がいた。

　──ディーヴァが襲しゆう撃げきしてきた目的はわからない。しかし、もしもテロだとするなら、公館が狙ねらわれる可能性は高い──

　それが、部隊がそこにいる理由だった。

　……無む論ろん、市首長メイヤーロードの命令だ、という部分も大きいのだが。

　いずれにしても。

　情報とも呼べない噂がもたらされるとともに、部隊の一部は動きはじめた。

　戦車チヤリオツトが一台と、十数人の警邏隊員ガーデイアン。

　噂を信じたわけではないが、もしも本当だった場合、何の対たい処しよもせず、ディーヴァを公館に近づけるようなことになったら──強い者には気が弱く、弱い者には気が強いと陰かげで大だい評ひよう判ばんの市首長メイヤーロードが、あとでどういう態たい度どに出るか。

　まあ、自分の罷ひ免めんや減げん給きゆうを望む変わり者は多くない。形だけでもやる気を見せておいて損そんはない。つまりはそういうことである。

　さほど離はなれた場所でもない。まあ、気晴らしの散歩だとでも思えばいいだろう。出しゆつ撃げきした面々は、その程てい度どにしか考えてはいなかった。

　しかし彼らは不幸なことに──当たりを引いた。

　全員が、愕がく然ぜんと立ちつくす。

　ディーヴァが二、ないし三、修練学校を襲撃。

　彼らはそう聞いていた。

　目の前で繰くり広げられている戦せん闘とう。そこにいる面々。

　一人は赤い髪かみの少女。逃にげ遅おくれた民間人だろうか。にしては様よう子すが変だが。

　一人は黒い髪の青年。光る棒を持って、正面の相手とにらみあっている。

　まあ、この二人はいいのだが。

　いかにも悪役然たる黒い翼つばさの異い形ぎようが三人。いかにも人を襲おそいそうな金色の半はん獣じゆう半人。ヒュームに非ひ常じように似てはいるが異ことなる、いかにも後ろで糸とか引いていそうな奴やつ。

　誰だれかがつぶやき、誰かが答えた。

「……で、どれがディーヴァだ……？」

「さあ……」




　この世で一番恐こわいものは何か？

　答はいろいろあるだろう。

　そしてその、数ある答の一つに、こういうものがある。

　分ぶん不ふ相そう応おうな力を持ったバカ。

　例たとえば──実戦経けい験けんも実力もなく、世よ渡わたりの技術だけでその地位についた上、初の実戦で敵てきに出会い、パニックを起こしている、戦車チヤリオツトの指し揮き長ちようとか。

　覗のぞき孔あなの外に、ヒトならざるものの姿を見つけてしまったその瞬しゆん間かん、指揮長の頭から、状じよう況きよう判はん断だんという単語はぶっ飛んでいた。

　今まで耳にしていた、ディーヴァの噂うわさが蘇よみがえる。

　以前の襲しゆう撃げき事じ件けんでは、隊員の放つ律崩術クランブルは全く効きかず、数百人の警邏隊員ガーデイアンが殺されたという。今度の件でも、ディーヴァの暴あばれた修練学校は完全に壊かい滅めつ。ほとんどの生徒たちが犠ぎ牲せいになったと聞いている。

　その時指揮長の頭にあったのは、噂にどれほどの尾お鰭ひれがついているか、ということではなく、ただこの言葉だけだった。

　──殺やらなければ殺やられる──

「い、一番、射しや撃げき準じゆん備び！」

　鉄の筐はこの内側で発せられた命令に、部下の兵士は脊せき椎つい反はん射しやで動いた。

　彼らもまた、似たような噂を耳にしていたのだ。

「い、一番射撃準備！」

　砲ほう手しゆは訓くん練れん通りに復ふく唱しようすると、砲身のリボルバーを回転させ、一番、と呼ばれる位置にセットする。

　砲、といっても、つまりは高こう威い力りよくの攻撃型律崩術クランブルである。砲身の内部には、びっしりと呪じゆ紋もん式しきが刻きざまれており、リボルバー部の回転によってその内容を置き換かえ、発はつ射しやする律崩術クランブルの種しゆ類るいを選せん択たくすることができる。

　セットした位置でロックし──

「律崩術砲クランブルカノン発射準備！」

　砲身下部に刻まれた呪キヤスト環リングを指先でなぞりながら、手順口こう述じゆつを兼かねたキーワードを口にする。

　戦車チヤリオツト一台の構こう成せい要よう員いんは軍馬二頭と御ぎよ者しや一人、砲手と指揮長。起き動どうとともに彼らの魔ま力りよくは砲身内部の呪紋に反はん応のうし、蓄たくわえられ──砲手手元の呪キヤスト環リングがやがて、薄うすく輝かがやく。それが合あい図ず。

「発射準備完かん了りよう！」

　砲手の声に、指揮長の声が重なる。

「よし！　撃うて！」

　砲手は思わず肩かた越ごしに振ふり向いた。

「……目標は!?」

「奴やつらのど真ん中だ！」

　……砲手か御者のうち、せめて一人がまともな軍人なら止めていただろう。が。

「り、了りよう解かい！」

　修練学校卒業後、『最新の戦車チヤリオツトに乗りたいから』という理由で軍への進路を決めた砲手は、照しよう準じゆんを、吹ふっ飛ばしても文もん句くの出なさそうな連中──対たい峙じする、黒い翼つばさの異い形ぎようと金色の獣じゆう人じんの方に向け──

　本当に発はつ射しやした。




　ラフラ・リフラとルグリアが立ち上がったのは、ほとんど同時だった。

　リワーダーとディーヴァ。種族は違ちがえど、さすがに脳が揺ゆれるのは効きく。

　ルグリアが、二人の間で小しよう爆ばく発はつの律崩術クランブルをはじけさせた。

　仕し掛かけたルグリアの方は、革かわ鎧よろいのおかげでダメージは軽けい減げんされている。

　ラフラ・リフラの方はまともに食らったはずだが──丈じよう夫ぶなのか鈍にぶいのか、ともあれ効いているようには見えない。

　二人は身を起こし、対峙し──

　視し界かいの隅すみ、道の先に、制服を着たヒュームの群むれと、見み慣なれない鉄の箱を見た。

　先の尖とがった鉄の箱。正面についた筒つつがわずかに動いた。
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　その時。




　レゼルドの喉のどから細い吐と息いきが漏もれる。

　口くち笛ぶえにも似た呪綴スペルに応こたえ、右手の先から、鞭むちのように光の帯が伸のびる。

「面おも白しろい術を使うな」

　セゼノールが言う。

　レゼルドの手にあるのは、律崩術クランブルで生み出した光の鞭、ではない。

　いまだ律崩術クランブルとして発動していない呪キヤスト帯リボンである。

「触ふれた途と端たんに律崩術クランブルが発動する、といったところ……」

　言葉を切り、セゼノールは苦い表情を浮うかべた。

「援えん軍ぐん来きたる──というところですか」

　前にある店のガラス窓に、背はい後ごの警邏隊員ガーデイアンたちを映し見て、レゼルドが言う。

「戦車チヤリオツト……という奴やつか」

　セゼノールがつぶやく。

　彼の目にそれは、無ぶ粋すいな鉄のオモチャとしか映らぬが、甘あまく見て火傷やけどをする気はない。

　オモチャの先についた筒が小さく動いた。

　その時。




　キルケリウスの視線が、わずかに揺ゆれた。

　シンも目だけを動かし、それに気づいた。

　警邏隊ガードと軍の接せつ近きんに。

「──ち──」

　キルケリウスが舌したを打つ。

　警邏隊員ガーデイアンが多数。おまけに戦車チヤリオツトまでいる。

　状じよう況きようは変わった。このまま戦いを続けることは不ふ利りと判はん断だんし、キルケリウスはシンに目をやると、

「せっかくのところだってぇのに……余よ計けいな邪じや魔まが入りやがったな。

　決着は──」

　その時。




　爆ばく発はつが、起きた。




　発はつ射しや音おんはなく、何かの残ざん像ぞうが全員の視し界かいを横切った。そして。

　ラフラ・リフラとルグリアのそばにある建物が、内側からはじけた。

　入り口から。窓という窓から増ぞう殖しよくする紅ぐ蓮れんの炎ほのおが大気を圧して爆ばく風ふうとなり四方に散ちる。

　轟ごう音おんと呼よぶのも馬ば鹿からしいほどの音が、その場に居い合あわせた者たちの鼓こ膜まくを、全身を打ち、戦車チヤリオツトのそばにいた警邏隊員ガーデイアンたちまでが悲ひ鳴めいを上げ、反射的に戦車チヤリオツトから離はなれるように逃にげまどう。

　消えゆく炎を包つつみ込み、爆ばく煙えんだか土つち煙けむりだかが盛せい大だいにひろがった。

　通りが灰色に覆おおわれる。

　ここに来てようやく。

　戦車チヤリオツトの乗組員たちは、自分たちの馬鹿さ加か減げんを自じ覚かくした。




　最初、目が見えなくなったのかと思った。

　シンが身を起こし、目を開けた時、そこにあるのはただ薄うす暗ぐらい灰色だけ。

　目に小さな痛みを感じ、まばたきをして、ようやく気づく。

　舞まい上がった土煙だか何だかのせいで見えないのだと。

　戦車チヤリオツトの力、というのは、修しゆう練れん学がつ校こうの見学授業で目にしたことがあった。攻こう撃げき力りよくは確かにたいしたものだ。しかし。

「……こんな街中でぶっ放すバカがいるか……！」

　頭を振ふり振り吐はき捨てる。

　しかも、よりにもよって爆ばく発はつ型がたの主しゆ砲ほうを。

　切り替かえれば、冷気型や火か炎えん型がた、というのも使えたはずだ。少なくとも授業ではそう習っている。

　あの戦車チヤリオツトの乗組員たちは一体何を考えているのか。

　音は何も聞こえない。つぶやいた自分の声もどこか遠い。今の爆発で耳をやられたか。

　爆風で倒たおされた時に打ったのだろう。体のあちこちが痛むが、幸いそれほど大きな傷はなさそうである。

　あたりを見回せば、足もとに、ぼんやりと光るものが見える。かがんで見れば、それは、爆発のショックで取り落としていた律崩術剣クランブレードの片方だった。痛む体で拾い上げる。

　見ると、少し離はなれた場所にも光。シンはそちらに歩み寄り──

　何かとすれ違ちがった──ような気がした。

　しかしふり向けど、そこにあるのは──薄れかけてはいるものの、やはり灰色の煙だけ。

　律崩術剣クランブレードを回収し──メイのことを思い出す。自分のすぐ後ろにいたはずだ。呼びかけようとして、思いとどまる。

　あたりにはディーヴァもいるはずだ。うかつに呼よびかけ、メイが答えれば、こちらの居い場ば所しよを連中に知らせることにもなる。

　そういえば、レゼルドやラフラ・リフラは無ぶ事じなのだろうか。

　ともあれ、視し界かいがひらけるまで、動きようはない。

「……ったく……！　笑えねーんだよクソ……」

　毒づくしか、なかった。




　最初に感じたのは、血のにおい。

　強ごう引いんに身を起こし──ラフラ・リフラは、自身が傷だらけなのに気がついた。

　体中が痛む。

　あちこち、ではない。体中もれなく痛い。

　血のにおいも、他ほかでもない自分から漂ただよっている。

　当とう然ぜんだろう。というよりも、致ち命めい的てきな傷も負わずに、生きていられたことの方が奇き跡せきに近い。

　変な鉄の箱が、何かをしたことはわかった。

　途と端たん、そばの建物が爆ばく発はつした。

　とっさに跳とんだような気はする。爆発に反はん応のうしてのことだったか、それとも本能的に危険を察さつしてのことだったかまでは覚えていない。

　ともあれ──生きてはいる。

　一番に考えたのは、メイのことだった。

　視界はきかないが──においを嗅かぐ。

　埃ほこりを吸すい込み、けひんっ、とひとつ、くしゃみだか咳せきだかをするが──半はん獣じゆう化かしたラフラ・リフラの鼻は、爆風の余よ韻いんにかき乱れる風の中に、わずかに混まじったメイのにおいを嗅ぎ取っていた。

　体の重さと傷の痛みを無む視しして、そちらへと歩みを進める。

　爆心地から遠ざかっているせいか、あるいは土煙がおさまりつつあるのか、視界は少しずつ明るくなってゆく。

　そして──足もとに赤いものが見えた。

「──メイ」

　呼びかけた自身の声が、頭に響ひびく。

　埃まみれで倒たおれている、赤い髪かみの少女。ざっと見たところ、これといった傷を負っている様よう子すはないが、気を失っている。

　ラフラ・リフラは、メイを引き起こして背負うと、とりあえずその場を離はなれるべく足を動かした。




「……馬ば鹿かな……ことを……！」

　怒いかりに駆かられて、レゼルドは吐はき捨すてた。

　爆音で聴ちよう覚かくが一時麻ま痺ひしているのだろう。あたりの音は聞こえない。

　爆風で吹ふっ飛ばされた。

　ドラグノの耐たい久きゆう力りよくゆえ、さしたるケガはないようだが、さすがにあちこちが痛い。

　その手に出現させていた、呪キヤスト帯リボンも消えている。

　──別に彼とて、ヒュームが思し慮りよ深い種族だ、などと思っているわけではない。

　しかしまさか、街の中で、敵味方の区別なく砲ほう撃げきするほどの馬鹿だとまでは思っていなかった。

　むろん、ヒューム全体が馬鹿だというわけではないだろう。ドラグノにも、まともな奴やつもいれば、どうしようもない馬鹿がいるのと同じである。

　ただ問題は──ヒュームのどうしようもない馬鹿が、戦車チヤリオツトなんぞに乗っている、ということである。

　ほうっておけば、また同じことをやらかすかもしれない。

　さすがにそうなる前に、止めておく必要がある。

　レゼルドは、あちこちの痛みに耐たえながら、戦車チヤリオツトがあるとおぼしき方向に進みはじめた。

　──馬鹿をやらかした者がそのツケを払はらうのは当然だ。

　少なくとも、レゼルドはそう考えている。




　文もん句くの言えた立場でないことはわかっている。

　しかし──いくらなんでもいかがなものか。あの、戦車チヤリオツトに乗ったヒュームどもの馬鹿さ加か減げんは。

　セゼノールは身を起こし、口の中に入った土ど砂しやを、唾つばとともに吐き捨てた。

　戦車チヤリオツトの前についた筒つつが小さく動き、止まった時。彼はひどく嫌いやな予感を覚え、翼つばさを閉じて地に伏ふせた。

　もしこれで戦車チヤリオツトが何もしなければ、目の前にいたドラグノに、致ち命めい的てきなスキを見せることになったわけだが──結けつ果か的てきにはそれが幸いした。

　轟ごう音おんで耳が痺しびれ、体のあちこちが多少痛むが、とりあえずたいした怪け我がはない。

　問題は、あの戦車チヤリオツト。

　ここはヒュームの街のまっただ中である。攻こう撃げきが来るとしたら、おそらくは冷気による氷ひよう結けつ攻撃。そう読んでいたところに、いきなり爆ばく発はつ、である。

　戦車チヤリオツトを操あやつっている奴は、よほど任にん務むに忠実かつ非情な戦士か、でなければよほどどうしようもない馬ば鹿かかのどちらか。

　しかしもしも前者なら、砲ほう撃げきは、一度では終わっていないはず。彼ら全員を完全な挽ひき肉にくにするまで、徹てつ底てい的てきに続けられていただろう。

　なら答えは──後者が馬鹿をやらかしてから、自分のしたことにようやく気づいておびえている。それしかない。

　あれをこのままほうっておけば、また馬鹿が暴ぼう発はつする可か能のう性せいは高い。

　──ぶち壊こわす──

　できない相談ではないはずだ。確かに攻撃力は高いが、見たところ、死し角かくも多い。

　剣けんにまとわりついていた呪キヤスト帯リボンを解とき、二刀を鞘さやにおさめる。

　相手が鉄のおもちゃとなれば、こんなものはただの役立たずである。律崩術クランブルを使って粉ふん砕さいする。

　戦車チヤリオツトがあったとおぼしき方に向かって、セゼノールは歩き出す。

　空に舞まい上がれば、相手を見つけやすくもなるだろうが──それは逆に、向こうに見つかりやすくなることをも意味した。

　あんな飛び道具を持つ馬鹿を相手に、的になってやる義ぎ理りはない。この煙けむりを利用する方がずっと得とく策さくである。

　途と中ちゆうで誰だれかとすれ違ちがったような気がしたが──とりあえず無む視しする。まずはあの戦車オモチヤだ。

　やがてしばらく歩むうち、煙の奥おくに、黒い影かげが見えてきた。




　畜ちく生しよう。

　畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生。

　胸の裡うちでひたすら毒づきながら、ルグリアは、煙立ち込める通りを進んでいた。

　口に出さないのは──一度思わず口に出したら、体じゅうの傷に響ひびいたからである。

　あちこちが痛い。もうどうしようもないほどに。

　リワーダーと対たい峙じし、視界の端はしに、ヒュームの増ぞう援えんが来たのを見て取った。面おも白しろい状じよう況きようと言えないことはわかっていた。だからいつでも退けるように翼つばさをひろげた。しかし。

　撃うつか。普ふ通つう。いきなり。

　戦車チヤリオツトの放った何かは、対峙するルグリアとリワーダーの間を通り抜ぬけ、横にあった建物の入り口に飛び込み、その内部で爆ばく発はつを起こした。

　あれがもし自分たちの足あし下もとではじけていたなら、痛みに毒づく暇ひまもなく、粉みじんになっていただろう。

　だからといって、生きながらえた幸運に感謝する気にはなれなかった。

　体じゅうが傷だらけ。一番ひどいのは翼だった。

　翼をひろげていたところに、まともに爆風と衝しよう撃げき波は、ついでにもろもろの破は片へんを食らったのだ。翼よく膜まくはズタズタ、骨も折れている。むろんこれでは飛び立つことなどできるわけもない。

　翼を持たぬ、地上を這はいずるしか芸のないヒュームには、この痛みなどわかるまい。たとえて言うならば──そう。開いた指と指との間を、切れないハサミでヂョギリとやるようなものか。

　戦えぬほどの重傷でもないが、充じゆう分ぶんに戦えるほどの軽傷でもない。

　いずれにしても、ここは一いつ旦たんこの場を離はなれ、態たい勢せいを立て直すのが賢けん明めいだろう。

　痛みを押おし殺して足を進め──

　気がつくと。

　目の前にヒュームがいた。

　とっさに動けなかったのは、傷のせいか。それとも相手の格かつ好こうが、まるで何かのギャグのように見えたからか。

　黒い髪かみの上に白い土つち埃ぼこりが降り積もり、顔も服もすすだらけ。おまけにあちこちケガもしているようである。

　キルケリウスと対峙していた、シンドレッド、とかいうヒュームの男である。

「……お互たがい……ボロボロだな……」

　そう言った相手の声を、ようやく聴ちよう力りよくが戻もどりつつあるルグリアの耳は、かろうじてとらえた。

「……お前たちヒュームは……馬ば鹿かか？」

「……あ？」

　かなり大きな声で言ったつもりだったが、相手は聞き返してきた。

「ヒュームは馬鹿か！　と、聞いた！」

　馬鹿正直に、さらに大声で繰くり返す。

　シンドレッドは苦く笑しようして、

「……これじゃあ否ひ定ていはできねえな……」

　言って小さく肩かたをすくめる。

「──で──」

　ルグリアは、シンドレッドに問いかける。

「戦やる気か？」




　キルケリウスは空へと舞まい上がり、そばにある建物の上へと降り立った。

　戦車チヤリオツト、という奴やつか。はじめて目にするが、あんなものまで出てきた以上、ここは一いつ旦たん戦場を離り脱だつするのが正解だろう。他の二人もそう判はん断だんするはずだ。──生きていれば。

　あちこちが痛むが、さほど大きな傷はない。

　シンドレッドの挑ちよう発はつに乗って翼つばさを畳たたんでいたのが幸いし、脆もろい翼よく膜まくも傷つけずに済すんでいる。

　屋根の上からざっとあたりを見み渡わたす。

　砲ほう撃げきがあったあたりは煙けむりに覆おおわれてよく見えない。

　盛せい大だいに巻き上がった煙が戦車チヤリオツトのあたりまでひろがっている。

　そのまわりにいた警邏隊員ガーデイアンたちは、ずいぶんと後ろまで退さがっていた。

　あとは戦車チヤリオツトに任せようというつもりなのか、煙に巻き込まれたくないのか、あるいは今の爆ばく発はつを、ディーヴァの仕し業わざと勘かん違ちがいして逃にげているのか。

　目立たぬように身を伏ふせて、あたりを見回すそのうちに、少しずつではあるが煙もおさまって来る。そんな中、キルケリウスの目は、裏通りに姿を見せた人ひと影かげを捉とらえていた。

　ルグリアと戦っていたリワーダーである。そしてその背中には──赤い髪かみの、メイという名のターゲット。

　──どうする──

　キルケリウスは自問した。

　背中のメイはぐったりと動かない。死んでいるのか。気を失っているだけなのか。あるいはケガで意い識しきを失っているのか。

　背負うリワーダーはいまだ半はん獣じゆうのまま。服の、あるいは金色の獣毛のあちこちが赤黒く染そまっている。こちらはどうやら手負いのようだ。

　今なら、殺やれそうな気がした。

　こちらは軽傷。対するあちらは、ターゲットは意識がなく、リワーダーは手負いの上に、手放すわけにはいかないお荷物を背中に抱かかえている。

　今倒たおせば、この任にん務むは終わる。

　逆にこの機きを逃のがしたとすれば──態たい勢せいを立て直そうにも、仲間二人が無ぶ事じだという保ほ証しようがない以上、有ゆう利りになる要よう素そは少ない。

　ならばやはり。

　キルケリウスは翼つばさをひろげ、滑かつ空くつした。




　煙けむりの中、レゼルドは歩みを進めた。

　ディーヴァと戦って、ヒュームの戦車チヤリオツトに吹ふっ飛ばされたのではさすがに笑えない。まずはあれをなんとかする。

　正直に言うと、粉みじんに吹っ飛ばしてやりたいところなのだが──さすがにそういうわけにはいかないだろう。

　ドラグノにはあんなものはない。前に修しゆう練れん学がつ校こうの図書室で読んだ、戦車チヤリオツトのことを思い出す。

　基本思し想そうは至って単純。装そう甲こうで、中・長距きよ離りからの律崩術クランブルや弓矢の攻こう撃げきを防ふせぎ、強力な律崩術クランブルで敵を粉ふん砕さいする。以上。

　つまりは、装甲そのものを変へん質しつさせる律崩術クランブルや接近戦には弱い。そういうことである。

　しばらく進むうち、煙の向こうに大きな塊かたまりが見えてきた。問題の戦車チヤリオツトである。

　旧式のものは、軍ぐん馬ばで引いていると聞いた。おそらくあれもそうなのだろう。

　訓くん練れんされているとはいえ、さすがに馬が爆ばく発はつに驚おどろいてでもいるのか、車体が小さく揺ゆれている。

　戦車チヤリオツトのまわりにいた警邏隊員ガーデイアンたちが、今は見えない。

　なぜかは知らないが、ともあれ好こう都つ合ごうだった。

　さすがに正面から近づく気にはなれず、右──戦車チヤリオツトの左側面方向から、煙に紛まぎれてまわり込みながら、呪綴スペルを紡つむぐ。

　放たれた灰色の球体は、砲ほう身しんの付け根に命中し──鋼はがねを灰色の砕さい片へんと化して崩ほう壊かいさせる。

　瞬しゆん間かん。炎ほのおが虚こ空くうをよぎった。

　それは、たった今レゼルドが開けた穴から、戦車チヤリオツトの中に飛び込んで──

　ごボンッ！

　車体が揺れ、炎が噴ふき出す。炎は戦車チヤリオツトの中身をきれいに焼いていた。

　乗っていた者は、たぶん助からないだろう。引いていた軍馬には気の毒だが──乗り手の頭オツムを呪のろってもらうより他ほかにない。

　思わずレゼルドは炎の飛び来た方をふり向いた。

　そこには──薄うすまりつつある煙の向こう、きょとんっ、とした顔でこちらを見やる──さきほどまで対たい峙じしていたディーヴァの姿があった。

　──どうやら、戦車チヤリオツトの馬ば鹿かさ加か減げんにムカついたという点では、ドラグノもディーヴァも同じだったようである。

　……ふッ……！

　レゼルドは思わず苦く笑しようし──ディーヴァもまた苦笑した。

　あちらもまさか、今の砲ほう撃げきに腹を立てたドラグノが、戦車チヤリオツトを攻撃する、などとは思っていなかったのだろう。

　結けつ局きよく、二人がかりで破は壊かいしたことになる。

　しかしもちろん、戦車チヤリオツトを倒たおしたら全すべてジ・エンド──となるはずもない。レゼルドはディーヴァに向きなおり──

　ディーヴァは、翼つばさをひろげて飛ひ翔しようした。




「勘かん違ちがいするんじゃねーよ」

　体の痛みをできうる限り無む視ししながら、シンは、傷だらけの女ディーヴァに向かって声をはり上げた。

　こっちもあちこちが痛いが、向こうはどうやら、それ以上にぼろぼろのようだった。

　だが。

「勘違い？」

「ああ。

『戦やる気か？』もクソも、仕し掛かけてきたのはそっちだろーが？

　……俺おれだってなぁ……別におまえらと殺し合いなんてしたくねーんだよ……

　けどおめーらが、あの馬ば鹿かの命を狙ねらって来てる。そいつがそもそものはじまりだ。

　おめーらがあいつを狙うのをやめるか、どうか。

　そこが一番の問題だ。

　やめねえ。態たい勢せいを立て直したらまた殺しに来る──ってぇのが答えなら──

　ンな奴やつを野の放ばなしにするつもりはねえ。

　今、ここでケリをつけさせてもらう。

　そういうこった」

　今のシンには、迷いもためらいもない、と言えば噓うそになる。

　メイが一体何者なのか。そういった疑ぎ念ねんも依い然ぜん、ある。自分がなぜこんなことに巻き込まれなければならないのか、とも思う。

　だが。

　ディーヴァがメイの命を狙い続けるのなら、ここで見み逃のがせば、また、あの屋や敷しきの地下室のような──修練学校やマークの家のようなことが起こるだろう。

　許せない。それは。

　返事によっては、迷わない。容よう赦しやはしない。たとえ寝ね覚ざめの悪い思いを抱かかえることになったとしても。

　心は、決めた。

　シンの宣せん言げんに、女ディーヴァはわずかに眉まゆをひそめ、

「あの馬ば鹿か？……お前たちの主あるじなのだろう？」

「あるぢぃぃぃぃぃぃ？」

　シンは頰ほおを引きつらせ、

「あの記き憶おく喪そう失しつの頭悪い居い候そうろうが？　ざけんな」

「記憶喪失？　居候？　どういうことだ？」

　女ディーヴァがとまどいの声を上げる。

「こっちが聞きてぇよ。じゃあ何か？　お前ら──」

　事じ情じようも知らずにあいつを狙ねらってるのか？

　そう問いかけようとして、シンの表情がこわばった。

　事情も知らず、メイの抹まつ殺さつに動いている。

　つまりそれは、ディーヴァたちが命令されて動いていることを──言い換かえれば、この三人をどうにかしたところで、何も終わらないことを意味した。

　それに気づいたのだ。

　どこかで爆ばく発はつ音おんがした。女ディーヴァはあたりを見み渡わたすが、シンの方は無む反はん応のう。どうせこの煙けむりでは、何も見えまい。それより──

「あらためてこっちから聞く」

　シンは言う。答えの見当はついたが──

「まだ、あいつの命を狙う気か？　もしそうなら……」

「──そうだな──」

　女ディーヴァの疲つかれた声。

「聞いた私が馬鹿だったよ。答は──最初から、一つしかなかった」




　奥おく歯ばで痛みを嚙かみ殺し、ラフラ・リフラは大地を蹴けった。

　感じたのは、殺さつ気き。

　大きく跳とんでふり返る。殺気を感じた方向──上を。

　そこに、キルケリウスがいた。

　シンドレッドと戦っていた、五本角のディーヴァ。さきほどの騒さわぎで取り落としたのか、剣けんは持っていないが、さしたる傷を負っているようにも見えない。

　ラフラ・リフラは牙きばを軋きしませた。

　向こうは空を飛んでいる。対するこちらは傷ついている上に、メイを背負っている。まともな動きは望めないだろう。

　基本的に、リワーダーは律崩術クランブルを学ばない。己おのが肉体に誇ほこりを持つがゆえである。

　彼らは生まれながら、それぞれ、何か一つの生き物との半はん獣じゆう化か能力を持ち、半獣化した際さいの身体能力は、ディーヴァさえも凌りよう駕がする。

　だが。

　空を飛ぶことができるのは、鳥などへの半獣化をする者のみ。当然、学ばぬ律崩術クランブルが使えるはずもない。

　くぉうっ！

　キルケリウスが吠ほえる。それが、律崩術クランブルを放つためのものだということくらいは、ラフラ・リフラも知っていた。地を蹴り、跳んだそのあとを、降ふり来た炎ほのおの槍やりが灼やく。

　今のはかわした。しかし──

　さきほど戦っていた場所から、路ろ地じを一本入った裏通り。騒ぎのせいで人通りがないのはいいのだが、逃にげ回り続けられるほどの場所もなかった。上空から律崩術クランブルを連れん打だされれば、そういつまでも逃げ回り続けるのは難むずかしいだろう。

　加えてこの傷。

　痛みは気にしなければ済むが、それで傷が消えてなくなるわけでもなく、動けば動いただけ血と体力を奪うばわれる。

　そしてラフラ・リフラは、空も飛べず、飛び道具もない。

　ならば。

　ラフラ・リフラは、そばにある家の裏口に駆かけ寄ると、ドアに渾こん身しんの蹴りを入れた。

　けたたましい音を立て、さして厚くもない木のドアが砕くだけ散る。

　──戦車チヤリオツトが火を噴ふく音が重なったが、ラフラ・リフラにもキルケリウスにも無む視しされた。

　キルケリウスは慌あわてた。建物の中に逃げ込まれれば、面めん倒どうになる。

　追つい撃げきしようとやや高度を落とし──

　その読みが間ま違ちがっていたことに気がついた。

　破ったドアの奥おくに入るかとみえたラフラ・リフラの体が、いきなり反転した。

　何かが音を立てて空を裂さく。

「!?」

　キルケリウスの左の翼つばさが跳はね──空中でそのバランスを崩くずし、あわてて伸のばした右の手だけで、そばの屋根にしがみついた。

　ラフラ・リフラがドアを蹴けり壊こわしたのは、建物の中に逃げ込むためではなかった。相手に向かってぶん投げることができるモノを作りたかったのだ。

　発はつ想そうはほとんど子供だが、リワーダーの力で投げ放たれた、壊れたドアノブは、普ふ通つうの弓矢を越こえる速度と破は壊かい力りよくを持っていた。

　ラフラ・リフラの両脚あしに渾こん身しんの力が込もる。大地を蹴り壁かべを蹴ると、片手で屋根からぶら下がったキルケリウスに向かって跳ちよう躍やくした！

　キルケリウスの口の端はしが、笑えみの形に小さく歪ゆがむ。

　るぉうっ！

　呪綴スペルを吐はき出し、宙ちゆうに羽ばたく。

　ラフラ・リフラの瞳めに動どう揺ようの色。

　──投げ放たれたドアノブは、しかし、キルケリウスの翼を傷つけてはいなかった。すんでのところで翼を翻ひるがえし、彼は一いち撃げきを避さけ──それを利用しようとした。

　翼をやられたふりをして、片手で屋根からぶら下がる。ラフラ・リフラがそれにひっかかり、跳躍してきたところで律崩術クランブル──

　いかにリワーダーが高い運動能力を持っていようと、翼を持たぬ以上、足場もない空中で姿し勢せいを変えられるはずもない。

　勝利を確かく信しんし、キルケリウスは律崩術クランブルを発動させようとした。

　──その時キルケリウスの目に映ったのは、ラフラ・リフラの背中からそっと伸びた、白く、小さな手。

　いつの間にか意い識しきを取り戻もどしていたターゲット、メイは小さくつぶやいた。

「──ネガティヴ──」

　キルケリウスの律崩術クランブルは、発動しなかった。

　律崩術クランブルがメイに中和された、などとは想そう像ぞうすらできず、いつまでも来ない時を──自分の放った律崩術クランブルが、ラフラ・リフラとメイを飲み込むその時を待ちながら──

　彼は、屋根を蹴ったラフラ・リフラの爪つめに頭を砕くだかれていた。




　ルグリアが吠ほえた瞬しゆん間かん、シンは跳とんだ。

　放たれた攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルは、さきほどまでシンがいた場所を通り過すぎ、煙けむりをかき乱しただけだった。

　煙のせいで、ほんの少し距きよ離りを取れば、互たがいの姿は見えなくなる。だが。

　ルグリアは嗤わらった。

　確かにシンの姿は見えない。しかし──

　彼女の目は、煙の奥おくにぼんやり光る輝かがやきを捉とらえていた。

　それは、律崩術剣クランブレードの放つ光。

　──自分の姿が見えないと思っているのか。だがその思い込みが命取り──

　ルグリアは胸の裡うちでつぶやくと、呪綴スペルを紡つむぎ──一撃を放つ。

　ごン！

　爆ばく発はつが起きる。律崩術剣クランブレードの光がはじけ飛ぶ。煙が渦うず巻き──

　視界の端はしに影かげが疾はしるのを、ルグリアは確かに見た。

　影は小さな衝しよう撃げきを残し、女ディーヴァのすぐ後ろを駆かけ抜ぬけた。

　……ずいぶんと……ヤキが回ったものだ……

　薄うすれゆく意識の中で、ルグリアは自じ嘲ちようした。

　律崩術剣クランブレードは、二つ。その程てい度どのことすら失しつ念ねんしていたとは。

　一方を囮おとりに残し、もう一方の光を隠かくし、ルグリアが律崩術クランブルを放つ呪綴スペルの声から場所を割り出してまわり込み、攻撃。単純な作戦だった。

　輝く刃やいばを手に、シンはきびすを返す。
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　構かまえは解とかない。だがしかし。

　ディーヴァの血を破は壊かいする律崩術剣クランブレードで、まともに背中を薙ながれたルグリアが、目を覚ますことはもうなかった。










　空高く舞まい上がったセゼノールの目に止まったのは──やや離はなれた場所で、キルケリウスがリワーダーに頭を砕くだかれる光景だった。

「──」

　ドラグノの動きに注意しながら移い動どうする。

　一いち陣じんの風が吹ふき、薄うすまりかけた煙をさらに希き釈しやくする。

　通りの一角に佇たたずむヒュームが見えた。片手には光を放つ剣けん。その視線は前方の地面に注がれている。

　そこに何があるかまでは見えなかったが──想像はついた。

　任にん務むは、失敗。

　たとえここで無む理りをしても、自分もまた死者の列に加わる結けつ果かになるだけだろう。

　そう判はん断だんして、セゼノールは翼つばさを翻ひるがえした。

　だが──

　彼は、借りは返す主義だった。

　いつか。必ず。




　視線を上げると、蒼あおい空。

　飛び去る翼が、そこにはあった。

　どうやら戦いは終わったらしい。

　女ディーヴァも、もう動かない。

　シンは苦い吐と息いきを漏もらす。

　また風が吹き、煙けむりが散る。

　──うちの前の通りってよ、なんか午前と午後で、風の吹く方向が変わるんだよ──

　ふとシンは思い出す。マークが話していた、そんな言葉を。

　唇くちびるを嚙かむ。小さく。

　囮おとりに使った律崩術剣クランブレードのもう一方を回収し、二つを合わせて、ただの金属筒とうへと戻もどす。

　薄れ行く煙の向こうに──たぶんディーヴァがやったのだろう。焼けた戦車チヤリオツトの残ざん骸がい。

　そして、こちらを見つけてやって来るレゼルドの姿があった。

「無事でしたか！」

「……なんとかな……」

「あとのお二人は……？」

「──こっちー」

　答えたのは、メイの声だった。見回せば、少し離はなれた路ろ地じから歩み来る、メイとラフラ・リフラ、二人の姿。

　ラフラ・リフラは、もとの姿に戻りつつあった。顔の輪りん郭かくは、少しずつではあるが確かく実じつにヒュームのものに変わってゆき、一歩一歩進むそのたびに、全身を覆おおう獣じゆう毛もうが抜ぬけ落ちる。

　足取りはわりとしっかりしているものの、あちこちに傷を負っているらしく、獣化する前に比べていくぶんやつれたようにすら見えた。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「うん。へーき」

「いやお前じゃなくて。ラフラ・リフラ」

「心配、いりません。これくらい、郷さとにいた頃ころは、たびたび」

　ヤな郷さとだな。

　怒おこられそうなので口には出さず、シンは別の言葉を舌したに乗せる。

「けどお前、なんかやつれてるぞ」

「リワーダー、変身して、戻ると、一いつ旦たん生えた毛が抜けて、そのぶん瘦やせます」

「瘦せるのか」

　ダイエットは楽そうである。

　ともあれ、ラフラ・リフラの口く調ちようはしっかりしている。無む理りをしているのでなければ大丈夫だろう。

「一人、倒たおしました」

　メイのあとに続き、シンの方に向かって歩み来ながら、誇ほこらしげに胸を張はり、ラフラ・リフラは言う。

「メイの力、借りましたけど」

「こっちも一人だ」

「……うっ！　くっ……！」

　シンがあっさりと言ったのに、ラフラ・リフラは敗はい北ぼく感たっぷりの呻うめきを漏もらした。

　どうも何やらシンに対し、妙みような対たい抗こう意い識しきを持っているようである。

　しばし立ち止まり、それでもなんとか顔を上げて視線を巡めぐらせ──

　つられてシンもそちらに目をやる。

　注目されてレゼルドは──一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした後に、小さく肩かたをすくめると、

「倒たおすまでもなく──かなわないと知って逃にげて行きましたよ」

　いけしゃあしゃあと言い放つ。

　勝てないと知ってディーヴァは逃げ出した。それは事実である。『レゼルドに』ではなく『メイたちや軍や警邏隊ガードに』ではあるが。

「空を飛んで逃げられたのでは、翼つばさを失なくした今の僕じゃあ、追いかけることはできませんから。

　それより──」

　結けつ局きよく自分があまり役には立っていないことを、誰だれかに気づかれ突つっ込まれる前に、彼はラフラ・リフラに視し線せんを移し、話題を変えた。

「獣じう化か時じのリワーダーが高い格かく闘とう能力を持つ、とは聞いていましたが……まさかあれほどのものとは。

　もちろん、何に獣化するのかによっても違ちがうんでしょうけれど。

　金色の狼おおかみ……ですか」

　しかしレゼルドの賛さん辞じに、ラフラ・リフラは眉まゆをつり上げ、

「狼、違います！　犬！」

「犬ですか」

「犬なんだ」

　訂てい正せいされ、ちょっぴりリアクションに困るレゼルドとシン。

　あたりの煙けむりははやほとんど消え去り、向こうの方で、警邏隊員ガーデイアンたちが騒さわぎはじめているのが見える。

「さて──」

　そちらに、ちら、と目をやってから、レゼルドは一同に提てい案あんする。

「いろいろとややこしいことに巻き込まれる前に、退たい散さんしませんか？」

「──そうだな──」

　シンが同意する。

　前にディーヴァを倒して聞き取り調査を受けた時も、話をまともに聞いてはもらえず、結局、それらしい噓うそをつくまで拘こう束そくされる羽は目めになった。

　またあんな無む意い味みなことにつき合わされるのはごめんである。それで何かがどうにかなるわけでもないし。

「あ。でも──」

　ふと何かを思いだしたように、メイが言う。

「退散する、って……

　どこへ？」

『…………………………………………』

　自分たちの住みかのありさまをふと思い出して。

　シンとレゼルド、二人は憂ゆう鬱うつに沈ちん黙もくした。




「ご相談したいことがあります」

　話がある──そう言ってレゼルドが、シンとメイ、ラフラ・リフラを一室に集めたのは、事件から二日後のことだった。

　街はまだ、混こん乱らんしている。

　ディーヴァやら便びん乗じよう犯はんやらのせいで、警邏隊ガードは大おお忙いそがし。修しゆう練れん学がつ校こうも休校状じよう態たいで、いつ再開されるのかもわからない。

　逃にげたディーヴァ一人の行方ゆくえが、いまだわからぬままだということが、街の平へい常じよう化かを遅おくらせていた。

　戦車チヤリオツトの砲ほう撃げきでディーヴァ二人が死亡。残った一人が戦車チヤリオツトを破は壊かいして逃とう走そう。今度の事件は、世せ間けん的てきには、どうやらそういう話に落ち着きそうな気け配はいではある。

　ともあれこの状じよう況きようで、風通しのよくなったシンの家やレゼルドの寮りように戻もどるわけにもいかず、一同は、街のホテルに宿を取っていた。

　宿しゆく泊はく費ひはすべてレゼルドの払はらい。

　というか他の面々に、そんな費用が捻ねん出しゆつできるはずもない。

　ラフラ・リフラの傷は、当人の言った通り、それほどたいしたものでもなかった。

　レゼルドに言わせると、変身の際さい、新しん陳ちん代たい謝しやが活かつ性せい化かし、傷の大半が塞ふさがったのではないか、ということらしいが──まあ何にしろ、大事はないようである。

　栄養のあるものを食べ、ふかふかベッドで体を休め──そして今日。

「今回のことではっきりしました。ディーヴァの襲しゆう撃げきは、これで終わったわけではありません」

　集まった一同に、レゼルドはそう宣せん言げんした。

「彼らの動きは組そ織しき的です。

　ならば今後も、メイさんの命を狙ねらってくる可能性は高いでしょう。

　つまり──

　このままでは、また、こういうことが起きます。

　いえ、場合によってはこれ以上のことが」

　沈ちん黙もくが、落ちた。

　少なくともシンは同感だった。彼が倒たおした女ディーヴァは、何かの命令で動いていた。

　ディーヴァの刺し客かくを数人倒したところで、その命令が消えるとは思えない。

「そこで、です」

　間を置いて、レゼルドは視線をメイに移し、言った。

「僕といっしょに来ませんか？　鱗王族ドラグノの地──北の大陸ノーザンガイアに」

「──！」

　メイは小さく息を吞のむ。

　レゼルドは続けた。

「このままでは、またこの街で、同じことが繰くり返されます。

　しかし僕たちの国で、僕たちドラグノが、それなりの心こころ構がまえと準じゆん備びをしておけば、ディーヴァたちもおいそれと手出しはできなくなるはずです。

　以い前ぜん、僕たちの長おさ──竜りゆう翁おう様にあなたたちのことを話した時、ずいぶん興きよう味みを持たれたようで、会ってみたい、とおっしゃっていましたから……一いつ緒しよに来ていただくぶんには、こちらとしては何の問題もありません。

　メイさんの記き憶おくの手がかりが得えられるかどうか、まではわかりませんが……それはここにいても同じことです。

　悪い提てい案あんではないと思いますが──いかがです？

　もちろん旅費は全部、こちらが持ちます」

　メイは困ったように口を開き──しかし結局何も言えず──シンに目をやる。

　──なんで俺おれを見るんだなんで──

　シンは、ふいっ、と視線をそらし、

「……まあ……悪くない話なんじゃねーか。

　確かに、この街にいるよりはずっといいだろ」

「……………………」

　メイはラフラ・リフラに視線を送る。しかし。

「ラフラ・リフラ、メイのいる、場所に、ついていきます」

　聞けたのは何の役にも立たない意見。

「あの、」

　メイはふたたび、シンに視線を戻もどし、

「部下その二は……いっしょに来る？」

「俺はお前の部下でもねえし」

　小さく息を吸すい──吐はき出す。

「一いつ緒しよに行く理由も義ぎ理りもねえ」

　……ふ……ぅ……

　深い吐と息いきが、メイの唇くちびるから漏もれた。

「そっか」

　肩かたを落としたその姿が、ひどく、小さい。

「それもそうだし。

　ごめん。シン」

　メイは小さく唇を嚙かんで──言った。

「──行く……」




「──ここからは街がよく見える」

　ディーヴァの王都、アソースの王城。その謁えつ見けんの間で──

　外がい務む卿きようブルジオラスのもたらした報ほう──ヒューム暗あん殺さつ失敗の報告を耳にして、まっ白い角と髪かみとを持ったディーヴァは、静かに玉座から立ち上がると、展てん望ぼう窓まどに歩み寄り、外を眺ながめてそうつぶやいた。

　人ひと払ばらいは済すんでいる。ここにいるのはただ、二人。

「──卿も見てみるがいい」

　ひざまずくブルジオラスに背を向けたまま、彼は言う。半なかば透すき通る白い角が、漏れ入る光にきらめいていた。

　その身に纏まとうは純白のローブ。

　彼らディーヴァの王、ギルガゾード。

　ブルジオラスは一礼し、王のもとに歩み寄る。

　窓の外に見えるのは、ブルジオラスが、最も好きで、最も嫌きらいな風景。

「どう思う。この眺めを」

　王は問う。視線を窓の外に向けたまま。

「美しい──眺めだと」

「そうではない」

　ギルガゾードの声に混まじったある感情に、ブルジオラスは、気づかないふりをした。

「その、向こうだ」

　かつてディーヴァの王城があった場所。今は巨きよ大だいなクレーターとなった場所。

「五十年前。あれが降ふった瞬しゆん間かんを、私は見た」

「私も覚えております。

　……まさか──！」

　ブルジオラスの背に戦せん慄りつが走る。

　関係あるというのか。あれと。

「すべてのことには意味がある。

　その意味をどう理り解かいし、どう行動するか。それが問題なのだ。

　私は、ゾルガメイルほど楽らく天てん的てきな王ではないつもりだし、ゴルガジルドほど無む謀ぼうな王でもないつもりだ」

　前王と前々王の名を出し、ディーヴァの王は言う。

「憂うれいを消すのは、間ま違ちがった判はん断だんとは思わん」

「……御ぎよ意い……」

　ブルジオラスは呻うめく。

「今回の任にん務むで生存している者に、監かん視しを続けるよう命を下しています。

　早そう急きゆうに、次の手しゆ段だんを──」




　空に月がある。

　この大地、クロスカディアを巡めぐる、五つの月のうち一つ。あれは──レンの月だろうか。

　ベッドの上に寝ねっ転がって、シンは、そんな、どうでもいいことを考えていた。

　ホテルではない。自分の家である。

　話が決まってからの、レゼルドの動きは早かった。

　レゼルド自身の、修しゆう練れん学がつ校こうへの退たい学がく届とどけ。街の役所への退たい去きよ申しん請せい。

　街の方としては、本来国家レベルの政せい策さくである文化交流名目の留りゆう学がく生せいを、ハイそうですか、と帰したくはなかったのだろうが──レゼルドがディーヴァの襲しゆう撃げき事件を持ち出して、身の危険を感じての帰国、と言えば、それ以上止められる者はいなかった。

　ホテルでの話し合いから旅立ちまで、わずかに三日。

　つまりは、今日。

　さきほど三人がやって来た。

　──ほんとうに来ない？──

　メイが聞いた。

　──いいんですか──

　レゼルドも尋たずねた。

　──行く理由がない──

　シンの答えは、同じ。

　さして長い間いたわけでもないが、やはり多少の感かん慨がいはあるのか、メイは、ボロボロになった家を、一人であちこち見て回った。

　シンはここ数日で、多少家に手を入れた。掃そう除じをして、買ってきたシーツをとりあえずベッドに敷しいて、ドアを直し。

　あとは、一番被ひ害がいのひどい屋根をどうにかすれば、一応の格かつ好こうはつく。雨さえ降らなければしばらくは暮らして行けるだろう。

　──メイのことは、任せて──

　ラフラ・リフラは、なんだかえらそうにしていた。

　──列車のチケットは四枚用意しています──

　去さり際ぎわにレゼルドは言った。シンは何も答えなかった。

　いっしょに行く理由など何もない。何も。

　ベッドに転がり、屋根の穴から暮れゆく空を眺ながめながら、シンは胸のうちでつぶやく。

　自らに言い聞かせるかのように。

　ここは自分の生まれた家で、ここは自分の育った街だ。昔から馴な染じんだ街並み。昔からの友人──

　……………………

　マークやリッヂのことがふと頭をよぎり、心のつぶやきを中ちゆう断だんする。

　考えを切り替かえる。

　──とにかく、暮らして行くのにはなんの不ふ都つ合ごうも──

　……………………

　乏とぼしくなった生活資金に思いを馳はせ、これまた中断する。

　そういえば、メイが転がり込んで来たり、ディーヴァに襲しゆう撃げきされたりして以来、ご近所の奥おく様さま方が、通りすがったシンに向けるまなざしが、だんだんと冷たいものになってきているように感じるのは気のせいだろうか。

　まあさすがに、これだけディーヴァに狙ねらわれれば、何かの関係ありと噂うわさされもするだろう。

　なんだか考えれば考えるほど、この先の生活に対する不安が増してくるような……

　頭を強く振ふり、考えなおす。

　しかし逆に、メイたちといっしょに行ったとして、それでどうなる？

　行く先ではディーヴァに狙われまくり。向こうに着いてもドラグノだらけ。それでどうなる？　そこまでメイにつきあう義理はない。さらさらない。

　ついて行く必要もない。

　メイの身の安全、という意味でなら、レゼルドとラフラ・リフラがいる。ヒュームの自分が同行して何になる。

　向こうに着けば、まわりはドラグノだらけ。レゼルドの言っていた通り、この街にいるよりずっと安全だろう。そこに自分がいて、何の意味がある？

　ふと思い出す。

　いっしょに来る？　そう聞いた時の、メイの、心細げな声。

　理由がない。シンがそう言った時の、うつむいた姿。

　シンが混こん乱らんして摑つかみかかった時のまなざし。

　良心が少し、疼うずく。

　迷めい惑わくばかりかけられた。──全く楽しくなかった、と言えば噓うそになるが。

　くり返す。胸の中で。

　行く理由など──

「……………………………………」

　シンは、ベッドに身を起こした。




　西の山に陽ひが落ちる頃ころ、街は人工の明かりに照てらされる。

　バージェス・シティの中央から、やや外れた位置にある、横断鉄道の駅。

　プラットホームにはガス灯とうの光が揺ゆれ、発車を待つ列車の中にも、律崩術クランブルの明かりが灯ともる。

　今回の事件でも、運良くたいした被ひ害がいを受けなかった鉄道は、すぐに運転を再開していた。

　乗車賃は決して安いものではないが、それでも利用客は少なくない。

　個室の多くは埋うまっているし、プラットホームには見送りに来た者たちの姿も多い。

　そんな個室のうち一つで。

　メイはずっと、窓から外を眺ながめていた。

　藍あい色いろに暮れた空には、クロスカディアを巡めぐる月。

「シンドレッド、来ると、思いますか」

　メイの隣となりについたラフラ・リフラは、向かいのシートに座すわるレゼルドに問いかけた。

「来ない、でしょうね」

　レゼルドは言った。

　窓ガラスに映ったメイの唇くちびるが小さく動く。しかし言葉は生まれぬままに、口はふたたびかたく閉とざされた。

　レゼルドは続ける。過か度どの期待は、後の失しつ望ぼうを大きくするだけだと知っているから。

「彼自身の言った通り──彼には、いっしょに来る理由がありません。それに──」

　言って彼は、腰こしの後ろから、金属の筒つつを取り出した。

　律崩術剣クランブレード。

「さっき皆みなで家を訪たずねた時、渡わたされました。──返す──と言って」

　メイは額ひたいを窓ガラスに押おしつける。強く──強く。

　ホームにある大時計の針はりが、動いた。

　駅員が、見送りの客たちを列車から離はなす。

「…………」

　メイの小さなつぶやきは、誰だれの耳にも届とどかない。

　窓の外では、駅員が周しゆう囲いを確かく認にんし──

　ポケットから、発車合あい図ずの笛ふえを取り出し──

　吹ふいた。

　長く、長く。

「──来た！」

　メイが声を上げ、立ち上がる。窓をどんどんと叩たたきはじめた。

　レゼルドとラフラ・リフラも窓に目をやる。
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　見送りの人ひと混ごみをかきわけ、注意しようとする駅員をすり抜ぬけて、プラットホームを駆かけて来たのは、確かに──

「こっちこっち！」

　メイは窓を叩き続ける。

　彼女たちの見ている先で、列車に飛び乗る。しばらくして──

　個室のドアが、開いた。

　肩かたで荒あらい息をしながら立っていたのは──

「来たんだ～」

　ふり向いて、メイは満まん面めんの笑えみを浮うかべた。目元がほんのわずかに赤い。

　レゼルドは小さく笑むと、乗車券と律崩術剣クランブレードをさし出し──言った。

「あなたのチケットですよ──シンドレッド」

　シンは強ごう引いんに呼こ吸きゆうを整えると──口を開く。メイに向かって。

「……てめぇ金返せこのやろう……」

　レゼルドとラフラ・リフラの目が点になる。

　かまわずシンは、険けん悪あくなまなざしをメイに向け、

「……さっきお前がうちに来て……ふとイヤな予感がしたんで調べてみたら……生活資し金きんがごっそりなくなってやがったし……持ってっただろお前！」

「この前、ヒマなんで、辞書をぱらぱらめくっていた時──」

　窓の外に遠いまなざしを送り、詩を詠よむようにメイは言う。

「餞せん別べつ、という美しい風ふう習しゆうの存そん在ざいを学んでみたり」

「勝手にひとの金持ってくのは餞別じゃなくて窃せつ盗とうだっ！」

「けどほら。行く理由がない、って言ってたから。行く理由があれば行くっていうゲンゴガクテキ解かい釈しやく？」

「行かねえよ！　降りるよ帰るよ金返せ！」

　シンもわりと必ひつ死しである。少々涙なみだ目めになっていたりもする。しかし。

「もう発車してますが」

　レゼルドの冷れい徹てつな宣せん言げん。

　そう。シンが列車に飛び乗って、この個室を探し当て、アホな会話をしているうちに、列車は動きだしていた。すでに、飛び降りられるような速度ではなくなっている。

「わかってるよ言われなくても！」

　ふり返り、嚙かみつくシン。

「つぎの駅で降りて引き返す！」

「なるほど」

　レゼルドは深々とうなずいて、

「ところでシンドレッド、これが特とつ急きゆう列車で、次の駅に止まるのは明日の朝だということや、あなたが降りるなら、僕には帰りの乗車賃ちんを出す義ぎ理りなんてないこと、乗車賃が決して安くはないこと……などは当とう然ぜん承しよう知ちしていますよね」

　シンの動きは、完全に停てい止しした。

　それは事じ実じつ上じようの敗はい北ぼく宣言。

「ということで～」

　シンの手を取り、にこやかにメイは言う。

「これからもよろしくするように～部下その三～」

「三っ!?　ランク落ちッ!?　いや、部下になった覚えはねーけどっ！」

「だって、前に『部下じゃない』って宣言したから除じよ外がいして、ラフラ・リフラがくり上がって部下その二。

　でもって、あたしのために乗車賃出してるレゼルドに頼たよってる以上、あたしの部下。再さい編へん入にゆうでラフラ・リフラの次～」

　その言葉が終わったとたん、ラフラ・リフラはにこやかな笑えみを浮かべ、くだけた口く調ちようで、

「がんばれ。部下三。いっしょに、メイに、ついていく。わからないことがあったら、ラフラ・リフラに聞く」

　シンの肩かたを気安く叩たたきながら、シッポがあれば振ふり出しそうな上じよう機き嫌げんで言う。

「そう言えば──」

　レゼルドが、思い出したようにぽつりと漏もらした。

「犬って、群むれの中での順位ランクにこだわる動物でしたね……」

「……なあ……レゼルド……」

　シンは、死し刑けい執しつ行こうを明日に控ひかえた冤えん罪ざい者しやの顔で、その彼に問いかけた。

「……聞くが……これって……何かのいじめか？」

「いいえ。とんでもない」

　首を振り、レゼルドは微笑ほほえむ。悪あく魔まのようににこやかに。

「誘ゆう拐かいとかに近いと思いますよ。むしろ」




　列車は、夜を行く。










　結けつ局きよくのところ。

　修しゆう練れん学がつ校こうが再開したのは、ディーヴァの襲しゆう撃げき事件から、二週が経たってからのことだった。

　校舎は一応、付つけ焼やき刃ばの修しゆう理りをされてはいたが、まだ怪け我がが治っていない生徒もいるし、事件のあとで引っ越こした者もいる。

「……なーんか減へったよなー」

　朝の教室をぐるりと見み渡わたし、マーク＝フォルリバーはつぶやいた。

「仕し方かたないよ。あんな事件があったんだし」

　そばの机つくえに腰こしを下ろし、リッヂモンドは窓まどの外に目をやる。

「つか、お前らよく生きてたな」

　別のクラスメートがツッコミを入れた。

　リッヂはディーヴァに姿を奪うばわれ、マークは家を破は壊かいされた。

　そう知った者はみんな、二人の死を確かく信しんしていた。

　ところが──

　学校がはじまってみれば、そんな二人がいけしゃあしゃあと登校している。

　つい今も。

　数少ない女子の一人が、教室のドアを開け、二人を見るなり悲ひ鳴めいを上げて、きびすを返してダッシュで逃にげた。

「……失礼だよなー」

「そりゃ驚おどろくって」

　リッヂのつぶやきに、クラスメートは苦く笑しようして、

「お前だって驚くだろ。死んだと思ってた奴やつがいきなり目の前に出てくりゃあ。

　あ……ひょっとしてリッヂ、お前、目の前にいきなりディーヴァが出てきたんで、驚いて気き絶ぜつして、それで助かった、とかじゃねえの？」

「な!?　なんでっ……！……そうなるんだよ!?」

「今お前、危あやうく『なんでわかった』って言いそうになっただろ。やっぱりそんなパターンかよ」

「だ！　だから……！」

「で、マーク、お前の方は？」

「……さあな」

　話を振ふられて、マークは小さく肩かたをすくめた。

　殺される。

　警邏隊員ガーデイアンに姿を変えたディーヴァたちと対たい峙じした時、彼は、確かにそう覚かく悟ごした。

　しかし結局──彼はそのまま解かい放ほうされた。家は壊こわされこそしたものの、外に出ていた家族たちも無ぶ事じである。

　なぜ自分が殺されなかったのか。理由はわからない。

　作戦の変へん更こうか、もともとそういう作戦だったのか、あるいは単なる気まぐれか。

　だが──

『リドニー』がためらった。マークはそう考えている。

　都つ合ごうのいい夢む想そうだろうか？　しかしそれでもかまわない。

　マーク＝フォルリバーには贅ぜい沢たくな望みがある。

　友達を、一人として失いたくない。自分のまわりにいる者は、みんな幸せになって欲ほしい。少なくとも、不幸は訪おとずれないでいて欲しい。

　無む理りである。

　だが、それがどうした。

　そんなことはわかっている。しかしそれでも望んでいるのだ。心の底から。

　友人がいなくなる、といえば──

　シンやレゼルドが、メイといっしょに旅立った。

　そう知ったのは、数日前のことだった。

　あのメイという少女とディーヴァとの間には、何かの関係があったのかもしれない。

　そしてシンは、そのメイを守るため、一いつ緒しよに旅立ったのだろう。シンはムキになって否ひ定ていしていたが、やはり惚ほれた弱み、という奴やつに違ちがいない。

　事じ実じつと合っているかどうかはともあれ、マークはそう思っている。

　彼らはもう、この街にはいない。

　だが、それはそれでかまわない。

　なぜならマークは信じているから。彼らがいつか、無事に、ここに戻もどってくることを。







　　　あとがき心しん霊れい相談室





神かん坂ざか　一はじめ　　






　こんばんは皆みな様さま。

　週末の夜。

　今日もまた、神坂一のあとがき心霊相談室の時間がやってまいりました。

　科か学がくで証しよう明めいも説明もできない。

　ならば、そんなものは存在しないのだ。

　そうおっしゃる方々も多いのは承しよう知ちしております。

　しかし果はたして本当にそうなのでしょうか？

　もちろん、すべてを不ふ思し議ぎ、怪かい奇きという言葉で片づけ、科学する心、探たん求きゆうする心を忘れてはいけません。

　けれど、不思議なことがらを、ありえない、噓うそ、気のせいと切り捨すてるのもまた、探求の放ほう棄きなのではないでしょうか？

　ガリレオのエピソード、シーラカンス発見の例をいちいち挙あげる必要もなく、最初はありえないと思われていたものが、後に事実とわかったことは多々あるのです。

　そう。たとえ現在、科学で証明されていようといまいと、真実は、真実なのです。

　今宵こよいもまた、皆様から送られてきた──そんな、科学では証明できない出で来き事ごとに光を当て、解かい説せつをしていきたいと思っております。




　では、最初の相談は、大阪にお住まいの、Ｈ・Ｋさんからのお便たより




　こんばんは。いつも毎週楽しみに拝はい見けんしております。

　私の奇き妙みような体たい験けんを聞いてください。

　はじまりは、一通の手紙でした。

　何なに気げなしにそれを読んだ私は、愕がく然ぜんたる思いに捕とらわれました。

　その内容はなんと──

　私の書いた小説、クロスカディア・シリーズの主人公たち、シンとメイという二人の名前が、某ぼう所しよで書いた短編、Ｏ・Ｐハンターの主人公ペアと全く同じだという内容だったのです。

　慌あわてて確たしかめてみると、実じつ際さいにその通りでした。

　どうしてこんな不思議な偶ぐう然ぜんの一いつ致ちが起こったのでしょう。




　これは一いつ般ぱんに、シンクロニシティと呼ばれる現げん象しようです。

　一見、無む関かん係けいな複ふく数すうの出来事が、奇き妙みような偶然の一致を見せる現象で、一例を挙あげるなら、生まれてすぐ離はなればなれにされ、晩ばん年ねんまで互たがいの存在すら知らなかった双ふた子ごの姉し妹まいが、結けつ婚こん年月日、夫の名、つけた子供の名前や生年月日までが全く同じだった、という事例すら報ほう告こくされています。

　原げん因いんに関しては、状じよう況きようによって異ことなりますが、血けつ縁えんなどの因いん縁ねん説せつ、場所のエネルギー説、心霊説、あるいは陰いん謀ぼう説せつなど、いろいろな説が存在します。

　話をよく聞いてみると、この相談者の場合、短編を書いたのは東京のカンヅメ先、長編を書いたのはご自宅、ということでしたから、場所のエネルギー説はありえません。

　何かの因縁、あるいは心霊による原因と考えられます。

　決して、うっかりしていた相談者の自じ業ごう自じ得とく、とか、引き出しの少なさが原因、などということはありませんので、心配なさらないでください。




　では次に、大阪府の、Ｈ・Ｋさんからのご相談です




　その日私は、夜遅おそくまで起きてゲームをやっていました。

　群むれるとやかましいレッサーデーモンの一匹ぴきを、前ぜん衛えいのニンジャがクリティカルヒットで仕し留とめた、その時です。

　突とつ如じよ、電話が鳴なりました。

　時じ刻こくは深夜の一時を回っています。

　妙みような胸むな騒さわぎを覚えながらも受話器を取ると、その向こうから、ひどく疲つかれた、恨うらめしげな女の声で、

『センセェ……クロスカディアの原げん稿こうどうなってます……』

　霊れいです。霊の声に違ちがいありません。

　私はとっさに、（ここで正直に、ゲームやってました、って言ったらとりつかれる）と思い、あわてて、

「今やってます。順じゆん調ちようきわまりありませんから安心してください」

　と言っていました。

　受話器はしばらく沈ちん黙もくしてから、

『そのわりには、なんか後ろでレッサーデーモンの鳴なき声が聞こえるんですけど……』

「何の話です？　何か聞こえるなら、きっと霊の仕し業わざです」

　私は巧たくみな言い訳わけでなんとかその場を切り抜ぬけましたが、以い来らい、時々似にたような電話がかかって来るようになりました。

　怖こわくてとても原稿が手につかず、アイテム集めの日々を過すごしています。

　一体どうすればいいのでしょう……




　調ちよう査さの結けつ果か判はん明めいしたのは、相談者の方と取引のある編へん集しゆう部ぶは、東京の靖やす国くに神社のそばにあるらしい、ということです。

　おそらくは靖国に漂ただよう霊的な力が、原稿を求める編集者の執しゆう念ねんと融ゆう合ごうしたのでしょう。

　霊は、生きている人の意い識しきと融合した時、信じられないような力を発はつ揮きする場合があります。

　しかし逆ぎやくに言うならば、どちらかの妄もう執しゆうを消してしまえば、霊は鎮しずまります。

　この場合、原稿を渡わたすのが最も現実的な手しゆ段だんでしょう。

　本編を放ほうり出して馬ば鹿かな後書きなど書いていないで、一いつ刻こくも早く原稿を仕上げるしかありません。それが一番の供く養ようです。




　いかがでしたか皆様。

　このような不思議は、いつ、誰だれにでも、どこででも起こりうるものなのです。

　そう。例えば明日、あなたの身にも。

　なお、今回のご相談は、あとがきに当たって一部脚きやく色しよくを施ほどこしています。

　くれぐれも、真しん剣けんに受け取って怒おこったりしないでください。特に担当さん。

　それでは、神坂一のあとがき心霊相談室──




　また、来週──





（当たり前だが続かない）
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